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　美しい声を持つ少女は、人にん魚ぎよの靴くつを履はいてはならない。

　家族を愛する少女は、硝子ガラスの靴を履いてはならない。

　少女は孤こ独どくを胸むねに、靴くつ箱ばこの蓋ふたを開けてはならない。




　──ドゥーガルド・ディセント手しゆ記き『靴箱館に訪おとずれる少女のための約やく束そくごと』より
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　飢うえた少女の歌を歌う。

　飢えたことなど、ない私が。

　本当のひもじさも、知らない私が。




　目元を隠かくす白の仮か面めんをかぶり、豊かな金きん髪ぱつを黒のフードで隠した少女は、秋の寒空の下で一曲の歌を歌いあげた。

　か細く始まったソプラノは、やがて優しく伸び始め、曲調を変える頃には力強く訴うつたえかける。

　歌の中で温かいパンを求めてさまよい歩く少女の、命のともしびが消えてゆく。

　王都の歌劇場へと続く橋の上。少し歩けば、同じように芸を売る若者たちに出くわすことになる。

　仮面の歌姫のなわばりはこの橋の真ん中だ。昨年このなわばりを陣じん取どっていたバイオリン弾ひきは、病気で死んだらしい。人気の場所だが金貨一枚で会場代を支払った。

　今こ宵よいの客は、何人か。

　ひとりが立ち止まり、もうひとりがしゃべるのをやめた。

　小さな子どもがよちよちと、顔を隠した歌い手の前に歩き出す。

　コインを入れるための空あき缶は置いていない。

　仮面の歌姫は、報ほう酬しゆうを必要としていないのである。

　少女はゆっくりと視線を動かし、聴ちよう衆しゆうの数を確認した。

　十七人。まあまあ集まった方だ。

　うちふたりはよく来ている人物だ。くたびれた灰色のコートをまとった労働者風の男と、少しばかり肉のついた中年の男。出しゆつ没ぼつする日付や時間帯を告げていないにもかかわらず、熱心な聴衆である。

　このオルハラ国の歌劇場で看かん板ばんを張るオペラ歌手なら、鼻で嗤わらう数だろうが。

（もう今夜はやめておきましょう。ベッドから抜け出してかなり時間が経たっている）

　立ち去ろうとしたそのとき、ひとりの男が一いち輪りんの薔ば薇らを差し出した。

　薔薇と演劇、そして靴くつ。

　この国の人間が好むみっつの娯ご楽らくのうちの、ひとつである。

　秋に咲く薔薇は嫌きらいではない。みずみずしい香りを放つ、黄色い薔薇であった。花びらの端はしは薄うすいピンク色で、可か憐れんな乙女おとめのような色合いである。

「なかなかの歌声だったよ、ご令れい嬢じよう」

　帽ぼう子しをとって慇いん懃ぎんに礼をすると、男はそっとささやいた。

　少女は注意深く男を見た。

　生まれの卑いやしい者にも『ご令嬢』と呼ぶ輩やからは存在する。

　男は霧きりをかぶったような灰桃色ローズミストの髪をしていた。前髪は長く、その隙すき間まから薄茶の人ひと懐なつっこそうな瞳ひとみが覗のぞいている。

（貴族ではない。しかし、この界かい隈わいをうろつくような人間でもない）

　身分がはっきりとせず、土地になじんでいる様よう子すもない。

　こういった人間が、実は一番危険なのである。

　どうも、などとわざとそれらしい答えを返すなどできない。

　確信した。彼は、自分が令嬢であることを知っている。

「私の正体を知っているのね」

「伯はく爵しやく令嬢、そして仮面の歌姫。どちらがきみの正体かな」

　お手上げだ。完全に知られている。

　お開きになった歌姫のなわばりは、すっかり人が散ちっていた。

　少女は仮面を外はずし、水みな面ものような薄青の瞳でしっかりと男を捉とらえた。

「いくら欲しいの？」

「おやおや、心外だな。ゆすりだと思ったのかい」

「大たい衆しゆう紙しに売るよりは高く買い取るわ。『伯爵令嬢が路上で飢え死にする少女の歌を唄う』、こっけいで面おも白しろい記事になりそうだけれど、諦あきらめてくださるかしら」

「事情があるんだね、仮面の歌姫」

　男は、仮面の歌姫と呼んだ。

　つまりは、生まれ持った身分は関係ない。歌い手としての自分に話をしているのだと。

　少女はくっとあごを引いた。

　完かん璧ぺきでいるためには、姿勢を伸のばし、正しく地に足をつけていなければならない。

　それはシャンデリアで照てらされたダンスホールでも、真夜中の寂さびしげな橋の上でも、同じことである。

「きみはシンデレラ王おう妃ひの、奇跡の大だい出しゆつ世せの話を知っているだろうか」

　少女は片かた眉まゆを上げた。

　何を唐とう突とつに。オルハラ国の民たみなら、知っていて当然の歴史である。

　身内にさんざんいじめぬかれ、押しつけられた暖だん炉ろ掃そう除じで灰をかぶっていた少女が、一足の靴がきっかけで王妃にまでのぼりつめたという、かの有名な実話。

「きみも、人生を変えてみないか。かの王妃のように」

　男は薄く笑って、付け加えた。

「もっとも、少しばかり悪女になってもらう必要があるけれど」

　少しばかり、悪女に。

　少女はその言葉にどうしようもなく魅ひかれた。

　この退たい屈くつな毎日を塗ぬり替かえる、魔法の言葉をささやかれた気がしたのだ。
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　かつて、このオルハラ国には『シンデレラ』と呼ばれ、国民から愛された王妃がいた。

　シンデレラの本当の名前は、シャルロッテ・ディセント。元は商家の娘むすめで、継まま母ははや継姉に虐しいたげられながら不ふ遇ぐうの少女時代を過ごした。召めし使つかいのように家の雑事を押しつけられ、暖炉掃除で灰だらけになったその姿を嘲ちよう笑しようされた彼女は灰かぶりシンデレラと呼ばれるようになったのだ。

　彼女はある日、魔ま術じゆつ師しから与えられた『硝子ガラスの靴』によって運命を変える。魔術仕掛けのその靴の力で、シャルロッテと王子は出で逢あい、ふたりは恋に落ちた。

　シャルロッテは灰の代わりに王妃の冠かんむりをかぶり、そして自分の運命をまるきり変えた靴を愛するようになった。彼女が作った靴職人の街・カンディナールは、それから百五十年経った今でも、靴を求める人々でにぎわっている。

「ご来店、ありがとうございました」

　エデル・アンダーソンは靴店の扉とびらの前で深々とおじぎをして、お客さまを見送った。

　ここは靴店『ガラスドーム』。シンデレラの末まつ裔えいである、ディセント伯爵家が経営する靴店だ。

　カンディナール一の老舗しにせ靴店はこの街の名物であり、老ろう若にやく男なん女によ身分を問わず注文を承うけたまわっている。

　薔薇とつぐみのアーチに囲われた玄げん関かん口ぐち、ドロップガラスシャンデリアに照らされたショーウィンドウには流行の舞ぶ踏とう靴ぐつや革かわ靴ぐつが陳ちん列れつし、ドアマンが扉を開ければ陶とう器き製せいのベルが柔やわらかな音で鳴り響ひびく。

　シンデレラが靴によって人生を変えたことにあやかって、この店で靴を作る人は多いのだが……。

　エデルは『本日閉店』の札ふだを下げて、顔を引きしめた。

（アランさまは次の魔術師の靴を探していらっしゃる。お店の方は私たち職人がしっかり守らなくては）

　──この国の人間のほとんどは、シンデレラの真実の姿を知らない。

　彼女の履はいた硝子の靴は、他人の命を代だい償しようにして願ねがいを叶かなえるという、いわくつきの靴であった。

　シンデレラは自みずからを虐げてきた義理の家族の命を捧ささげ、王妃の座にのぼりつめた悪女であったのだ。もっとも、それを知るのは一部の人間だけ。表の歴史には、王妃シンデレラは靴産業を押し上げた才さい媛えんの王妃であったと記しるされている。

　のちにシンデレラは、代償を必要とする『魔術師の靴』を、味み方かたにつけた魔術師と共に国中にばらまいた。

『ガラスドーム』オーナーのアランは、シンデレラの子孫として、その靴を回収・封ふう印いんする義務を負おっているのである。

「繁はん忙ぼう期きじゃないから大だい丈じよう夫ぶだと思ったけど、やっぱりセスさんが抜けたのは予想以上にきつかったな」

　ディックの言葉に、エデルはうなずいた。

　ようやく本日最後のお客さまを送り出した頃には、閉店時間を一時間も過ぎていた。

　こうなってくると、今までセスがどれだけ効こう率りつよく接客していたのかが身にしみて分かる。エデルはついついお客さまの要望を聞きすぎて、デザインの候こう補ほをあげるだけでも時間がかかってしまう。

　セスのお得意さまのほとんどはジジが引き継ついでくれたが、新規客はエデルが担当することになったのだ。

「おれが甲こう革かわ師しになれれば接客に回れるのになー。セミオーダーしか担当しちゃいけないなんて、アランさんも頭固いぜ」

　ディックはガラスドームで靴底作りを専門とする底そこ付づけ師しとして働はたらいているが、靴のデザインを反映する甲革を作る権利をまだ与えられていない。

　完全なるオーダーメイドの場合、接客でお客さまと一緒にデザインを決めていく必要があるので、甲革を縫ぬうことができる職人しか担当できないのである。

　ディックが接客にあたるときは、お客さまがあらかじめデザインされている靴を注文する場合である。

「でも最近はショーウィンドウのおかげでセミオーダーもよく入るようになったから、おれも大活躍だけどな！」

「貝かい殻がらの靴、好評でずっと注文入りっぱなしだものね」

　ガラスドームのショーウィンドウを飾かざっているのは、流行の貝殻を使用した靴たちだ。

　貝殻を砕くだいてモザイク調に配置したベルトを使用するモンク、真しん珠じゆ貝がいを縫いつけた若者向きのスリッポン。二枚貝のモチーフを使った舞踏靴。どれもセミオーダー品としては例年以上の人気で、ガラスドームは新規のお客さまの獲かく得とくに成功した。

（セスさんも、一緒に考えてくださった靴……。セスさんは今頃どうしていらっしゃるんだろう）

　エデルの胸に、寂しさがこみあげてくる。

　以前店長を務つとめていたセスの正体は、魔術師であったのだ。

　魔術師の靴をめぐり彼は長らく暗あん躍やくしていたのだが、エデルとアランの説得により、けじめをつけることになった。

　彼は故こ郷きようである魔術師の里へ帰った。自身の記き憶おくと引き換えに、魔術師の力を手放すために。

　ディックやジジには、家庭の事情で突然の里帰りをしたと伝えられている。

　彼の選せん択たくを、エデルは応おう援えんすると決めたのだ。

「家のことならしょうがないけど、早く戻もどってきてほしいよ。セスさんがいないと、朝礼のあの文もん句くを言うときになんかいまいち気合いが入らないんだよな。オッサンの声かけじゃ物足りないっていうか」

「そ、そんなことないよ。ジジさんも素敵な声だよ」

　ガラスドームには従業員心得がある。




　ひとつ、道に迷まよえば先せん達だつの背中を。

　ふたつ、道を外せば大声で叫さけべ。

　みっつ、道の向こうから迎むかえを待て。




　一見山登りの掟おきてのようなこの心得は、職人同士、協力し合いながら切せつ磋さ琢たく磨まするようにという意味がこめられているのだ。

　毎朝の朝礼では、正規職人・見習い職人たちはみなこれを斉せい唱しようする決まりだ。セスはその音おん頭どをとってくれていたのである。

（いつか、私たちはセスさんを迎えに行くんだ。それまでに少しでも成長して、頼もしい職人になったと思ってもらわなくちゃ）

　エデルは決意を新あらたにする。そんなエデルと気持ちを同じくしているのか、ディックは言った。

「セスさんが戻ってくるまでに、おれはめちゃくちゃ仕事のできる男になってやるぞ」

「わ、私もがんばらなくちゃ」

「そうだぞエデル。今回のことはチャンスなんだ。アランさんが前にもまして忙いそがしくなったし、オッサンは勝手に店長になって出世してる。でもオッサンは試し作さく師しと店長を兼任してるから、ここは副店長が必要だろ。おれみたいな、頼もしい男の出番というわけだ」

　ディックが鼻の下をこすって、得意げに言った。

　本来は試作靴の作成に集中するべきジジが店長業務を兼けん任にんしているので、たしかに人は足りないのだが……。

「ディックくん、副店長になりたかったの？」

「まさかお前もなりたいのか！」

「う、ううん。私、入ったのついこの間だし……」

「ついこの間？　まあそうだな、半年くらい前だもんな」

（半年前……）

　自分が靴の街カンディナールにやってきて、もうそんなに経っていたのだ。

　エデルは壁かべにかけられたカレンダーを見つめた。

　母の遺い品ひん『赤い靴』をたずさえて、ひとりぼっちでここにやってきたあのときからもう半年。

　シンデレラ伯爵家がいわくつきの靴を集めるという噂うわさだけを頼りに、ガラスドームへやってきて……。

（アランさまと会って、セスさんやジジさんやディックくんと会って……）

　はじめて接客を担当したカーレン、母の知ち己きであったジュディ。魔術師の靴に巻き込まれた彼女たちに新しい靴を渡し、セスを送り出して──。

　怒ど濤とうのような日々が、あっという間に通り過ぎてゆく。

　自分は変わらずに靴を作っているだけだというのに。

「おおい、ふたりとも。店じまいは済んだか？」

　間ま延のびした声を出して、ジジがふたりを呼んだ。相変わらず伸ばした髪の毛を無む造ぞう作さに束たばね、無ぶ精しようひげは普ふ段だんより濃こくなっている。ここのところたてこんでいたので、一番働きづめであったのは現店長である彼である。

「どうした、エデル。カレンダーなんて見て」

「ジジさん……、いえ、なんでもないんです。戸と締じまりもすべて終わっています」

「さては今度の休日、予定が空いていて困こまっているんだろう。私が埋うめてあげよう。大丈夫、予定のない休日を過ごさせたりなんかしないよ」

「ええっ」

「オッサン、共用のカレンダーなんだから私的な用事を書き込むなよ！」

　勝手にカレンダーに書き込まれそうになって、エデルは焦あせった。

　すると、横からぬっと別の手が伸びて、ジジからペンを取り上げる。

「ジジ、お前は『休日出しゆつ勤きんするから今日は帰らせてほしい。気になっている女性とようやくデートまでこぎつけたんだ』とさっき俺に泣きついてきただろう。大人おとなしく出勤しろ」

　オーナーのアラン・ディセントである。

　青紫色の瞳に、漆しつ黒こくの髪。女性なら誰だれもが見とれてしまうような美び貌ぼうの、次期ディセント伯爵だ。

　実際アラン目当てにガラスドームに通う客も少なくないが、彼は仕事熱心でまじめな性格で、普段は執しつ務む室しつにこもって経営管理に勤いそしんでいる。

　彼も今日はこの時間に帰るようだ。コートを羽は織おって、書きためたらしい書類の一部を抱かかえている。

「エデル、大丈夫か。こいつの冗じよう談だんに付き合う必要はないからな」

「お、お疲つかれさま……です。アランさま」

　彼に見つめられて、頰ほおがかあっと熱くなる。

　あのパーティの夜以来、エデルはうまくアランと接することができないでいた。

　彼のことが好きなのかもしれない──。ディセント家で開かれたパーティで、偶ぐう然ぜんの事故とはいえ彼とキスをしてから、だんだんと自分の気持ちがはっきりとしてくるようで、エデルは怯おびえていたのだ。

（忘れなくては、こんな気持ちは）

　エデルとアランは、決定的につり合わない。

　アランはディセント伯爵家を継ぐ人で、シンデレラの末裔として魔術師と敵対する立場にある。対してエデルは、身分もなければ財産もない天てん涯がい孤こ独どくの靴職人であり、何より魔術師の血を引く者だ。アランとエデルは貴族と労働者というだけでなく、本来ならば敵同士にあたるのである。

　アランはエデルのために仕事だけでなく住まいを与え、カンディナールで暮くらしてゆくための面めん倒どうな手続きもすべて保ほ証しよう人にんとして整えてくれた。

　さらに、魔術師の靴の事件に巻き込まれたときはいつもエデルを助けてくれている。自分よりエデルの身を優先し気き遣づかってくれる彼に、エデルはいつの間にか心を寄せていたのだ。

　ふっと、アランはエデルの肩かたに触ふれた。

「糸くずがついている」

　彼の指の温かさを感じて──こういうときに限ってなぜかアランは手袋をつけていない──エデルはますます赤面した。

「あっ、あ、ありがとうございます、申し訳ありません、私、かばんをとってきます！」

　エデルが大あわてで工こう房ぼうへ走る様子を、アランは不ふ思し議ぎそうな顔でながめていた。
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「なあに、あなた。辛しん気きくさい顔しちゃって。お客さまが来たんだからにこにこしていなさいよ」

　カーレンに指摘され、エデルははっと我われにかえった。

　ガラスドームの客室で、エデルは彼女と向かい合って座っている。

　カーレンはゆるく巻いた赤毛を垂たらし、大きなクロッカスの花はな模も様ようが刺し繡しゆうされたドレスを着ていた。襟えりと手首には精せい緻ちなホワイトレースがほどこされている。袖そでをとめる金色のボタンとそろえるようにして、靴はとろけるような黄金色のリボンで編あみ上げるアンクルストラップパンプスだ。

　以前は大人っぽく見せようと努力していた彼女だが、今は少女らしい装よそおいに身を包つつんでいる。彼女の婚約者が、その方が素敵だよと言ったらしい。

（そうだ、「私もそのドレスが素敵だと思います」と言ってそのあと……）

　少し、ぼうっとしてしまっていたのだ。

「も、申し訳ありませんでした、カーレンさま」

「あなた、疲れてるんじゃないの。セスさんが休職されてお店の感じも変わってしまったものね」

　セスの顧こ客きやく（主おもに女性たち）は彼の休職を嘆なげいていた。見み目めも人ひと柄がらもよい彼に靴を作ってもらうのが、彼女たちの癒いやしのひとときであったのだ。

「別に、あなたのことを心配してるんじゃないわよ。ただちゃんと靴を作ってもらわなくちゃ困るじゃない。わたし、どうしてもあなたの靴を履いてデートに行きたいんだから！」

　カーレンは早口で言うと、お店で貸し出している膝ひざ掛かけをエデルの方によこした。

「あ、でもこれはお客さま用のもので、私が使うわけには……」

「今はふたりきりなんだから構わないでしょ！　私がいいって言ってるのに、使えないっていうの!?」

「ひっ、あ、ありがとうございます」

　カーレンの剣けん幕まくに押され、エデルはありがたく膝掛けを使わせてもらうことにした。

「そんなんじゃ困るわよ。わたし、いつまでもカンディナールにいられるわけじゃないんですからね。今靴をたくさん作っておかなくちゃ、いつここに帰ってこられるか分からないし……」

　カーレンは、魔術師の靴によって怪け我がをした足が完治したあと、海の向こうにいる婚約者と結婚することを決めたのだ。

　すなわち、このオルハラ国を離れることになる。

（寂しいけれど、カーレンさまが幸せになれるなら、私は精いっぱい応援しなくちゃ。靴もたくさん作って……）

　彼女はエデルがガラスドームにやってきたときの、はじめての顧客である。最初はエデルの失態が続き、カーレンに迷めい惑わくをかけてしまった。けれど今、カーレンは引き続きエデルを担当の職人に指名し、こうして素す直なおでないながらも優しい言葉をかけてくれている。

　改めて、エデルはたずねる。

「カーレンさま。靴の素材はいかがなさいますか？」

　カーレンは車くるま椅い子すを必要とせず、ゆっくりとなら自分の足で歩くことができるまでになっていた。ただし、足に負ふ担たんのかかりやすいヒールの高い靴は避さけた方がいいだろう。

「そうね。できれば柔らかい革で、でもいかにも歩行練習用の靴ってかんじのものは嫌いやなの。ドレスと合わせておかしくないものがいいわ」

　エデルはメモにカーレンの要望を書きつける。

　彼女のオーダー通りにするなら、革は薄手で繊せん維い構造が細かいカーフスキンが最適かもしれない。牛の中では最上質の革である。

「当日のドレスはどんなものですか？」

「彼と馬を見に行くのよ。だから軽めのイブニングドレスなの。サテンの畝うね織おりとレースで……今、王都で大流行しているの」

「……？　王都で流行？」

　カーレンはあきれたようにぼやいた。

「あなた、王都は流行の発信地よ。チェックしてなきゃだめ！　王都のファッションと醜聞ゴシツプは、オルハラ国の中で最も刺激的で……」

　カーレンは言いかけて、ふと止まった。

「カーレンさま？」

「……そういえば、あなたご存ぞんじ？　アランさまの醜ゴシ聞ツプのこと」

「え？」

　アランさまの醜ゴシ聞ツプ。カーレンははっきり、そう言った。

「聞いたことありませんけれど……」

　アランはそもそもまじめな性格で、王都から少し離れたここカンディナールでガラスドームの経営に勤しんでいる。王都で噂の種を作る要因など、ないように思えるが……。

　醜ゴシ聞ツプとアランは、エデルにとってむすびつけようのない単語である。

　カーレンは声をひそめた。

「アランさまに婚こん約やくの話が持ち上がっているのよ。相手はクラウデッド伯爵家のご令嬢。クラウデッド家は五人姉し妹まいがいるんですけれど、器量も知性も申し分のない長女がお相手ですって」

「え……？」

　アランさまが、婚約？

　エデルの胸にずんと重たい何かがのしかかった。

「なんでもすごい美人だと聞くわよ。クラウデッド家だけでなく、アランさまのご両親が乗り気で、そういうわけで社交界でも噂になってしまっているのよ」

　相手は、伯爵家の美貌の令嬢。アランの両親が積極的に、話を進めたがっている──。

　エデルはきゅっと唇くちびるをむすんでから、ゆっくりと話し始めた。

「そ……それは、存じませんでした。でも、アランさまは素敵な方ですし、当然──」

「──あなた、それでいいわけ」

　カーレンが、エデルの心に刃物をつきたてるように、言い放った。

「だってあなた、アランさまに恋をしているじゃないの」

「それは……」

　エデルは言葉に詰つまった。

「このうえまだしらばっくれるつもり？　パーティから戻ってきたときのあなたたちの様子を見れば分かるわよ。あなたの顔は真まっ赤かだったし、何かあったと思って普通でしょ！　いいの!?　このままじゃどこの馬の骨とも分からぬ女にアランさまをとられるわよ！」

「ど、どこの馬の骨か分からないのはどちらかというと私の方なのでは……」

　クラウデッド伯爵家のご令嬢と父親不明の女優の娘では、比べようもない。

「細かいことはいいのよ！　アランさまがその女にとられないようにしなくちゃ。そうよ、距きよ離りの近さを武器にすればいいんだわ。相手は深しん窓そうのお嬢さま、お屋や敷しきの中でのんびり花はな嫁よめになる準備をしている間に、こっちは既き成せい事じ実じつを作るのよ！」
















　カーレンはエデルに詰め寄り、鼻息を荒くした。

　既成事実というものがなんなのかエデルには分からなかったが、あまりよくないことのような気がして、エデルはおずおずと口にした。

「か、カーレンさま、靴のご注文は……」

「いいのよ、そんなものはあとで。とにかくあなたのデートが先よ！　アランさまをデートに誘さそうの！」

「む、むむ無理ですそんなの。お、おこがましいですし」

　カーレンはうろんな目でエデルを見た。

「労働者だから、恋をするのは諦めるってこと？」

「……あの、その」

「私は貴族でないけれどアランさまに恋をしていたわよ。それって私に対しても、すごく失礼よね」

「えっ……」

　エデルはあわてて顔を上げた。

　そんなつもりで、おこがましいなどと口にしたつもりはなかった。カーレンは貴族の身分こそないが、大きな貿ぼう易えき商しようの娘であり、身元もしっかりとしている。最さい先せん端たんのファッションを楽しみ、活発で自信に満ちあふれた少女である。田舎いなかから出てきたばかりの、ぱっとしない自分とはまったく違うのである。

「カ、カーレンさまは素敵です。わ、私とは違ちがいます」

「もういいわよ、すっかり気分を害されたわ。アランさまを呼んでもらえるかしら」

「申し訳ありません。大変な失言をしてしまいました。どうか、お許ゆるしください」

　エデルは必死に謝あやまったのだが、カーレンは意地悪くこう言ったのだった。

「そうねえ、オーナーから直接謝ってもらえたなら、許してあげなくもないわよ」




　エデルがアランを呼ぶと、彼はすぐに客室へ駆けつけた。

「カーレン嬢。何か失礼があったと聞きましたが」

　エデルは扉のそばで、きゅっと体を縮ちぢこめた。

　知らない間に、自分はまた接客を失敗してしまったのだ……。

　常つねにアランに迷惑をかけたくないと思っているのに、この体ていたらくである。

「失礼があったのはエデルじゃないわ、アランさまです」

　エデルははっと顔を上げた。

　カーレンは何を言うつもりなのだろう。

「アランさま、エデルはとても疲れています。店長がいなくなり、不安な気持ちでいるのがわたしにも分かります。流行の話にもついていけていません。以前はセスさんがこういったことを教えていたのでは？」

「……そうなのか？」

　アランは心配そうな顔でエデルにたずねる。

　エデルはカーレンの方をちらりと見ると、彼女は含ふくみ笑いをしてから、こう言った。

「わたしの父はご存じの通り、貿易商です。たくさんの人を雇やとっていますの。父はいつも雇い手が疲れてきたときは、『研修』という名の慰い安あん旅行に連れて行っています」

「慰安……旅行？」

「ええ、ゆっくり休ませてやるのです。従業員の体を気遣ってやるのも、上に立つ者の勤つとめ。そうではありませんか？　特にエデルは男性ばかりの職場で働いているのですから、ほかの従業員よりもストレスが溜まっているはず。彼女を男の方と同じように酷こく使ししていては、気遣いが足りないというものです。たった一日でいいのですわ。お休みついでに王都で勉強させてやるのも、これからのためにいいのでは？」

　カーレンが、アランを何に向かって誘ゆう導どうしているのか気づいたエデルは、あわてて口を開いた。

「あ、アランさま。カーレンさまはお気遣いくださっていますが、私、本当に大丈夫なんです。流行のことはジジさんから聞きますし、その……」

　アランははっきりと言った。

「そんなにお前が疲れていたとは、知らなかった。王都なら日帰りできるし、お前ひとりが抜ける分には問題ないだろう。俺がついていってやるから、安心しろ」

　王都。日帰り。アランさまがついてくる。

　これでは、これではまるで……。

（デート……！　カーレンさまの思おも惑わく通どおりになってしまっている……！）

「苦言を呈ていしてくださり、感謝します、カーレン嬢。エデルにはたしかに休みが必要のようだ。あなたの提案を前向きに検けん討とうしたい」

　エデルはくらりと体が揺ゆらぎそうになるのを、残った力をふりしぼってとどめる。

　去り際ぎわに、カーレンから「諦めてしまうのは、デートをしてからでも遅おそくないでしょ」と耳打ちされたが、エデルはそのときすでに気が遠くなりかけていた。
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　夕焼けをうつしとったかのような青紫色の瞳に、漆黒の髪。同じ特とく徴ちようを持つふたりの兄きよう妹だいは、お互たがい思し案あん顔がおをつきつけて座っている。

　ここは、ディセント伯爵家の屋敷のそばにひっそりと建たてられたドーム型の小さな館やかた。通称『靴くつ箱ばこ館かん』である。

　中に足を踏ふみ入れれば、壁を埋め尽つくすように並べられている封印の靴箱と、それにほどこされたきらめくガラスの装そう飾しよくが出迎えてくれる。

　悪女シンデレラの末裔の役目は、祖そ先せんがばらまいた魔術師の靴をこの館の靴箱に封印することだ。

　その役目を引き継いだアランとルディアは、日夜魔術師の靴の情報を得るべくこの靴箱館を拠きよ点てんに活動しているのだが──。

　本来ならば魔術師の靴に対するヒントを得るために使われる資料室兼けん小部屋に、珍めずらしく靴の回収以外の要件でふたりの兄妹はとじこもっていた。

　アランは妹のルディアが持ってきた手紙で、とある厄やつ介かい事ごとを知ったのである。

「邪じや魔まな女が出てきましたわね」

　ルディアは扇おうぎを口元にあて、両親からの手紙を見下ろしていた。

　シレーヌ・クラウデッド嬢。十九歳になったばかりのその伯爵令嬢は、年齢も家柄もぴったりアランとつり合う、文句のつけどころのない女性である。

　クラウデッド家からの婚約の申し出に、快こころよい返事をしておいた──というのが、両親からの手紙の内容だ。本人の承しよう諾だくなどとりもせずに。

「……俺は、この女性と婚約するつもりはないぞ」

「当たり前です。お兄さまがエデルさんへの気持ちを抱かかえたまま、別の女性と婚約してしまうなんてありえませんわ。ただでさえ事故にでも遭あわなければキスもできない不器用な方ですのに」

「…………」

「それにしても、とうとう強きよう攻こう策さくに出られてしまいましたわね。お父さまは、お兄さまが男性と結婚されるのではないかとたいそうご心配のご様子でしたもの」

「それはお前がいらぬ噂を運んだからだろう！」

　アランは声を荒らげたが、妹は顔色ひとつ変えずにとりすましている。

「……とにかく、婚約は断ことわって、それから……」

「それから？　言っておきますがお兄さま、これからもこんなことは繰り返し起きますわよ。お兄さまは伯爵家の嫡ちやく男なんであり、ディセント家を継ぐ者なのです。いつまでも独り身でいるわけにはまいりません。周りが放っておきませんわ」

　アランはもごもごと口を動かしてから、思い切ったように口にした。

「俺は、どうせするなら…………エデルと結婚したい」

　パーティの夜、ドレスに身を包んだエデルを思い出すと、口元がゆるんでしまう。あれが、純白のウェディングドレスならどんなにいいことだろうと。

　キスをしたからというわけではないが、日増しに好きだという気持ちが強くなっていく気がする。

　アランは、エデルのふわふわ揺れる灰桃色ローズミストの髪や、生き物のように動くエプロンのリボンを見るたびに、彼女のいる職場に癒しを感じているのであった。

　男性とは挨あい拶さつのキスをしないとエデルに約束をしてもらった手前、自分も気軽に彼女にキスをすることはできないのだ。彼女の夫にならない限りは。

　アランもそろそろ、結婚を考える年ねん齢れいである。

　しかし、どんなに着飾った令嬢と出会っても頭の片かた隅すみには常にエデルがいる。ふとした瞬しゆん間かんには、もう彼女のことを考えている。そう、今このときも──。

　これはつまり、彼女と結婚するしかないということだ！

「……恋愛経験のない男性って、すぐに結婚の妄もう想そうをしたがりますわよね。お兄さまも例に漏もれずというわけですわ」

「……今何か言ったか？」

「いいえ、独り言ですわ」

　ルディアはテーブルに載のったお菓か子しをつまもうとしていた手を止めて、じろりとアランを見上げた。

「ならば、もうエデルさんにプロポーズをなさってはいかが？　ぐずぐずしていては、正式に婚約をとりまとめられてしまいますわよ」

「そ、それはまだ早いと……徐じよ々じよに、段階を踏んでからでないと……」

　だいたい、自分とエデルは恋人同士ですらないのだ。

「もちろん、すぐに結婚というわけではありません。結婚を前提にお付き合いを申し込むのです」

「結婚を、前提に」

　ルディアは簡単に言ってのけた。

「難しいことはございません。エデルさんに指輪を贈おくって、言げん質ちをとればいいだけですわ」

「悪徳商人のような物言いはやめろ。それに、エデルの出生のこともある。簡単にはいかないだろう」

　エデルは労働者階級の人間である。母親はスキャンダルまみれの女優で、父親は行方ゆくえ不ふ明めいの魔術師となれば、周囲が素直に彼女を認みとめるとも思えなかった。

　しかしアランはもはやエデル以外の女性に興きよう味みがわかなくなっている。少しずつ、彼女との時間を重ねてそのうちに両親に人柄を紹しよう介かいできれば……と、考えているのである。

「たしかに、経歴だけを見れば、エデルさんはディセント家に迎え入れられるべき女性ではありませんわね」

　ルディアは唇に扇をあて、思案した。

「しかし、お兄さまがエデルさんだけを愛すると決めたのであれば、いずれは認めていただかなくてはいけませんわ」

「彼女はまだ新米の職人だぞ。これからが大事な時期なんだ。結婚だなんだというのは、きっと彼女にはまだ早いだろうし……」

「お兄さまの妻つまになれば、ディセント伯爵家の女主人。靴を作る必要などないでしょう」

　ルディアは目を細めた。

「お兄さま。なんだかんだ言って、エデルさんにプロポーズを断られるのが怖こわいのでは？」

「うっ」

　核心をつかれて、アランは体を硬かたくした。

「靴作りをとるか、伯爵夫人をとるか。世間一般の女性ならもちろん後者を欲しがるに決まっておりますが、エデルさんなら靴作りを選ぶでしょうね。靴作りは彼女の誇ほこりそのものですもの」

「……そう、だな」

　それはアラン自身もよく分かっている。エデルがひたむきに靴を作り、顧客と真剣に向かい合うことをいつも好ましいと思っているのだ。

　彼女から靴作りを奪うばうことなどできない。エデルは人生をそれに捧げてきたのである。

　アランは少し考えてから、ゆっくりと言った。

「エデルに、ガラスドームの経営を任まかせれば……彼女から靴を取り上げずに済むかと……」

　口にしたあとに、後こう悔かいした。

（なんだ、このものすごい恥はずかしさは！）

　交際を申し込んでもいないうちから（しかも申し込んだとして、承諾されるという確証もない）彼女を妻にしたあとのあれこれを考えるという、どうしようもない妄想をしてしまったことに、アランの羞しゆう恥ちは限界を超えていた。

　そんなアランに構かまわずに、ルディアは続ける。

「それがよろしいですわね。でも、ふたりの結婚は出生にさかのぼるまで障しよう害がいだらけですわ。エデルさんを妻にすれば、周囲から攻こう撃げきされるのはお兄さまでなくエデルさんですもの。お兄さまを籠ろう絡らくしたとんでもない労働者として、格好の注目を浴あびるというわけですわね」

「……」

「お兄さまは分かっていらっしゃらないと思いますけれど、共通の敵を見つけたときの女性の結けつ託たくした悪意はすさまじいものですわよ。今までお兄さまが拒きよ否ひしてきた女性たちは、きっと恐おそろしい魔物のようにエデルさんによってたかって──」

「そろそろ、やめてもらえないか」

　アランが顔色を失って言うと、ルディアはにこりと笑いかけた。

「でも、どんなときでもわたくしだけはお兄さまの味方ですわよ」

「どうも……」

「大丈夫ですわ。わたくしがおります。エデルさんが見事お父さまに認められてわたくしのお義ね姉えさまになっていただいたあかつきには、社交界での振る舞いもみっちり教えてさしあげますし、執しゆう念ねん深ぶかい女性たちが近づいてくるようならお兄さまの代わりに盾たてになりましょう。このわたくしがついてさえいれば、エデルさんは安あん泰たいですわ。あとは、お兄さまの愛の力さえあれば、乗り越えられるものなのです」

　ルディアはそっと、一冊の本をハンドバッグから取り出した。

「有能なお兄さまは、もうすでにこの段階であろうと思い、先ほど入手してまいりました」

　アランはそっと、革表紙をめくってみる。

『これで間違いなし！　初恋攻こう略りやく大ガイドブック[image: 〓]　─あなたは初恋にして最愛の妻を手に入れる─』

　題名を見たとたん、アランは顔をはね上げた。

「ルディア、お前……」

「今月出たばかりの新作ですわよ」

　ぱらぱらとめくれば、プロポーズにぴったりの台詞せりふ百ひやく撰せんに理想のプロポーズタイミング、読者に『結婚したらどのような家庭を築きたいか』を記入させるページもある。どうやら先ほどのような『未来の恥ずかしい妄想』をするのは、モチベーションをあげるという意味ではかなりの効果を発はつ揮きするらしい。

「先ほどの、エデルさんをガラスドームの経営者に据すえるという案は、ぜひここに書いてくださいませね」

「そ、そうだな……」

　アランはエデルの顔を瞬時に思い浮かべ、はっとした。

「……ガラスドームの経営で思い出した。最近、エデルは元気がないようだし、俺を見て不ふ審しんな行動をとるようになった。今交際を申し込むのは得策ではないかもしれない」

「どういうことです？　詳くわしくお聞かせくださいませ」

　アランと接するとき、エデルはもごもごと何かを言いたそうにしていたり、しばらく顔を紅こう潮ちようさせて固まっていたりする。それにカーレンには「エデルが不調なので、休みをとらせるように」と指摘されてしまったのだ。

　ルディアはしばらく考え込んでから、ひとつの結論を述のべた。

「お兄さま。もう少しですわよ。エデルさんはおそらく、お兄さまのことを男性として意識し始めています」

「やはりな……あれだけ指南書通りに褒ほめちぎっていた成果だろう」

「そうですわ。お兄さまの努力が実をむすび、大いなる進歩を遂とげたのです。エデルさんはお兄さま以上に恋に不ふ慣なれでしょうし、ここは男性のお兄さまがエデルさんを安心させてあげるべきですわ」

「安心……」

「デートをするのです」

　扇をぱん、と閉じてルディアは告げた。

「デートでお互いの気持ちを確かめ合い、結婚を前提としたお付き合いを申し込むのです。お兄さまのすばらしいデートプランで、エデルさんを見事ときめかせることができたなら、彼女はお兄さまと共に歩む道を選ぶはずですわ」

　エデルにガラスドームの経営を任せれば、彼女から靴作りを取り上げずに済む。彼女が貴族の一員になってからのあれこれは、妹が自分たちの味方でいてくれる。

　労働者階級であり魔術師の娘であるということは、アランがなんとか周囲を説得する──もちろん、エデルと一緒にいられるなら苦労はよろこんでするつもりだ。

「あとは、俺が完璧なデートプランで臨のぞめばエデルと交際できるんだな」

「間違いありません。お渡しした指南書には、デートプランの例がいくつか載っておりますわ。たいていの男性はロマンチックなデートの仕上げにプロポーズをするもの。結婚を前提としたお付き合いを申し込むなら、これが最初にして最大の本番だとお思いになって、エデルさんとデートをするのです」

　ちょうど、エデルを王都に連れて行く用事ができたところだ。この機会を無む駄だにすることはない。

　ルディアは唇の端を上げて、挑ちよう発はつ的てきに微笑ほほえんだ。

「お兄さまなら、女性が骨抜きになってしまうような素敵なデートができるはずですわね？」

「もちろんだ。見くびらないでもらおう」

　アランは、自信ありげにうなずいた。
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　シレーヌ・クラウデッド嬢は、社交界に咲き誇る鉄てつ壁ぺきの薔薇であった。

「ねえ、オーナーが結婚されるって本当なの!?」

　カウンターの向こうから男爵家のお嬢さまたちの話し声が聞こえてくる。

　靴の受け渡しのために大きな手て提さげ袋を用意していたエデルは、思わず動きを止めてしまった。

「あなたはシレーヌさまのこと、見たことあるでしょう？」

「あるわよ。ずっと前だけど。つんとすました顔をするようなお嬢様なの。でもやっぱり美しいから女の私でもついつい目で追ってしまうのよねぇ。求婚者が大勢いるらしいけど、選えり好ごのみしてまったく相手にしてないって。アランさまをねらってたならうなずけるわぁ」

「アランさまと並んだら、さらに目の保養になるわね。離れたところからずっと見ていたくなっちゃいそう」

　エデルは静かに息を吐はく。

　立ち聞きなどよくないと思いつつも、耳に入ってきてしまうともうどうしようもなかった。

　令嬢たちを送り出したのちも、彼女たちの会話が耳に残って離れてくれない。

（アランさま、すごい人を奥さんに迎えるんだな……）

　エデルは工房で靴を磨みがきながら、ぼんやりとしていた。

　作業に没ぼつ頭とうしていれば頭から余計な考えをしめだせると思っていたのだが、なかなかうまくいってくれないようだ。

「エデル、どうした。手が止まっているぞ」

　ジジが様子を窺うかがうように、エデルの顔を覗き込んだ。

「疲れているなら、そう言いなさい。最近エデルは根こんをつめすぎだ」

「そうだぞ、エデル。昼ひる飯めしもあんま食ってなかったろ」

　三人が作った靴はすでに仕上げの段階だ。エデルは数日間、工房にこもって遅おくれぎみだった進行を取り戻し、前まえ倒だおしにすらしている。それもこれも、すべてアランとその婚約者の話を耳に入れないようにするためであった。

「明日はアランさんと王都へ行くんだろう。今日は早めにあがって、ゆっくり休みなさい」

　エデルは「そうですね」と消え入りそうな声で返事をした。

　ジジとディックは顔を見合わせる。

　ディックはエデルの背中をどん、と叩たたいた。

「ひっ」

「どうした!?　元気がないぞ！　アランさんと出かけるの、そんなに嫌なのか!?」

「そ、そんなわけありません!!」

　むしろ、昨日きのうの夜はクローゼットを開けてまともな服を持っていないことに落らく胆たんしたくらいである。

　どの靴を履いていくべきか、あれこれと出して思案してみたり……。やはり、アランが贈ってくれた薔薇の花のストラップパンプスを履いていくと決めて、クリームを塗って手入れをしてみたり。

　エデルとて、アランとふたりで出かけるのが楽しみでないわけがない。──けれど、自分の気持ちと突然ふってわいた彼の婚約話に、折り合いがつかないだけなのだ。

「ははあ、さては」

　ジジが人の悪い笑みを浮かべた。

「アランさんの婚約のことだろう」

「ひゃっ!?」

　驚おどろきのあまり、エデルは仕上げ道具を落としてしまった。

「おい、アランさんの婚約ってなんだよ!?」

　ディックがすっとんきょうな声をあげる。

「最近のご令嬢たちの話題はそれで持ちきりだよ。私たちのアランさまが盗とられてくやしい～って」

「じゃあアランさん、結婚して正式に伯爵になるのか？　ガラスドームはどうするんだよ、こっちで奥さんと暮らすのか？」

　ジジはううむ、と腕を組んだ。

「先代はお子さんを設もうけてしばらくはここにいたけど、アランさんが成人したら王都に移り住んでしまったしな。ディセント家の本ほん邸ていは王都にあるし、アランさんもそうするんじゃないか？　それに、オーナーは別にディセント家の人と決まっているわけじゃないぞ」

「えっ」

　エデルは驚いた。ここはディセント伯爵家の靴店なので、てっきりオーナーも世せ襲しゆう制せいだとばかり思っていたのだ。

「何代か前のオーナーは経営に向いていなくて、実質家か令れいがオーナーをしていたらしい。あとは経営手しゆ腕わんのある人間を外から雇い入れたりな。アランさんがオーナーをしているのは先代の意向で、彼が伯爵になるまでの勉強期間みたいなものだ。家か督とくを継いだらよその人間に経営を任せる場合もあるだろう」

「そ、そんな」

　知らなかった。ずっとアランのそばで働けると思っていたのに、もしかしたら彼は結婚と共にカンディナールから離れてしまうかもしれないのだ。

　ディックが興こう奮ふんしたようにたずねる。

「じゃあ、ゆくゆくはオーナーが変わるってこと？」

「そうなるかもしれない。なんにせよ、これは私たちが口出しできる問題じゃないからな。できればアランさんには長くオーナーでいてもらいたいが」

　エデルはますます落ち込んでしまった。

（アランさまが遠くに行ってしまうのかも……）

「まあまあエデル。そんなにすぐに状況が変わるわけじゃないさ。アランさんだって、ガラスドームを中ちゆう途と半はん端ぱな状態で他人に渡したりしないだろう。アランさんが結婚するからといって、ガラスドームの伝統がなくなるわけじゃない」

　それとも、とジジは言葉を切った。

「店だとか伝統だとかよりも、アランさんの結婚が一番ショックかな？　エデル」

「えっ」

「分かりやすい顔をしているよ。せつない気持ちを持て余しているな。悪いこと言わないから私にしておきなさ……」

「おれ、アランさんに結婚してほしくない！」

　ディックがわめいて、ジジの言葉を遮さえぎった。

「だってアランさんがガラスドームのオーナーじゃなくなったら、おれはアランさんの代からずっと甲革師の資格をもらえてない、だめ職人みたいな扱あつかいになるじゃないか！」

「デ、ディックくん」

「それにアランさんは女の人があんまり好きじゃないだろ!?　結婚したってうまくいきっこないし、家庭のストレスをぶつけられたくないぞ！」

「意外と核かく心しんをついてるじゃないか」

「アランさんは、独身で寂しくいてくれるくらいがちょうどいいんだけどなー」

「そ、それはアランさまも嫌なのでは…‥‥」

　エデルがおずおずと言うと、ディックがけろりと返してきた。

「だっておれたちがいるんだから、アランさんだって別に本当にひとりってわけじゃないだろ！　セスさんだって復職するってアランさん言ってたし、みんなでわいわい歳としをとればいいじゃん」

　ガラスドームのみんなで、わいわい歳をとる……。

（それってすごく、素敵だな）

　ジジが冗談じゃない、と声を荒らげる。

「私は一生独身なんて嫌だぞ」

「オッサンはどうせ女なら誰でもいいんだからいっそ独身の方がいいだろ、奥さんに殺されずに済むし」

　ふたりのやりとりに、エデルはくすりと笑みをこぼした。

　みんなでずっとこうして靴を作っていられたら。

　エデルはそう思ったものの、胸がきしんだ。

　ディックの言うことは理想ではあるが、アランは身分のある人だ。そんなことは無理である。

　アランと一緒にいられる時間は、実のところそう長くはないのかもしれない……。

「エデル。明日は楽しんで気晴らししてくればいい。おしゃれしてアランさんに好きなところに連れて行ってもらえば、元気も出るさ」

「そうだな。いろいろ奢おごってもらえるチャンスだぞ！」

「あ、ありがとうございます」

（そうだ。いつまでも気にして、ガラスドームのみなさんにご迷惑をおかけしてはいけない。せっかくアランさまが休日に付き合ってくださるんだもの。そのことに感謝して、気持ちを切り替えなくては）

　それに、王都で流行を知る機会でもある。カーレンに指摘された通り、エデルはまだまだ流行にうとい。ジジから知識として教わってはいるが、流行の発信地に身を置けば、お客さまが好むものを肌で感じることができるかもしれない。

「エデル、王都といえばあれだろ、『仮面の歌姫』！」

　ディックが興奮ぎみに言った。

「仮面の歌姫……って？」

「知らないのかよ！　新聞にも載ってるんだぞ！」

　ディックは大衆紙を広げて、エデルに見せてくれた。

『水辺に現る仮面の歌姫、真夜中に三百人を集客！』と大きな見出しが目に入ってくる。

　添そえられたイラストは、フードをかぶり胸元に薔薇を挿さした少女が描かれている。

　そして顔には、目元を隠す仮面が。

「仮面の歌姫に会えたら超ラッキーなんだぜ！　王都の歌劇場通りに続く橋に現れるらしいんだけど、毎日ってわけじゃない。えーと、ムサベツ？　にやってきて、一曲か二曲歌って逃にげるように帰るんだけど、その歌声がプロなみって、有名になったんだ。どっかのプロ歌手がお忍しのびでやってるんじゃないかってウワサ」

「なんでプロの歌手がわざわざ路上で歌う必要があるんだよ」

　ジジの疑問に、ディックは答えた。

「プロになったらほらー……あれだろ。惚ほれた腫はれたの歌を歌わされるじゃん。なんでも仮面の歌姫は恋愛の歌は絶対に歌わないんだってさ。それよか貧びん乏ぼう人にんの成り上がりとか、海に出て一いつ攫かく千せん金きんあてるとか、そういう歌のが仮面の歌姫的にアツイんじゃないの？」

「女の子はみんな恋の歌が好きだろう？　歌姫というからは女性だろうし……ああ、でもいかにも恋愛に興味がなさそうな女の子が一度恋に夢中になったら、すごい盛り上がりそうだなぁ」

「オッサンと恋をするとは限らないけどな」

　エデルはまじまじと新聞をながめた。

「水辺に現る……ってなぜなのでしょうか？」

「さあ。雨の日は出現率高いって書いてあるな。珍しい動物みたいだよな」

　雨で足元が悪いとなると、芸で路ろ銀ぎんを稼かせぐ者にはかなり不利である。

　にもかかわらず多くの客を集めるというのだから、仮面の歌姫にはそれだけの魅み力りよくがあり、注目されているということなのだろう。

　エデルの母・ヴァイオレットも歌劇では注目されていた。エデルも歌は好きである。

「まぁ、真夜中まで王都にいたら帰ってくるの大変だしな。歌姫は見られないよな」

「そうですね。残念ですけれど」

　エデルがそっと新聞をたたむと同時に、工房の扉が開いた。

「アランさま」

　エデルはずんずんと近づいてくるアランの剣幕に押されて、思わず立ち上がった。

　彼はひもでくくった紙束をエデルに差し出す。

「明日のしおりを作った」

「し、しおり」

　たしかに表紙には、『王都での日程表』と几き帳ちよう面めんそうな文字が綴つづられている。

「朝、アパートに迎えに行く。時間ぴったりに通りに出ているように。以上だ」

　エデルがしおりとアランを交互に見比べていると、彼が目の下に隈くまをつくっていることに気がついた。

「あ、アランさま大丈夫ですか？　お疲れのご様子ですが」

「問題ない。今日は万全を期して早めに就しゆう寝しんし、体調管理を怠おこたるつもりはない」

　それだけ言うと、アランは回れ右をして、静かに部屋を出ていく。

　残された三人は、ただあっけにとられてオーナーの姿を見送った。

「……しおりって、遠足かよ」

　ジジとディックが興味しんしんでエデルの抱えた紙束を見つめている。

「なあ、エデル。最初はどこへ行くんだ？」

　アランは、この日程表を誰かに見せるなとは言っていない。もしそうなら、人の目があるところで渡したりはしないだろう。

　エデルは迷ったが、そろそろとページをめくってみる。

「あ、あの……」

　エデルがその場所を口にすると、しいんと工房の中に沈ちん黙もくが下りた。

　ジジはあごひげを撫なでて、難しい顔をしながらこう言った。

「……そうだな。やっぱりそこまでおしゃれする必要はないかもしれない。ほどほどの格好で行きなさい」

「は、はい」

「朝ごはん食い過ぎるなよ、エデル」

「分かった、ディックくん」

　なんともいえない空気になったので、三人はもくもくと作業を再開した。ジジは次に作る靴のデザインボードを手にとって、ぼそりとつぶやいた。

「しかしまあ、アランさんはなんだって女の子をあんなところに連れて行くつもりになったんだ……？」

　エデルにもそれは分からない。けれど、アランが考えてくれたプランだ。どこであろうと、一緒に行くつもりでいた。

　彼が自分と行こうと思ってくれた場所なら、どこへでも。

（……楽しみだな、明日）

　彼の筆ひつ跡せきを視線でなぞってから、エデルは明日へ思いを馳はせた。
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（こ、これで大だい丈じよう夫ぶかな）

　エデルは鏡の前で一度くるりと回って、自分の姿をたしかめてみる。

　ブラウスはお出かけ着用の、ペールアイリス色の生き地じに白い絹きぬ糸いとで刺し繡しゆうがほどこされたものだ。

　胸元には、母の遺い品ひんであるすみれの花のブローチをつけてみる。高価な品なので、少しは見み栄ばえがよくなるはずだ。

　ふくらんだスカートの裾すそには、黒のビーズで花柄を縫ぬいとってある。

　フリル付きのエプロンがないので、無地のスカートではどうしても印象が寂さびしくなってしまう。手持ちの中から少しでも見栄えがするものを選んだ。外を歩けば、ガラスビーズが反射してきらきらと光る。

　靴くつは迷ったが、やはり当初の予定通りストラップパンプスを履はくことにした。汚よごれても自分ですぐに対たい処しよできるだろう。

（しおりは、昨日きのうのうちに読んだし……）

　予定はびっしりであった。アランはいったいどのくらいの時間をかけてこれを考えてくれたのだろう。まさか疲つかれていたのは、このせいなのだろうか。

　そう考えて、エデルは頭をふった。

　アランは忙いそがしい経営者である。自分のために徹てつ夜やをしてくれた、なんて考えるのはおこがましいことだ。

　それでも、しおりが皺しわにならないように型紙で挟はさんで布でくるみ、そっとかばんに入れた。

　エデルは、まるでアランに手紙をもらったようで、うれしかったのだ。

　時計の針の音を聞いて、エデルはそわそわとした。

　なんだか、だんだん緊きん張ちようしてくる。

　時間は少し早いが、アパートの階段を下りて街かい道どうに出ると、そこにはすでにディセント家の馬車が停まっていた。

　エデルがあわてて近寄ると、すぐに扉とびらが開く。

「も、申し訳ありません。お待たせしてしまって」

「まだ時間より早い。昨日はよく眠れたか？」

「じ、実はあんまり……アランさまはいかがでしたか？」

　エデルは昨晩緊張して、数時間ごとに目を覚ましてしまったのだ。

「俺も、熟じゆく睡すいはできなかった」

　アランに手を貸してもらいながら馬車に乗り、ふたりは向かい合った。馬車は静かに走り出す。

「今日は長めの移動になるから、くつろいでかまわないぞ」

「はい。しおりを読みました。駅ではなく、このまま王都へ向かうんですよね」

　王都はカンディナールのすぐ隣に位置している。

　最近は鉄道で移動する者もいるが、たいていの人間は馬車を使う。

　カンディナールから王都間の道はきれいに舗ほ装そうされており、馬は無理なく走ることができるのだ。

　鉄道は一日の本数が極端に少なく、切符も入手困難で最終便は早いため、王都よりもさらに先へ移動するときでなければ利用する機会はあまりない。

　アランは、エデルの姿をまじまじと見た。

「今日はいつもと格かつ好こうが違うんだな」

　エデルはスカートをつまんだ。

「はい。私服です」

　アランはしばし真剣に考え込んで、ぽつりと言った。

「全体的に紫色で……アメフラシみたいで、いいと思うぞ」

　エデルはけげんな顔をしてたずねた。

「アメフラシって、なんですか？」

「岩場にひっついている軟なん体たい動物だ」

「えぇっ……」

「敵を威い嚇かくするときに放つ、紫色の煙えん幕まくが水中で広がるんだ」

（わ、私アランさまのことを威嚇してないのに……どうしよう……）

　エデルの焦あせりをよそに、なぜかアランは満足げな顔をしている。

　──服装の趣しゆ味みが悪いと言われているわけではないのだろうか？

「アランさまは、よく生き物のお話をしてくださいますよね。お好きなのですか？」

「あ、ああ。まあな」

「アメフラシも……？」

「嫌きらいではないな。頭部に生はえている突とつ起きがうさぎに例えられることもあるし、なかなか愛あい嬌きようがあると思うが」

　エデルはほっと胸を撫なでおろした。

　よく分からないが、嫌いな生き物に例えられたわけではないのだから、彼なりに気を遣つかってくれたのだろう。

「そういえば、よくお休みになれなかったって……お疲れでしたか？」

「いや、今日が楽しみで眠れなかったんだ。お前が心配することじゃない」

「王都はそんなに楽しい場所なんですか？」

　アランは何をいってるんだ、とあきれたように言った。

「王都はごちゃごちゃと人が多くて好きじゃない。ただお前と、仕事や魔術師の靴の用事以外でふたりで出かけるのがはじめてだろう。だから楽しみだったんだ」

　エデルは赤くなって、うつむいた。

　どうしてアランは、なんでもないことのようにそんなことを言うのだろう。とんでもない勘かん違ちがいをしそうになる。

（きっと、私のことを元気づけようとなさっているんだな……。カーレンさまのことだけでなく、ジジさんからも私が最近変だって聞いたのかもしれない）

　エデルは精いっぱいの笑顔を作った。

「わ、私も今日が楽しみで眠れませんでした」

　緊張が半分、うれしさが半分。

　彼を諦あきらめてしまうかどうかは、このデートをしてからでも遅おそくはない……とカーレンは言った。

　デートで何かが変わるのだろうか？

　自分の中で、これからこの気持ちをどこへもっていったらいいのか、答えは出るのだろうか？

　もうすぐ彼とは、離ればなれになってしまうかもしれないのに。

　エデルは、窓の風景に目をやるアランの横顔をじっと見つめながら、ぼんやりと考えにふけっていた。

「……何か、あるのか」

　アランが言いづらそうに口にした。

「……え？」

「さっきから、ものすごく何か言いたげにこちらを見ているから」

「えっ、あっ、すみません。そんなつもりじゃなくって」

（いけない。アランさまのこと、見すぎだ）

　エデルはなんと言っていいか分からずに、つい口走った。

「その……前に座ってらっしゃるから……なんとなく……」

「横に座った方がよかったか？」

　それはそれで、いろいろと気になってしまいそうだ。

　肩や膝ひざがあたったら、今以上に心臓がうるさくなりそうである。

　アランは不満そうであった。

「俺は、お前の顔を見ていたいから前に座ったのに、お前がずっとこっちを見ているから、なんとなくそちらを直視できないだろう。できれば横を向いていてほしいんだが」

「えっ……でもそれでは、私がみ、見られてしまうわけですよね」

「そうだ」

「緊張するので、あの……できればご勘かん弁べんいただきたいのですが」

「なんだと」

「ひぃ」

　アランがすごんだので、エデルは体を震ふるわせた。

「お前は、さっきから俺の方を見ているじゃないか。俺は見てないぞ。不公平だと思わないか」

「も、申し訳ありません」

　自分の顔にそこまでの価か値ちがあるとは思えなかったが、エデルは反射的に謝あやまった。

　アランは懐かい中ちゆう時計を取り出して、蓋ふたを開けた。

「よし。持ち時間は五分だ。五分交代で、ひとりが外の景色を見る。その間、もうひとりは相手の顔を見られることにしよう。これで公平だ」

「えっ……」

「さっきからお前は十分くらい俺に外を見させていたから、お前は今から十分間外を見ていろ」

「そ、そんな待ってください……心の準備が」

「深しん呼こ吸きゆう三回で始めるぞ」

　エデルは泣きそうになりながら深呼吸を繰り返し、思い切って横を向いた。

　アランの視線が、突き刺ささるようで落ち着かない。のどかな田園風景がまるで目に入らない。

「……耳の後ろに、ほくろがあるんだな」

「や、やめてください……」

　エデルは顔を火ほ照てらせながら、目的地まで緊張と緩かん和わを繰り返し続けた。

（い、いつまで続くんだろう。もうそろそろ心臓がもたない……）

　気が遠くなりかけた頃、アランが救いの言葉を口にした。

「ついたぞ」

　お互いを交代で見つめ合いながらようやく到着したのは、本日最初の目的地である。

「王都に行く前に寄れそうな立地だからここにしてみた。さ……最近は工場見学、というものが流は行やっているみたいだからな」

「そうなんですか？」

「ああ。なんでも、何かが作られる過程を見るのがいいらしい。お前も靴職人だし、興きよう味み深ぶかいかと思って」

　アランが扉を開けようとする前に、エデルはたずねた。

「アランさま。ここには来たことがありますか？」

「いいや、ない」

「そうですか……」

　靴職人としては知っておかなくてはならない場所である。噂うわさには聞いていたが、エデルも見たことはなかった。これはいい勉強の機会だ。

「行きましょう、アランさま」

　エデルが覚かく悟ごを決めたように言うと、アランが扉を開く。

　鼻を刺すような刺し激げき臭しゆうがふたりに襲おそいかかる。

（やっぱり、すごい。皮なめしの現場は……）

　エデルは小さくこぶしを握にぎりしめた。

　最初の予定は、皮なめし工場を見学することであった。

　古来から人は動物の皮を衣類として利用してきたが、皮をはいでそのまま身にまとえば腐ふ食しよくや硬こう化かをしてしまうため、手を加える必要があった。

　その加工方法が、皮なめしである。

　皮なめしにはいくつかの工程に分けて行われる。

　食肉処理場から運ばれた動物の皮は、形を整えてから塩をつけて洗われる。それから消しよう石せつ灰かいと水、尿にようを混ぜた槽そうに入れて漬つけ込むのだ。これは毛や組織を柔やわらかくするために必要不ふ可か欠けつで、何週間にも渡り「漬け」の状態が続く。

　漬け終われば液から取り出し、腐くさった肉をそぎ落とす作業に入る。皮はねばついて悪あく臭しゆうを放ち、この時点でもその匂においは相当なものだが、さらに皮の除じよ毛もう後は犬の糞ふんに水を混ぜた槽に二度目の漬け込みを行う。

　犬の糞に交じった酸や酵こう素そで、皮の肉や皮ひ膚ふを分解し消化させるのである。

　その後、皮は一年ほどタンニン液と呼ばれる植物性の特別な液に漬け込まれる。

　素敵な靴を作るには、皮をなめすのは必要不可欠。こうした努力があってこそ、人々は革を使った物を身に着けることができるのだ。

　しかし、強きよう烈れつな刺激臭が襲いかかると、やはり体は反応してしまうものである。鼻を通して、胃のあたりが気持ちが悪くなってくる。ディックのアドバイス通り食事を控ひかえめにしてきて正解であった。

　隣となりでアランは、身動きひとつできないでいる。

「……アランさま？」

「エデル……その」

「せっかくですしもっと近くで見てみませんか？」

「……ああ、そうだな」

　工場で皮なめし職人の説明を受けながら、エデルは動物の皮が革として生まれ変わっていく過程を真剣に学んだ。

　特に除毛をそばで見せてもらえたのは、エデルにとってありがたいことだった。液に漬けた皮は組織がふくれあがっているので、両手でナイフを使って効率よく作業してもかなり体力を使うようだ。

　馬車に帰ってくる頃、エデルの表情はいきいきとしていたが、アランのそれは硬かたかった。

「アランさま？」

「……申し訳なかった。まさか、ここまで臭におうとは知らず」

「あ、あの、やっぱりご存ぞんじなかったんですね……」

　きれい好ずきの彼がこのような場所に行きたがるのは少しおかしいと思ったのだ。

　自分のせいで長なが居いさせてしまって、気分を悪くしただろうか。

　ちらりとアランを窺うかがうと、彼は頰ほお杖づえをついてむっつりと黙だまっていたが、やがて口を開いた。

「……お前は、大丈夫だったか。臭いは」

「ええ、慣れれば鼻も麻ま痺ひしますので……。それに、いつも使ってる革がこんな風に作られているんだと思ったら、楽しかったですし」

　これは本当だ。以前から見てみたいとは思っていたし、祖そ父ふにも一度は見に行くべきだと言われていた。ジジやディックの反応はしぶかったが、それはふたりが現場を見たことがあるからこそだろう。

「ジジさんやディックくんは、行かれたことがあるようでしたが」

「……たしか、セスが新人研修の一いつ環かんだと言って、一度見習いたちを引いん率そつしていたはずだ。帰ってきたときの職人たちの盛り上がりようがすごかったので、そんなに面おも白しろい場所なのかと思っていたんだ」

　おそらく、違ちがう盛り上がり方だったのだろう。アランをその研修から外はずしたのも分かるというものだ。貴族の彼が足を運ぶような場所ではない。

「あの、でも……私、ずっと行ってみたかったんです。でも祖父が亡なくなって、機会がなくなってしまって……。アランさまと一緒に見られて、うれしかったです。あ、あのアランさまが楽しまれてなかったのなら、申し訳ないですけれど……」

　エデルがもじもじとスカートの上で手を遊ばせていると、アランは優しい声こわ音ねで言った。

「いや、俺も知っておくべき場所だった。今日は己おのれの無知を恥はじた。革の使い方は、もっと慎しん重ちようになるように見習いにも言って聞かせないとな。それにお前が楽しかったなら、いい」

「はい、アランさま。とても楽しかったです」

　エデルは微笑ほほえんで、アランと次の目的地を目指した。
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　琥こ珀はく色いろの紅茶がそれぞれのカップにそそがれ、白いクロスを敷しいたテーブルの上には色とりどりのケーキや焼き菓が子し、サンドイッチなどが並べられている。

　クラウデッド伯はく爵しやく家けの茶会である。

　ルディアはカップを口に運び紅茶の香りを楽しみながら、周囲の会話に用心深く聞き耳を立てていた。

　男性陣じんは別室で、異国の地クジュラから渡ってきた珍めずらしい壺つぼや文ぶん献けんを鑑かん賞しようしているらしい。なんでもクラウデッド家が最近支し援えんしている歴史学者が持ち帰ったものだそうで、貴き重ちような品を本日の招しよう待たい客に特別に披ひ露ろうしているようだ。

　ルディアとしてはぜひともそちらに加わりたかったのだが、女性陣はお茶会と隔へだてられてしまったので、こうして大人おとなしく座っている。おそらくクラウデッド伯爵夫人が、壺や異国の歴史にあまり興味がなかったのだろう。

（残念ですけれど、こちらにはシレーヌさまもいらっしゃいますもの）

　ルディアはちらりと、少し離れた席に座るシレーヌを見た。

　彼女は蜂はち蜜みつ色いろの豊かな髪かみを結ゆい上げて、真しん珠じゆの粒つぶをふんだんに使ったコームを挿さしている。クリーム色のシフォンを重ねたイブニングドレスを身にまとっていた。控えめなドレスの色は彼女の薄うす青あおの瞳ひとみを引き立たせるのに、一役買っている。

　潤うるんだ薄青の瞳。筋の通った鼻。少しだけ薄めのくちびるが、凜りんとした雰ふん囲い気きを作り上げている。整いすぎて優しい顔立ちとはいえないが、いわゆる正統派の美人と呼ばれる部類である。

　文もん句くなしの美び貌ほうの、伯爵令れい嬢じようだ。

（もちろんお兄さまにも招待状は届いておりましたけれど）

　下へ手たに出席して相手を期待させたくない、とアランは欠席することにしたのだ。

　兄のアランとシレーヌ嬢との婚約はまだ噂だけで、正式なものではない。今の段階ではこの場にいなくとも不自然ではないが、やはり招待客の中にはアランの姿を探している者もいるようだ。妹のルディアがここにいるので、余計に期待させてしまっているかもしれない。

　婚約を断ことわる心づもりはすでに兄が手紙をしたため、両親にも伝えている。

（あのお父さまがどのような行動に出るか、読めませんわね。婚約の話を本気でまとめようとしているなら、てっきり今日の招待を受けて、シレーヌ嬢のご機き嫌げんをとられると思いましたのに……）

　結局、ルディアひとりがこの場にいる。

　彼女はどうしても、気になることがあったのだ。

　シレーヌ嬢はすでに社交界デビューを果たしている。ルディアも、もちろん知識として彼女のことを知ってはいた。

　けれど、アランは社交界を嫌い一年のほとんどをカンディナールで過ごす人間である。たまに大事な行事の時にだけ顔を出すことはあるが、シレーヌ嬢が特に兄に熱をあげているとは聞いたことがない。

　兄と手紙のやりとりもなく、親しくもない。聞きかじった程度だが、美貌に優すぐれこそすれ気だてがよい女性でもないようだ。両親がなぜ彼女に決めたのか、理解しかねたのだ。

（もちろん伯爵家同士の結婚は理想的ですわ。けれどお兄さまが気き位ぐらいの高い女性を苦手なことくらい、お父さまはお見通しのはず）

　そう、シレーヌ嬢はアランの好みのタイプと正反対なのである。

　兄はプライドの高い女性や押しの強い女性を、ことのほか敬けい遠えんしているのだ。

　ほかにも選せん択たく肢しがあるというのに、わざわざ彼女を選ぶだろうか。

　この婚約話には、何かウラがある。

　ルディアはそれをたしかめるために、わざわざこの茶会に出席することにしたのだ。

　鑑賞を終えた男性陣が合流すると、場はいっきににぎやかになった。

　ルディアはこれを機会と心得た。シレーヌ嬢と簡単な挨あい拶さつは交かわしたものの、茶会では人数が少ないのであまり立ち入った話をすれば目立ってしまうのである。様よう子すを窺いながら、シレーヌ嬢と話す機会がくるのを待つことにしたのだが……。

「あ、あの。ルディア・ディセント嬢」

　見知らぬ青年がそばに立っていた。

　遠巻きにシレーヌを窺っていたため、気がつくのが遅おくれた。

　ルディアは彼の姿をながめて、知り合いではないことを確認した。

　青年は緊張したような面おも持もちである。中ちゆう肉にく中ちゆう背ぜいで、顔はまだ少年の面影を残している。

「失礼。初めましてでよろしいかしら」

「も、申し訳ありません、僕たちは初対面です。あの、あなたのお噂とお姿はよく見聞きしていたもので、つい知った風に話しかけてしまいまして。オーウェン・ガードナーと申します」

　オーウェン・ガードナー。

　ガードナー家はたしか男だん爵しやく家けである。オーウェンの名は記き憶おくしていないので、長男ではないのかもしれない。

「やはり、女性陣がいると華はなやかでいいですね。菓子もおいしそうだ」

　彼はさりげなくルディアの隣に座り、クジュラ国の品がすばらしかった、戦士の姿を描いた壺や当時の民の生活を記した文献が惜おしげもなく並べられていたと鑑賞会の様子を簡単に教えてくれた。

　ルディアはそれに相あい槌づちを打ちながら、ひと段落したところでたずねてみた。

「先ほど、わたくしの噂とおっしゃいましたわね。興味がありますわ。教えてくださる？」

「あの……あなたがあまりにおきれいで求婚者が屋や敷しきに押しかけてしまい、困こまってカンディナールによく移られていると。あの場所では……あなたのお兄さまが、とても怖こわいので不ふ埒らちな男は近寄れないと」

　言いづらそうにそう答えた彼に、ルディアはなるほど、とカップをかたむけた。

　求婚者が家まで押しかけるほどいるわけではないのだが、独り立ちした兄の家に頻ひん繁ぱんにたずねているのだから、何か噂されてもおかしくないのかもしれない。

「その噂はほとんど真実ではありませんわね。お兄さまは怖い方ではありませんもの」

「あなたが結婚に乗り気でないのは、お兄さまが先に結婚されるのを待っているという噂も」

「わたくしはまだ十六歳。焦る年ねん齢れいではございません。わたくしに求婚してくださる方がいらっしゃるかどうかは秘密にしておきますけれど」

　ルディアは頭の中を整理した。

　噂を聞きつけて話しかけてきた。見たところだらしのない青年には見えない。ルディアと面識がないにもかかわらず、勇気をふるって声をかけてきたのだろう。

（わたくしの噂から話を広げて交友を深めるつもりなら、お兄さまが「怖い」「なかなか結婚しない」というような話題はあまり適切ではないですわね）

　つまり、ルディア自身に興味を持っているわけではない。ディセント家の状態や、特にアランの人となりを気にしているのかもしれない。

「お兄さまと何かございましたの？」

　ルディアの質問に、オーウェンはぎょっとしたような顔をした。

「い、いえ。特には何も」

　今日、婚約者候こう補ほと噂のアランがやってくる可能性は大いにあった。げんに自分もここにいる。アランが出席していたら、オーウェンはアランに接せつ触しよくしていたかもしれない。

「シレーヌさまとは親しくしていらっしゃるの？」

「いえ。親しくというほどでは。クラウデッド家の芸術サロンに、僕や兄もよく顔を出しておりまして……。我が家の別荘をアトリエ代わりに貸し出しもしていたんです。そのご縁えんでたびたび、兄弟で華やかな場に呼んでいただいているのです」

　ルディアは彼の表情を観察した。

　オーウェンがアランのことをひと目でいいから見てやろうと思っていたのだとしたら。

（つまりは叶かなわぬ恋、ということですわね）

　男爵家の次男ではシレーヌの相手には不足であろう。

　兄がしている恋から比べれば、障しよう害がいにもなりはしないが。

「サロンですか。興味がありますわ。オーウェンさまは芸術に詳くわしくていらっしゃるの？」

「僕は歌劇が好きですよ。詩や絵を見るのもよいですが、演劇やオペラが特に好きなんです。そう言ったら兄に、いかにもオルハラ国の人間だと言われましたが」

　薔ば薇らと演劇、そして靴。

　演劇はこの国の三代産業のうちのひとつである。

「クラウデッド家からは何度かご招待されているとおっしゃいましたわね。では噂のクラウデッド姉し妹まいの音楽会もご覧らんになったことがあって？」

　ルディアは事前に情報を仕入れていた。

　クラウデッド家の姉妹たちはそれぞれ楽器をたしなんでおり、『美しき姉妹の音楽会』と呼ばれ名物となっていたのだ。

　いつごろからか、最初はピアノを弾ひいていた長女のシレーヌが歌を披露するようになった。それが思いのほか評判がよく、クラウデッド家では娘むすめたちの宣伝がてら率そつ先せんして合奏をさせていたのだという。

　伯爵令嬢なのだから宣伝など必要はない、と言う者もいるが、やはり魅み力りよくがあるならば広く知られるにこしたことはない。特に姉妹があふれかえっている家ならば。

「拝はい聴ちようしましたよ。噂にたがわぬ質の良さでした。特にシレーヌ嬢は」

「それならばぜひ聴きたいわ」

　好きな女性に対する贔屓ひいき目めでないとしたら、よほどの歌声なのだろう。ルディアは期待をこめて言ったが、オーウェンはきっぱりと言った。

「いいえ、彼女は歌わないでしょう」

「どうしてです？」

「姉妹が全員そろっていませんし……。いや、たぶん歌わないだろうというだけです。失礼、伯爵に挨拶をしてきます」

　言葉を濁にごして、彼は逃げるように立ち去った。

　ルディアが不ふ思し議ぎに思っていると、ちょうどシレーヌがこちらへやってきたところだった。

　ルディアはすかさず彼女を呼び止める。

「あら、シレーヌさま。ぜひこちらに」

「ルディアさま、ごきげんよう。楽しんでいただいているかしら」

　ルディアはとっておきの笑えみを作った。

「クラウデッド家のコックは一流ですわね。どのお菓子もおいしくて、ついつい食べ過ぎてしまいそうですわ」

「母が何度もメニューに口を出したかいがあります」

「本日は歌われますの？　実はわたくし、音楽会を楽しみにしていたのですわ」

　シレーヌは一度笑みを消してから、再び表情を戻もどした。

「いいえ。妹たちも全員はここにおりませんので、私も自じ粛しゆくいたします。プロの演奏家を呼んでおりますので、そちらをお楽しみいただけると思いますわ。このあと演奏があるそうです。ごゆっくりどうぞ」

　ルディアはちらりと、彼女の足元に目をやった。

　シレーヌが履いているのは、かかと部分のあいたスリングバックパンプスである。スクウェア・トゥーのつま先に、パールや黄色味がかった南洋真珠がふんだんに使われ、二枚貝をモチーフにした銅製の飾かざりを斜ななめにつけている。かなり装飾に力を入れたパンプスだが、不思議とけばけばしく見えないのは優しげなシルクサテンの生地が使われているからだろう。

（とても、いい靴だわ。ガラスドームで作られた靴のよう）

　結局シレーヌが、アランについてたずねることはなかった。

　彼女は何を想って、兄を婚約者に指名したのだろう。

　もっとも、こんなに大勢の人がいる前でアランの欠席について口にしたくないのかもしれないけれど……。

（……水？）

　シレーヌの歩いて行った方に、透とう明めいな水すい滴てきが散っている。

　あたりを見回すが、テーブルに置いてあるものは料理だけ。給仕が持っているのは紅茶やコーヒーである。

（白ワインかしら。男性陣がいらっしゃったので、お酒を出した……？）

　それにしても、誰かが飲み物をこぼしたなら、すぐに給仕が始末しそうなものだが。

　ふと気になり、水滴に近づいてみる。ルディアはドレスにしみをつけないよう、注意深くかがんでみると、その水はぱきぱきと音を立て、あっという間に固まった。

　水が凍こおりつくほど、気温が低いわけではない。

　ルディアはシレーヌを見た。彼女は招待客に順番に声をかけている。

　そこから少し離れた場所で、先ほどルディアに話しかけてきたオーウェンが青ざめた顔で床ゆかを見ていた。

　ちょうど、今のルディアと同じように。
















（思いがけないことになりましたわ。いろいろと、調べる必要がありそうですわね）

　ルディアは床と人物に用心深く目を配りながら、招待客の会話に耳をかたむけ始めた。
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　一方その頃、アランとエデルはふんだりけったりな状況となっていた。

「まさか、臭いで入店を断られるとはな……」

　アランが不服そうにつぶやく。

　日程のしおりでは、このあと王都の有名なレストランへ行く予定だったのだが、皮なめし工場を見学したときにふたりとも臭いが服に残ってしまい、店の支配人がしぶい顔をしたのである。

「飲食店ですから、仕方ありませんね」

「せっかくオルハラ国三大珍ちん味みのひとつ、カエルとトカゲの香草包みを食せる店だったのだが」

「え」

　エデルは入店できなかったことに、今はじめてほっとした。

「アランさまは珍味がお好きなのですか？」

「いや。とある本に、インパクトのある食事をするべきとの教えがあったものだから」

「はあ」

　いささか大インパクトすぎる気もしたが、エデルは黙っておいた。

「どうする。服を買いに行くか？」

「あ、ちょっと待ってください」

　エデルは日程のしおりを取り出した。次の予定は、公園でボートに乗ると書いてある。

「アランさま、よろしければ予定を早めてボートに乗りに行きませんか？　湖みずうみの上なら、ほかの方にご迷めい惑わくをかけることもないでしょうし……お日様にあたれば、自然と臭いも取れると思うんです」

「お前はそれでいいのか？」

　エデルはそろりとアランを見上げた。

「で、でもお洋服をお取り替えなさりたいなら、そうしましょう。あの、私、アランさまが考えてくれたこの予定……すごくうれしくて、だからその通りにできたら素敵だなって思っただけなんです。昼食は、屋台という手もありますし」

　レストランはだめだったかもしれないが、たしかここに来る途中に食べ物の屋台を見た。野菜のキッシュと温めたパンが手に入れば、レストランに行かなくとも十分おいしい昼食にはなる。

「べ、別にお前が俺の予定通りにしたいというなら構わないが」

　アランは顔を紅こう潮ちようさせて、ふいっとエデルから目を逸そらした。

（も、もしかして屋台のごはんを食べましょうなんて、すごく失礼だったのでは）

　エデルはぶるりと震えた。

「あ、あの……。でも、屋台のごはんなんて、お口に合わないですよね、やっぱり」

　エデルがしょんぼりと肩かたを落とすと、アランはすかさず言った。

「ボートに乗ろう。キッシュもパンも、好きなだけ買っていい」

　彼の言葉に安心したエデルはさっそく屋台へ走り、彼と一緒に昼食を選んだ。

　ボート乗り場へ移動すると、エデルは物珍しさにあたりを見回した。太陽の光をきらきらと反射させる湖面を覗のぞき込んでみる。

「エデル、気をつけろよ」

「は、はいアランさま」

　ボート遊びをするのは、はじめてである。

　ボートはふわふわと頼りなく揺ゆれている。足をつけて体重をかけても、大丈夫なのだろうか。下は水である……。

　アランは何も躊ちゆう躇ちよすることなく、ボートに足を乗せた。

　彼を乗せたボートがゆらりと動いたので、エデルは思わず「わっ」と声を出してしまった。

「ほら」

　アランに手を差し出されるが、馬車に乗るときのようにはいかない。思わず足場とボートを交互に見る。

「す、すべるかもしれません」

「手をとっておいて、すべることはなかなかないと思うが」

「でもこの間は……」

　エデルが言いかけると、アランも口をつぐんだ。

　以前パーティのあった日、アランに手をとられていたはずのエデルがあずまやの階段に足をとられて転び、挙あげ句くの果はてにキスをしてしまった思い出が互いによみがえっていた。

（よ、よりによって今思い出すなんて）

　火をつけられたかのように全身が熱くなる。

「あ、あの。なんでもありません」

「そ、そうだな。早く乗れ」

「わっ、わっ」

　靴底がふわりとするような感覚に、エデルはよろめいた。

　肩にぎゅっと強い力を感じる。エデルが目をつむっていると、そっと揺すられた。

「おい、大丈夫か」

「は、はい……。でもゆらゆらします」

「座れば問題ない。そのまま、腰を下ろして」

　アランがクッションの置いてある席へエデルを誘ゆう導どうする。

　腰こしを落ち着けてようやく安定すると、エデルはほうっと息を吐はいた。

　アランはけしてエデルを乱暴に扱あつかったりはしないが、彼の一いつ挙きよ一いち動どうがエデルの心臓をうるさくする。

（なんだかやっぱりこの間のキス以来……こういうとき、緊張する）

　エデルがしばらく心臓を押さえて縮ちぢこまっていると、アランが気き遣づかうようにたずねた。

「ボートは苦手だったか？」

「い、いいえ。はじめてなので少し怖くて」

「大丈夫だ。魔ま術じゆつ師しの靴を回収するときみたいに……貫かん録ろくのあるお前でいれば」

「貫録……」

「すまない。貫録を表そうとすると、どうしても大きな体の動物になるんだ。女性にそういった例えをするのは失礼にあたいするので」

「だ、大丈夫です。アメフラシだけで……」

　なんだか彼が悩なやんでいるのを見ていたら、先ほどまでうるさくしていた心臓も落ち着いてくれた。

　ふたりは気を取り直して、ボート遊びを楽しみ始めた。

　風がふわりとエデルの髪を揺らして、森林のさわやかな匂いを運んでくる。

（静かで、とてもいい場所だな……）

　お昼時なので、ボートに乗っている人は少ない。

　こうしてのんびりと景色をながめるのは久ひさ方かたぶりだ。

　このまま、時が止まってしまえばいいのに。

　わずらわしいことなど考えずに、はっきりとさせないまま、曖あい昧まいなままで。

　彼の婚約者候補のことも、自分の気持ちのことも、この心地ここちよい風がさらっていってしまって、静かな湖の上でアランとふたりでたゆたっていられたらいいのに。

　もっとも、そんなことになったら困るのはアランである。

　尊そん敬けいしている人を困らせるようなことを考えているなんて、本当にどうしようもなく恥ずかしいことだ。

　以前の自分なら、こんなことは考えもつかなかったはずだ。

　時間が経たつのは怖い。今までの自分では、いられなくなるから。

　櫂かいを漕こいでいたアランは、そっと話し始めた。

「……セスが辞やめて、負担をかけたみたいだな」

　彼はカーレンに言われたことを、気にしているらしかった。

「いえ、そんなことはありません。仕事も順調に進んでいますし」

「でも、元気がないだろう」

　それは、アランさまが婚約されたからです……とは、答えられない。

　エデルはすぐに取り繕つくろった。

「今は、とても元気です」

「噓うそをつくな。顔が引きつっているぞ」

「えっと……アランさまは、いずれはご結婚なさるんですよね」

　アランが櫂を湖に落としかけたので、ボートは大きく揺らいだ。

「わっ」

「す、すまない。うっかりした」

　エデルがボートの縁ふちにつかまって衝しよう撃げきをやり過ごしている間に、アランは櫂をしっかりと固定した。

「どうした突然、結婚の話なんて」

「あの……実は、昨日ガラスドームでその話題があがって……」

「俺の結婚の話か」

「は、はい……」

「具体的には？」

　エデルは昨日の工こう房ぼうでの出来事を思い出していた。

　アランに婚約者候補が現れ、彼がもし結婚したらカンディナールを離れ、ガラスドームの経営を他人に任まかせることになるかもしれないという話。そしてディックはアランの結婚を強く反対した。

　最終的に……。

「アランさまには独身でいていただきたいという結論に落ち着きました」

「ぶほっ」

「アランさま、大丈夫ですか!?」

　彼がむせたので、エデルはあわてて水筒を取ろうとしたが、アランがとどめた。

「問題ない。少し不ふ意いをつかれただけだ」

　咳せき払ばらいをすると、彼はゆっくりと話し始めた。

「俺は独身でいるわけにはいかない。分かっているとは思うが」

「そ、そうですよね……」

「いずれは結婚して家を継つがなくてはならないからな。これは貴族の義務だ」

「義務……」

　エデルは肩を落とした。

　やはり、ディックの言うような「みんなでわいわい歳としをとる未来」は実現しそうにない。

　アランはしばし口を開けたり閉じたりを繰り返していたが、やがて思い切ったように口にした。

「エデル。お前もその……結婚願望とか、あるのか？」

「結婚願望……ですか？」

「たとえば何歳までには結婚したい、とかこういう結婚生活が送りたい、とか」

　エデルはしばし考えたが、何も思い浮かばなかった。

　だいたい、エデルは世間一般でいう夫婦生活というものを間近に見ることがなかったのだ。物心ついたときは母親ひとりだけになっていたし、その後は祖父とのふたり暮らし。今はカンディナールでひとり暮らしだ。

　自分が誰かと家庭を作るなんて想像ができない。アランとは違い、結婚が当たり前だという考えがそもそもないのだ。

　ちらり、とアランの顔を見る。

（もし私に貴族の身分があって、魔術師の力もない普通の女の子だったら……）

　結婚なんてだいそれたことを思わなくとも、彼に自分の気持ちを伝えることくらいはできたのだろうか。

　エデルはすでにアランのことを異性として──好きだという気持ちならあるが、これを伝えれば彼は困るに決まっているのだ。言わずにしまっておくのが、互いのために一番いい。

　けれど立場さえ違えば、彼に好意を伝えることくらいは許ゆるされたかもしれない。

　そこまで考えて、エデルは空想を打ち消した。

（たとえ生まれが違ったとしても、気弱で地味な私ではどのみちだめだったろうな）

　むしろ今、彼とこんなに近くにいられるのは、自分が彼に雇やとわれているからだ。

　そうでなければ彼と言葉を交わすこともできなかっただろう。

　貴族であろうがなんであろうが、きっと結果は変わらなかった。

　考えても、むなしくなるだけだ。

「あの……結婚とか、そういうものはよく考えたことがなかったので……」

「そ、そうか。悪かった、変なことを聞いて」

　アランが再びボートを漕ぎだす。

　エデルは気になっていたことを、彼にたずねてみることにした。

「アランさまはもしご結婚なさったら、ガラスドームの経営を誰かにお渡しになるのですか？」

「そのつもりだ」

　彼は間をおかずに、やけにはっきりとそう言った。

　エデルは声が震えないようにつとめながら、「そうなんですか……」と言うのが精いっぱいであった。

（アランさま、迷まよわずにガラスドームの経営から離れるとおっしゃった。伯爵を継いだらもうガラスドームのお仕事をなさらないって、決めてらっしゃるんだ……）

　婚約者候補が出てきているということは、着実に結婚の準備が進んでいるのかもしれない。彼の新居が王都の本ほん邸ていになるならばガラスドームの新しい経営者探しは早々に進めていなくてはならない段階であろう。

　落ち込むエデルをよそに、アランは少しだけ照れくさそうに言った。

「でも、それはまだ先の話だ。一応俺の中ではこうすると決めているだけで、まだ相手と約束もとりつけていないからな」

　エデルは、どんどん目の前が暗くなってゆくようだった。

　相手……。それはシレーヌ・クラウデッド伯爵令嬢のことか。

（アランさまのご両親が認みとめたお相手だもの。貴族の結婚は、親同士が賛成すればほぼ覆くつがえされることはないと聞くし……）

　こんなに近くにいるのに、彼との距きよ離りを遠くに感じる。

「エデル？　どうかしたか？」

「い、いえ！　なんでもありません」

　エデルは自分を叱しつ咤たした。

（自分の立場をわきまえなくちゃ……こうして休日に付き合ってくださるのも、アランさまが優しいから。思いあがらないようにしなくては）

　せめて、少しでも長く彼のそばで働はたらけることを祈いのるしかない。

　アランは早々に経営を誰かに任せるつもりのようだが、シレーヌとはまだ相談していないらしい。

　結婚しても、アランが引き続きオーナーになることもありえるのかもしれないのだ。

　シレーヌとの間に子どもを設もうけて、しばらくはカンディナールに居続けることになったらどうなるだろう。

　喜ばしいことだが、それはそれでつらいという気もする。

　シレーヌを連れ立ったアランに、「妻つまの靴を作ってほしい」と言われたら……。

　まだ見ぬシレーヌにさまざまな想いを抱いだいてしまい、エデルは苦い気持ちになった。

　アランにはオーナーでいてほしいが、自分が割りきれるかはまた別の問題のようだ。

　しかし今更、ほかの靴店に勤つとめるなど考えられない。

　エデルがもんもんとしていると、いつの間にかボートは湖の中央付近にたどり着いていた。

「ちょうど結婚の話題になったし、いい機会だ。いや、その。本当はもう少し経ってから言うつもりだったんだが……」

　考え事をしていたうえに、アランが珍しく小声になったので、エデルはうまく聞き取ることができなかった。

「す、すみません。もう一度お願ねがいします」

「いや、さっきのところからやり直したらうまく言えそうにないからこのまま言うぞ」

「は、はい」

　どうやらアランは何か重大なことを告げようとしているらしい。

　エデルは背を正した。

「実は、お前にしてほしいことがあるんだ」

「は、はい。私でよろしいなら」

　彼やガラスドームのお客さまのためなら、残業でも休日出しゆつ勤きんでも、早朝勤きん務むでもなんでもやれる。

　アランは、エデルの手をとって、真剣な口く調ちようで言った。

「──毎日、俺と一緒に朝食をとってほしい」

　エデルはしばらくあっけにとられていた。

　朝食を、毎日彼と食べる？

　エデルは少しの間、彼の言葉の意味を考えた。

　そんなの、おやすいご用というものである。

「……？　はい、よろこんで」

「本当か!?」

　アランが前のめりになったので、エデルは反射的に体をのけぞらせた。

　ボートが揺れて、エデルは上ずった声をあげる。

「ど、どうなさったんですかアランさま」

　彼の顔は紅潮し、目はきらきらと輝かがやいている。

　こんな表情は今まで見たことがない。美しい人だとは思っていたが、なんだか今は（年上の男性に対してとても失礼だとは思うが）少年のようでかわいらしく見える。

（アランさま……。ひとりでお食事するのが嫌だなんて、意外な一面もあるんだな）

　たしかに、ひとりきりの食事は寂しいときもある。ガラスドームの工房で、みんなでランチボックスを広げる楽しみを知ってしまった今となっては、お休みの日の食事がなんだか物足りなく思える。

　アランは普ふ段だん、職人たちと食事を共にすることはないので、彼もそうだとは気がつかなかったのだが。

　エデルが胸をほっこりさせていると、彼は上着のポケットから小さな箱を取り出した。

　紺こん色いろの包ほう装そう紙しに、金色のリボンがかかっている。

「これを、お前にやる」

「……？　どうしてですか？」

　見た目からして、あからさまにプレゼントである。

　エデルは首を傾かしげた。

　アランが焦ったように早口になる。

「さっき、一緒に朝食を食べてくれると言っただろう」

「ええ」

「だから、これを」

　エデルは彼の意い図とを察さつした。

　まさか、彼は朝食を一緒にすることに対する報ほう償しようを与えようとしているのか。

「アランさま、だめです。受け取れません」

「はっ!?」
















「だ、だって早朝勤務もお給料のうちに入っていますから！　特別手当なんていらないんです。アランさまも早めにガラスドームに来て、お仕事をなさるんですよね？」

「な、何を言っているんだお前は」

「ましてや私の、ごはんを一緒にいただく時間はお仕事をしていないわけですし……」

　アランの顔色が、みるみる変わっていった。

　最初は赤かった顔が、だんだんと青くなり、そして今は白く移り変わっている。

「あ、アランさま……？」

「つまり、こうか。お前は、俺が朝早くガラスドームに出勤して、仕事をすると思った。そして店で食事をすると思ったと」

「そ、そうです」

　──もしかして、違うの？

　エデルは焦って、口ごもった。

「わ、私……とても失礼なことをしてしまったのですね。なんとお詫わびしていいか……」

「いや、いいんだ……俺もなんだか、よく分からない気分になってきたし……」

「でも」

「今のは、忘れてくれ。そうだ、予行練習だから」

　投げやりにポケットに箱を突っ込むと、アランはそうつぶやいた。

「予行練習……？」

「とにかく気にするな。昼食にしよう」

「は、はい」

　エデルはスカートの上に大きなハンカチを敷いて、屋台で買ったほうれん草とチーズのキッシュ、そして平べったいパンがいくつかと、おまけでもらったふかした芋いもを乗せた。

　朝早くから移動しているし、アランはボートを漕いで力を使っている。おなかがすいているだろう。

　エデルはせっせとパンにキッシュを乗せて、アランに差し出した。

「申し訳ありません、気づくのが遅れました。どうぞ」

　ふたりしてパンとキッシュにかぶりついた。

　卵の優しい味に、ほうれん草とチーズがよく合う。塩味のあるパンもよいアクセントになっていた。

「おいしいですね、アランさま」

「そうだな」

「外で食べるから、いつもよりもおいしいのでしょうか」

「たまに呼ばれるガーデンパーティで食べる料理はたいしてうまくないな。お前と食べるからじゃないか」

「そ、そうですか」

　エデルは動どう揺ようを隠すために、ふたくち目をほおばったのであった。
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　自分より少し前を歩くエデルを追い越してしまわぬよう、そして彼女から離れすぎぬように注意深く距離を置きながら、アランは思し案あんしていた。

　ボート遊びを終え、今は王都で流行のアクセサリーやドレスを見学している。

　このあたりは高級店の連なる通りである。貴族階級のご令嬢が好みそうな髪かみ留どめや帽ぼう子しがショーウィンドウに飾られていたり、最さい先せん端たんのドレスで街を歩く女性の姿を見ることもできる。

　最新式の街がい灯とうは季節に合った趣しゆ向こうで飾りつけられていた。もうすぐ、仮装パーティを楽しむランタン・デイの季節なので、スノードロップを模もした造花、木の実やサテンのリボンで装そう飾しよくしたリースがいたるところに飾られている。

「銀よりも、金色のアクセサリーが多く見られますね」

　エデルは興味深そうに言って、金を編あみ込んだフィリグリー細ざい工くのブレスレットを指さした。

　さまざまな太さの金属線を使って編み上げるアクセサリーは繊せん細さいそのものだ。

　エデルはどうにかそれを靴の装飾に加工できないか考えているらしい。

　ひとつ買ってやろうとしたら彼女は大げさなくらい遠えん慮りよしたので、アランは大人しく退ひいておいた。

　今無理してアクセサリーを贈おくる必要はない。それに、本当に彼女に贈りたかったのはブレスレットではない。

　アランのポケットには、渡しそこねた婚約指輪が収まっている。

（何が……まずかったのか……）

　プロポーズの言葉は、完かん璧ぺきだったはずである。

　もちろんプロポーズしたからといって、すぐに結婚というわけにはいかない。けれど結婚を前提としたお付き合いをするならば、交際の申し込みとプロポーズは一緒にしなくてはなるまいと、アランは意気込んでいたのである。

　もしかして、かけるべき言葉を間ま違ちがえたのか？

　アランはエデルに見つからないよう、懐ふところから本を取り出して、もう何回も確認を重ねたおかげで開きぐせがついてしまっているページを開いた。

【プロポーズになんと言うべきかお悩みのあなた。最適な台詞せりふはなんパターンも存在します。ここでは最もつともポピュラーな台詞を紹しよう介かいしていきましょう】

【オススメの台詞例・『朝起きたときはいつも君の顔を見ていたい』『毎日私と朝食を食べてほしい』など。これらの台詞のポイントは『朝』。交際中のデートは主おもに昼間から夜にかけてです。朝を一緒に過ごすということは、すなわち寝室を共にする夫婦ならではのもの。朝まで一緒にいたいのは君だけだよ、という気持ちをこめて言えば絶対に間違いはありません】

　絶対に間違いはありません──。

　アランは眉み間けんに皺を寄せて、出版社の住所を調べようとした。

　間違いがあったのだから苦情を言ってしかるべきである。

（俺は気持ちをこめて言ったぞ。朝まで一緒にいたいのはエデルだけだと──）

　街の景色に見入っていたエデルが振り返ってこちらを窺ったので、咳払いをした。

　けして、やましいことを考えているわけではない。エデルとの将来のことを考えているだけだ。

　しかし、なぜ早朝出勤した職場で食事をとると思われたのだろうか。アランは今まで、時間外労働を強要したおぼえはないというのに（ジジを除のぞく）。

　やはり雰囲気がよくなかったのかもしれない。プロポーズというものは、窒ちつ息そくしそうなほどの薔薇で埋うめ尽つくした部屋を用意したり、彼女が生まれた歳のワインで乾かん杯ぱいしたり、星空がよく見える場所へ遠出するのが好ましいと、この指南書の作者が語っている。つまりはさんさんと照てる太陽の下でしたのがまずかったのだ。

（それに、このデートも順調とは言えないしな……）

　せっかく夜通しでデートプランを練ねり、しおりまで作成したというのに、予定通りにはいかないことばかりである。

【意中の彼女とデートをするなら、ふたつの型にしぼりましょう。[image: 〓]強制的に恋愛を意識させる受け身型、[image: 〓]お互いの信頼を深める体験型。特にはじめてのデートは後者がおすすめです】

（教え通りに[image: 〓]を選んだのだがな……）

　指南書によれば、デートにはふたつの型があるという。

　ひとつは、受け身型。恋愛物の芝しば居いやオペラを楽しんだりするものだ。主人公たちに感情移入すれば、観劇が終わったあとはお互たがいそのような雰囲気になり、ことが運びやすいというものだ。

　もうひとつは、体験型。共同作業で何かを作り上げたり、日常生活から離れた場所に身を置くことでお互いの絆きずなを深めるやり方だ。

　はじめてのデートでは体験型が勧すすめられているし、正直なところ恋愛ものの芝居などに興味を持てなかったのでアランは迷わず[image: 〓]を選んだ。

　エデルが興味を持ちそうな皮なめし工場の見学を行程に入れたり、カエルとトカゲを食すという非日常的な体験を盛り込んでみたのだが、どちらもうまくいかなかった。皮なめしは経営者として非常に貴重な体験をさせてもらったのだが、デートの場所としてはいろいろな意味で刺激が強すぎた。これはエデルが喜んでいたからまだ救いがあったとして、珍味体験は彼女にあからさまにほっとした顔をされたので、間違った選択だったのだろう。は虫類を食してはならないとは指南書に書いていなかったので、どこが悪かったのかはよく分からないが。

　まぁ、レストランに入れなかったおかげで、エデルがせっせとキッシュをパンに挟んでくれるという貴重な体験ができたので、よしとする。

　ほんの少し夫婦の疑ぎ似じ体験のようなものができたと、思わなくもない。これは指南書の『未来の予定』にぜひ書き込まなくては。

（あわてる必要はない。もともとはデートの最後に伝えるはずだったんだしな）

　まだまだこれから、とアランは己に言い聞かせた。

「このあとは夕食の予定でしたが、時間が少し余ってしまいましたね」

　昼食とボートを一緒にしてしまったので、たしかに余裕がある。

【デート中に時間を持て余したら、女性の行きたいところへ連れて行くべし。自分の都つ合ごうで振り回しすぎないことが大切】

　指南書に書かれていたことを思い出して、アランはたずねた。

「お前の行きたいところはあるか？」

「私の……ですか？」

「せっかく王都にいるんだ。どこか興味のある場所があるなら、そこへ連れて行ってやる」

　エデルは少し悩んだような様子をみせてから、おずおずと口にした。

「あの……お母さんのいた劇場を見てみたいです」

「しかし、今からチケットは買えないかもしれないぞ」

　これは受け身型のデートにすべきであったか、とアランは後こう悔かいしかけたが、エデルは首をふった。

「お芝居は見なくてもいいんです。外観だけで。ジュディさまは、お母さんが亡くなってから劇団はずいぶん変わったとおっしゃっていて……。どんな様子なのかと思って」

　エデルが接客したジュディ・リースはエデルの母と同じ劇団に所属し、会報誌を書いていたのだ。

　彼女から会報誌を受け取り、エデルは紙面で劇団の様子を知ることができたものの、実際に見ればまた違うであろう。

「そうだな、俺も見てみたい。そこへ行こう」

　午前中に臭くさい思いをさせた埋め合わせがてら、アランは劇場へ向かうことにした。
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　劇場へ着く頃にはすっかり陽ひが落ちて、群ぐん青じよう色いろの空に星々がまたたいていた。

　エデルはアランに手を引かれながら馬車を降りて、建物をながめた。

　年季の入ったその劇場は、ガス燈とうの明かりに照らされて、くすんだ白色をしているのが分かる。

　エデルの母が所属していた劇団が所有する劇場は、二千人を超える人数を収容できる大型劇場だ。

『シンデレラ』のヒットをきっかけに新しく借り入れた建物は、元は美術館として使用されていた。客席やロビーはかなり手を加えられたが、古びた外観は雰囲気を醸かもし出すために、そのままにされている。

　玄関口を支える巨大な六本の柱に彫り出されているのは、これまでに上演した舞台のモチーフだ。色とりどりの旗はたが門から玄関口まで誘導するように置かれ、窓から漏もれ出る明かりは劇場の熱気を表しているかのようだ。

　エデルも幼おさない頃は母に連れられて、ここに足を踏ふみ入れたことがある。

　そうだ、入り口はこんな形であった。壁かべに垂たれさがる演目のポスターは、『シンデレラ』が外されて別の舞台のものになっている。主演のヴァイオレット──エデルの母が、亡くなったから。

　変わっていないようで、確実に時が経過している。

　アランはエデルから少し離れたところで、見守ってくれていた。

　すでに舞台は始まっているようだ。目を閉じて耳を澄すませば、オーケストラの音を、かすかにとらえることができる。

　──歌……？

　劇場の中からではなく、すぐ近くから。

　あたりを見回すと、それらしき人物を見つけることができた。

　声からするに、女性のようだ。黒いフードに目元を隠かくす白い仮か面めんをかぶっている。胸元には、みずみずしく咲く黄色い薔薇を飾っていた。

　透すき通るような歌声が、オーケストラの漏れ聞こえる音と重なって、ひとつの物語となる。

（あ、仮面の……）

　彼女が現れるのは、この近くの橋の上だったはずだが。

　なんにしても、ディックにいい土産みやげ話ばなしができるかもしれない。

（アランさまを呼んで、一緒に近くで聴けたら）

　アランを呼ぼうとしたエデルだが、ふと違い和わ感かんをおぼえて立ち止まった。

　仮面の歌姫の足元から、嫌な気配を感じたのだ。

　エデルはおそるおそる、彼女の方へ近寄ってみた。

　歌姫は、流行の貝かい殻がらの靴を履いていた。シルクサテンの生地に、デコレーションするように乗せられた銅製の飾りや南洋真珠。そしてそれを覆おおい隠すようにただよう、黒く不吉な靄もや。

　間違いない。魔術師の靴だ。

　エデルは自身の魔術師の力に目覚めた時から、魔術師の靴を見分けることができるようになっていた。

（アランさまを、呼ばなくては）

　エデルが呼びかけると、アランはすぐに飛んできた。エデルが近寄ったときはなんの反応も示さなかった仮面の歌姫は、アランの姿を認めたとたん、歌うのをやめた。

「あの方の、靴が」

　エデルの言葉に、アランは何が起こっているのかを察したようだった。

　歌姫は、そのまま身をひるがえす。

「待ってくれ！」

　アランの声を振り払うように、彼女は一いち目もく散さんに駆かけ出した。

　彼が歌姫のマントに手をかけようとしたとき、思わぬところで体勢を崩くずした。

「アランさま！」

「氷……？」

　地面が氷結している。アランは足をすべらせたのだ。

　いくら秋を迎むかえたとはいえ、そこまで気温は低くない。

　これが、彼女の履いていた靴の力なのか。

「どうしましょう、見失ってしまいました」

「あれは、仮面の歌姫だ。最近では名の知れた人物だし、まだ追いかけようがある。ルディアに調べさせよう」

　アランが緊張した面持ちで言う。

　思いがけずに、魔術師の靴が見つかったのだ。すでにお互い休日気分ではなくなっていた。

　魔術師の靴は、持ち主の命を脅おびやかすこともある。遅かれ早かれ、仮面の歌姫に被ひ害がいが及およぶことは間違いがない。

「カンディナールへ帰って、一いつ刻こくも早くルディアさまにお伝えしましょう」

「いや、あいつは今王都で社交の真っ最中だ。ここから手紙を書いた方が早い」

　ふと視線を感じた気がして、エデルはきょろきょろと視線をさまよわせた。

「エデル？」

「いえ……なんでもありません」

　ふたりはルディアにことを伝えるため、一度馬車に戻った。

　蔓つるを巻いたカボチャの紋もん章しようをつけた馬車が劇場を去ってゆくのを、灰桃色ローズミストの髪をした男がひとり、注意深く観察していた。
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「シレーヌ。もう歌わなくていいのかい」

「レイ。この姿をしているときに、その名で呼ばないで」

　きつい口調で男をとがめると、シレーヌはそっと仮面を取った。

　いまいましく足元を見つめる。地面には霜しもが降りていた。

　靴がうまく扱えていない。感情が高ぶっている証しよう拠こだ。

　おかげで、アランを捲まけて助かったが。

「アランさまがいたわ。私の家の招待を断っておきながら」

「そうみたいだね」

「女性と一緒だったわ」

「夜の歌劇場にふたり、か。面白いことになっているじゃないか、シレーヌ。ついにその靴に願いをこめるときがきたんじゃないのか？」

　男は薄茶の瞳を細めて、いたずらっぽく笑った。

　シレーヌ……もとい、仮面の歌姫に不思議な靴を与えたこの男は、レイ・バーンゼルと名乗った。

　歴史学者で、長らく未開の地であるクジュラ国で研究活動をしていたのだ。

　彼が持ち帰った文献や貴重品は本物であったため、鑑かん定てい士したちは大喜びしていた。

　今はシレーヌの紹介で、クラウデッド家所有の貴重文書の研究をしてもらっている──表向きは。

「きみはいつ、次代のシンデレラになるつもりなんだ？」

　レイは帽子を深くかぶり直して、シレーヌにたずねた。

　彼はシレーヌに言ったのだ。

　きみが少しばかり悪女になれば、シンデレラ王おう妃ひのように成功できるよ、と。

　言葉だけをとれば怪あやしいことこの上ないのだが、それでもレイの話を聞いてみようと思ったのは、彼自身がまとう雰囲気のせいかもしれない。

　口調や服装から、彼はシレーヌのような身分の者ではないと分かる。

　にもかかわらず、卑いやしさをまったく感じさせない、堂々とした立ち居振る舞いをする。

　根なし草の男のようでもあり、王族のようでもある。

　そんな謎めく彼の言動に、シレーヌは興味をそそられていた。

　後のちに、彼が外国暮らしの長い研究者だと知って納なつ得とくした。この国に馴な染じめないはずである。

　国民の憧あこがれであるシンデレラ王妃が悪女であったなどという仮説は、オルハラ国の人間ならば誰も思いつかないはずだから。

「その靴は願いを叶える靴だ。何度も説明しただろう」

「おぼえているわ、レイ。かのシンデレラもこれで成功したのだと言われたこともね」

　まさか悪女になるための方法が、ただ靴を履くだけというのは拍ひよう子し抜ぬけだったが。

「今は、まだ願いをこめないわ。無む駄だに命を削けずったりしない」

　彼はシレーヌに『人にん魚ぎよの靴』と呼ばれる靴を渡した。

　その靴は、シレーヌに大きな力をもたらした。

　水を意のままに操あやつることができるその靴のおかげで、シレーヌは真夜中でも安心してひとりで出歩けるようになり、ますます路上での活動は頻繁になった。

　雨の日は特に靴を扱いやすくなる。シレーヌは雨が降る日ほど、積極的に歌った。やがて足元が悪いにもかかわらず、雨を合図に人が集まるようになった。

　今では噂を聞きつけて、新聞社の取材などもやってくるようになったのだ。

　もちろん、取材にはいっさい答えていない。遠巻きに歌を聴いて記事を書くだけなら見過ごしているが、仮面の歌姫の正体がクラウデッド伯爵家の娘だと知られればどうなるか……。

　母は倒れてしまうかもしれない。妹たちは自分をあざけるだろう。

　父は……。激げき怒どするに違いない。最近は、母や自分たち姉妹に失望しかしていないだろうから。

　シレーヌは息を吸った。

　いつまでも、こんなことがまかり通るとはさすがに思っていない。

「きっとあの女性はアランさまの特別な方ではないわ。一緒に演劇を見ていた様子でもなかったし、見たところ使用人のようだったもの。それにあの方は、人とは違ったご趣味の方よ」

「なぜアランとの結婚にこだわる。きみの願いは歌手になることではないのか？」

　シレーヌは目を細めた。

「ええ。歌手にはなりたいわ。でも私は得体のしれない力ではなく、自分の実力で成功したいの。だからそのための環境を整えなくては。実際ここ一カ月で観客も増えたもの」

　仮面の歌姫の勢いは、とどまることを知らなかった。

　シレーヌはそのことにたしかな手ごたえを感じていたのだ。

　あとは、活動を続けてゆくための足場作りをしたい。

　シレーヌはとある理由から、アランとの結婚にその可能性を見みい出だした。

「ひとりぼっちで、身元を隠してまで歌っていたきみの望みが、結婚とはね。それも靴に願うほどの望みではないときている」

　レイは期待外れだったようだが、シレーヌも愚おろかではない。

「魔術師の靴は、代償を支払う。それならば本当に窮きゆう地ちに陥おちいるまで、靴に願いごとをするべきではないわ」

　シレーヌはまだ、人魚の靴に願掛けをしていなかった。

　レイに教わって脅おどかし程度の簡単な魔術をふるうことならあったが、歌手になることもアランとの結婚も、どちらも魔術で叶えようとはしなかった。

　自分には才能がある。

　そして、結婚相手に不自由することもない。

　靴に願いを叶えてもらうのは、いざというときだけだ。

　──とはいっても、一番信用ならないのは人の心であるから、アランとの結婚については「いざというとき」が訪れるかもしれないが。

　げんにディセント伯爵からは快こころよい返事をいただいたにもかかわらず、アラン本人から断りの手紙が届いたのだ。

　それでも、まだこちらに勝算はある。

「アランと結婚することが、歌手になることの近道だと？　そうは思えない」

「彼は私の条件を吞のむわよ。いずれ誰かと結婚しなければならないのは私も彼も同じでだもの。それに、私は魔術師の靴を自在に扱える。多少痛みを我が慢まんすればね」

　歌劇場周りはあまり治安がよくない。仮面をつけて歌を唄うたうなどという派は手でなことをすれば、当然まったく安全というわけにはいかない。

　けれど、この靴のおかげでシレーヌはのびのびと歌うことができている。

　よくない輩やからが近づいて来たら、地面を蹴けって水を浴あびせ、氷こおり漬づけにしてやればいいのだ──。

「カンディナールへ行こうか、シレーヌ。彼らはどうやらホームへ帰ったようだよ」

　レイの提案に、シレーヌは乗り気になれなかった。

　実際に靴の力を使わなくとも、思い出したように足に痛みが走るときがあるのだ。

「この足で私に遠出をしろと？　レイ」

「移動中はぼくが靴を脱ぬがしてあげる。彼に直接会わないから、向こうも落ちようがないんじゃないか。招待しても来ないなら、こちらから行かなくては」

「私に、男に媚こびろと言うのね」

「媚びるのではない、魅み了りようするんだ。きみは美しい。みながきみを求めている」

　シレーヌは思案した。

　シレーヌとアランはほとんど面識がない。彼も今はただ、婚約話に戸と惑まどっているだけだろう。

　それに彼の趣味のことを考えれば、はじめからよい返事がこないのもうなずけるというものだ。

「ディセント伯爵家の靴店に、靴を作りに行くのさ。いい案だろう」

　カンディナールならばその気になれば日帰りできる。が、首尾よくいくとは限らないので宿泊は覚悟するべきだろう。万が一のときは魔術師の靴を使うしかないが、そばに使用人がいたら面めん倒どうだ。両親にいらぬ報告をするかもしれない。

　具合が悪いので誰も部屋に入ってこないようにときつく言いつけて、こっそり家を出るしかない。

　幸さいわい明日は、母親と妹たちは叔お母ばの家をたずねることになっている。自分は体調不良で留守番することにすればいいのだ。

　父は社交さえなければ家に近づかないので、問題ない。──ことが明るみに出なければ。

「クラウデッド伯爵の大目玉が怖いかい？」

「いいえ。あの人は私に関心などないでしょう。気にしているのは私が家名を汚けがさないか、それだけよ」

「では出発するんだね？」

「そうね。どのみちアランさまとは直接お話しする必要があるわ。彼にとっても悪い話ではないはずよ……んっ」

　シレーヌは軽く咳き込んだ。

　今夜は歌いすぎたのかもしれない。くだらない社交で笑顔をふりまいたぶん、憂うさ晴ばらしもかねて何曲も披露していた。

　冷たい外気はのどに毒だ。

「どうしたんだい？　シレーヌ」

「いいえ。たいしたことはないわ」

　シレーヌは片かた眉まゆを上げて、それから口を閉ざした。
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　エデルは物もの憂うげなため息をついた。

　王都で魔ま術じゆつ師しの靴くつを見つけたおかげで、アランとのお出かけはあわただしく終わってしまった。

　今はルディアが仮か面めんの歌姫について調べてくれているらしい。

（私が気にする必要はない、とアランさまはおっしゃっていたけれど）

　エデルは魔術師の靴を見分け、壊こわすことができる。

　はじめは自分が魔術師の血を引いていたことにショックを受けたが、エデルはこの力を魔術師の靴の被ひ害がいに遭あった人のために使うと決めていた。

　赤い靴を履はいて両足に怪け我がを負おったカーレン、銀の靴を履いてあやうく失明するところだったジュディ。

　エデルはすでに、ふたりの女性の危機に居合わせているのだ。

　もしあのとき、歌姫の靴を脱ぬがせることができていたなら──。

　今このときも彼女が魔術師の靴にさいなまれていたらと思うと、自分がふがいない。

「エデル、浮かない顔だね。デートは楽しかったんじゃなかったのかい」

　ジジにたずねられて、エデルは顔を上げた。

　エデルは自分の手元を見る。縫ぬいかけたままの甲こう革かわの刺し繡しゆうが、まったく進んでいない。

　曲線をデザインした刺繡は数種類の糸を使用するので、手早く進めてしまわなくては次のバックル作りにとりかかれない。

　エデルは反省した。考え事をしながら仕事をするのは、集中力が欠けつ如じよして結果的に失敗につながる。

「申し訳ありません！　私の手、止まってしまっていましたね」

「作業は相変わらず正確だよ。でももし、悩なやみがあるなら話してごらん。アランさんに言えないことでも、私には言えるかもしれないだろう？　女性の秘密は、必ず守るよ」

　ジジは心配してくれているのだ。エデルはありがたく思いながら、ゆっくりと言った。

「ありがとうございます。すべてはお話しできないのですが、少し気になることができてしまって……お仕事のことではないのです」

「恋のことなら相談に乗るよ、と言いたいけれどそうでもないようだね。それならば外の空気を吸って、気分転換してきなさい。同じ姿勢で作業し続けると、たまにとても窮きゆう屈くつな気分になるものだ」

「はい。そうさせていただきます。少ししたら戻りますね」

　エデルは裏口から外へ出て、ゆっくりと息を吸う。

　ガラスドームの裏口には、数種類のハーブが植うえてある。靴の修しゆう繕ぜん作業を行うときに、臭においがひどい場合は消臭効果のあるハーブを臭い取りとして使うときがあるのだ。もっとも、そうしょっちゅう使うわけではなく、もっぱら職人たちの観賞用となりつつあるのだが。

（集中、集中。ルディアさまが歌姫のことを追ってくださっている。それを考えるのはあと。今の私がするべきことを、思い出さなくては）

　エデルは一度深しん呼こ吸きゆうをすると、ガラス窓に自分の姿をうつした。

　クリーム色のシャツに、モスグリーンのスカート。その上にはピンキングフリルのついたストライプエプロン。

　これはガラスドームの制服。

　自分はここで働はたらく職人だ。職人ならば、自分の仕事をまっとうしなくては。

　エデルは両手で自分の頰ほおを叩たたいて、立ち直りの儀ぎ式しきをした。

「エデル、休んでるところごめん。急な来客が入った」

　ディックに声をかけられて、エデルは振り返った。

「ご予約の方？」

「いいや、それが聞いて驚おどろけ。噂うわさのシレーヌさまだ」

「えっ……」

　シレーヌさまとは、アランの婚約者候こう補ほだと言われている、シレーヌ・クラウデッドのことか。

（アランさまの、未来の奥様になるかもしれない方……）

　エデルの胸がずきりと痛む。

　魔術師の靴を見つけたことでうやむやになっていたが、エデルの悩みもまた解決してはいないのだった。

「オッサンが出ようとしたんだけど、女性の職人がいいって断ことわられた。でもエデルが具合悪いなら説得しようか？」

　エデルが接客を受け持つのは女性客が多い。男性に足を触さわられるのは抵てい抗こうがあるというお客さまに、重ちよう宝ほうされているのである。

「い、いいえ。せっかく来ていただいたのだから私が出ます」

　将来のディセント伯はく爵しやく夫ふ人じんとなるかもしれない方に、失礼なまねはできない。

　こんなに早く、件くだんの人物と顔を合わせることになるとは……。

　エデルはブラウスの胸元をぎゅっとつかんだ。

　動どう揺ようしてはいけない。先ほど、職人としての仕事をまっとうすると決めたばかりだ。

「ど、どんな雰ふん囲い気きの方だった？　お噂通り？」

「そうだな。いかにも貴族階級のお嬢じようさまってかんじだ。すごい美人だったからオッサンは自分が担当できなくてがっかりしてた」

　エデルはエプロンをはたいて、室内履きから接客用の、アランに贈おくられたヒールの高いパンプスを履き、準備を整えてから客室へ向かった。

　緊きん張ちようするが、女性職人は自分だけ。仕事を果はたさなくては。

　おそるおそるノックをして、エデルは入室する。

「シレーヌさま、お待たせいたしました。エデル・アンダーソンと申します」

　エデルを待ち受けていたのは、ふたりの男女であった。
















　ひとりは、蜂はち蜜みつ色いろの豊かな髪かみを結ゆい上げたご令れい嬢じよう。シレーヌ・クラウデッドだ。顔色が悪いが、それでも遜そん色しよくがないほど美しい。ドレスはミッドナイトブルーで、裾すそに散ちらされたレース刺繡はかなり手の込んだものである。

（この方が……アランさまの婚約者候補）

　分かっていたことだが、自分とは圧あつ倒とう的てきに違ちがいすぎる。

　ルディアを見たときもきれいなご令嬢だと思ったが、シレーヌはディセント家の兄きよう妹だいとはまた違った美しさであった。

　彼女は少女から大人に移り変わったばかりの、凜りんとした雰囲気を持っていた。

　意志の強そうな瞳ひとみは、見ているこちらが気け圧おされそうだ。

　思わずアランの隣となりに彼女が立つ姿を想像してしまう。絵姿のようなふたりになるだろう。

　その彼女に騎き士しのように寄り添そう男がいた。

　エデルの視線を受け取って、男は丁てい寧ねいに礼をした。

「ぼくはレイ・バーンゼルです。シレーヌ嬢のお供ともですよ」

　エデルはその男をじっと見つめた。

　背は高く、紺こん色いろの上下を身にまとっている。着こなしはしているが、なんとなく貴族のようには見えない。不思議なことだが、使用人にも見えない。

　男が前髪をだらしなく伸のばしているせいかもしれない。そしてその色は、灰桃色ローズミストである。

　エデルと同じ色だが、エデルよりもいささか灰色の部分が濃こい。

　エデルは緊張した面おも持もちになった。

　男の体のあちこちに、黒い靄もやがまとわりついているのだ。

（セスさんのときと、同じだ）

　彼から魔術師の靴の気配がする。

　この男の近くに、魔術師の靴があるのだ。

　エデルはシレーヌの靴を見た。見たところ、普通の靴だ。履き口をＶ字型にカットしたシンプルなデザインで、青味がかった光を放つムーンストーンで装そう飾しよくされている。品が良く、令嬢の外出靴として一般的なスタイルである。

「手早く始めてくださるかしら。私は何をお伝えすればよろしいの？」

　ふたりを見比べていたエデルにしびれを切らしたのか、シレーヌはそう言った。

（今、アランさまはお店にいない。私はあとでお伝えできるよう、シレーヌさまのご様よう子すを窺うかがわなくては）

　魔術師の靴の気配こそするが、シレーヌは魔術師の靴を履いていないのだ。

　ならば彼らから、持っているかどうかも分からない魔術師の靴についてたずねることはできない。

　エデルは背を正し、抱かかえていたカタログをテーブルに広げた。

　ひとまず、シレーヌのオーダーを通して状況を把は握あくすることにしたのだ。

「失礼いたしました。──それでは、ご希望をお伺うかがいいたします」

　エデルはちらりと、レイという男の顔を見た。

　彼は微笑ほほえんで、エデルに視線を返す。エデルはあわてて目を逸そらした。

　シレーヌは供に男性をひとり連れてきた。使用人ではなく。

　身分のあるご令嬢ならば、供にはメイドを選ぶだろう。結婚前に男性とふたりでいることは避けるのではないだろうか。

（それとも、お屋や敷しきの使用人を動かせず、なおかつ彼を連れてこなければならない理由があったのだろうか……）

　それは、魔術師の靴が関係しているのかもしれない。

　お忍しのびでやってきたのだろうか。本来ならば、アランが彼女をここへ連れてくるべきところだろうが。

　たずねたいことはいろいろとあるが、はばかられる。

（この方に失礼があっては、アランさまが……）

　そう思いかけて、ふとエデルは思いとどまる。

　本当に？

　本当に私はそう思っているのだろうか？

　シレーヌのことを知らなくては、彼女にぴったりの靴は作れない。

　今まで私は、こうしてお客さまに質問をするのを避けたことはあっただろうか？

　アランを引き合いに出して、自分はシレーヌ嬢から距きよ離りを置こうとしているのではないのか？

（なぜ？　私はなぜ、そんなことをするの？）

　靴を作るなら、履く人のことを一番に考えたい。「靴は人の運命を変える」から。

　祖そ父ふから教えられたその言葉を胸に、エデルは今までの顧こ客きやくと向き合ってきた。

　カーレンのことも、ジュディのことも、知りたいという気持ちがあったのに。

「オーナーのおすすめの靴は、どれなの？」

　エデルははっとした。

「えっと……すべての商品となっております、ですが……」

　シレーヌの瞳がいっそう冷たくなったので、エデルは早口で続けた。

「も、申し訳ありません。当店では、特におすすめ商品を設もうけているわけではないんです。新商品なら、ショーウィンドウに飾っておりますが……あの、基本的にはオーダーメイドで、お客さまに合ったものをご提供したいと、オーナーが」

「そう。なら私に合ったものを作って。アランさまが気に入ってくださるものなら、なんでもいいわ」

　胸につきん、と痛みが走る。

　シレーヌは、アランに少しでも気に入ってもらいたくて、ガラスドームに来店したのだ。

　エデルは頭をふった。

（シレーヌさまのことを、おたずねしなくては）

　一いつ瞬しゆん自分の中にわいた暗い感情を懸けん命めいに追いやって、エデルは口を開いた。

「あの、どちらに履かれていくご予定の靴でしょうか」

「それは重要なことなの？」

「え……ええ、とても」

　令嬢の靴を作ると言っても、ダンスをするための靴、乗馬を楽しむための靴、散歩をするときの靴……と、場面により型を考える必要がある。当然ながら乗馬に飾りのたくさん乗った舞ぶ踏とう靴ぐつは不向きだし、長時間の歩行を視野に入れるとなると中なか敷じきにクッションを入れて足への負ふ担たんをやわらげる工夫をするべきだ。

　なんのために履く靴なのか、どんな服装と合わせるのか、時には季節や天気も考こう慮りよしなくてはならない。

　雨期に履く靴には雨用のカバーを提案することもある。

　オーダーの際にはお決まりの質問だが、シレーヌはそういったものを知らないらしかった。

「あ、あの……失礼ながら、今まではどのように靴をお作りになっていたのでしょう」

「侍じ女じよにすべて任まかせていたの。採さい寸すんをしたことはあるけれど、たいてい贔屓ひいきのドレスメーカーに靴もお願ねがいしていたわ」

　ああ、なるほど……。

　大きなドレスメーカーは靴職人も抱えているので、ドレスを作ると同時にそろいで靴を作れるのだ。

　ドレスと同じ生き地じを使用したり、装飾をそろえたりする場合は高値になるがそちらを利用する方が手て堅がたい。

　ただ、あくまでデザイン性を重視する靴が主おもとなるので、ドレスとの調和が最優先される。最初から型が決まっているセミオーダーが一般的であるため、サイズは近いものを作らせることができたとしても、個人の足に合った靴を選ぶことはできない。

　ガラスドームではあらかじめドレスを見せてもらえればそろいで靴を作ることもできるが、どうしても手に入らないような珍めずらしい生地や趣向がこらされているドレスは、お断りせざるをえない。

　足の具合よりもドレスとの調和を優先する場合は、最初からドレスメーカーにお願いするのが最適だ。

「靴のオーダーの際、お好みはお伝えになられていたのでしょうか」

「今持っているドレスの色や素材はすべて侍女が把握しているので、私から特に伝えたことはないわ」

（困こまった……）

　できればその侍女がこの場にいてくれれば話が早いのだが……。

　エデルの気持ちを察さつしたのか、シレーヌが言った。

「今日は彼女を連れてきていないの。でも、あなたが特に悩まれる必要はないわ。どんな靴でも返品はしません。なんでもいいのよ」

「そ、そういうわけにはまいりません。シレーヌさまに履いていただく靴ですから」

　エデルが食い下がると、シレーヌは一度まばたきをした。

「ずいぶんと仕事熱心なのね」

「おそらく、この街で靴をご注文になるのなら、どの店でも同じことを聞かれると思うのです」

　靴を作るからには、その人にぴったりのものを作りたい。

　靴くつ箱ばこを開けたときに、うれしくて思わず頰ほおがゆるんでしまうような……。

　それは職人なら誰しも、同じ気持ちなのだと思う。

（さっきまでの私は、どうかしていたのだ。シレーヌさまにぴったりの靴を作るためには、まず基本的なことを押さえていかないと）

「カンディナールは靴の街です。みなさんに喜んでもらえる靴で、この街を歩いてもらいたい。私もそんな靴を作りたいんです。どんなことでもいいので、何かご希望をいただけないでしょうか……」

　シレーヌは納なつ得とくしたような顔をして、続けた。

「寒い夜でも、温かい靴がいいわ。──真夜中に散歩ができるくらいね」

　シレーヌのオーダーに、レイがはじめて表情を変えた。

　一瞬、とてもほの暗い瞳になったのである。

（なに……？）

　シレーヌの希望する靴が、魔術師の靴に関係しているのだろうか。

　気を取り直して、聞き取りを続ける。

「外出用の靴でよろしいのですね？」

「ええ、そうね。その通りに作って頂ちよう戴だい」

「お好きな素材はありますか？　硬かための革や柔やわらかめの革がありますが……。飾りもバックルからシュークリップまでいろいろとご提案できますけれど……」

　悪いけれど、とシレーヌはエデルの言葉を遮さえぎった。

「できるだけ急いでもらいたいわ。実のところ、あまり長くこの街に滞たい在ざいできないの。家の者には内密に、カンディナールにやってきたものだから」

　やはり、シレーヌは家族に黙だまってこの街にやってきたのだ。

（アランさまにお会いになるため……？）

　なのに、そばにはレイがいる。いくらなんでも不自然ではないだろうか。

（ゆ、勇気を出さなくちゃ。仮面の歌姫に続いて、また新たな被害者を出すわけにはいかないもの）

　エデルは一度大きく息を吸って、たずねた。

「カンディナールにはどんなご用でいらっしゃったのですか？」

　これくらいならば、ただの接客するうえでの世間話に過ぎない。ジジやセスも遠くからやってきたお客さまに対して、「観光ですか？」などと話題をふっていた。

「アランさまにお会いするためよ。私は、婚約者ですから」

　シレーヌはきっぱりとそう言った。

「先にご挨あい拶さつ申し上げたかったのでこちらの靴店に伺ったのだけれど、どうやらすれ違ってしまったみたい」

「そ、そうなのですね……」

　シレーヌ本人から「婚約者だ」と告げられると、ますます噂だけに過ぎなかったアランの婚約が真実味を帯びてくる。

　衝しよう撃げきが顔に出てしまっているはずなので、エデルは下を向いてやり過ごした。

　つまりは、シレーヌは最初から靴を作りに来たのではなかったのだ。どうりでオーダーに熱心でないはずである。

「婚約の件、てっきりカンディナールでも広まっていると思ったわ」

「え、ええ……。時折、耳にすることはありました」

　隠したつもりでも、エデルの動揺はしっかり伝わってしまっていたらしい。

「雇やとい主ぬしの婚約ですものね。あなた方からすれば、大きな出来事だわ」

「は、はい……」

　シレーヌは目を細めた。

「あなたは、アランさまとよく外出されるの？」

「え……いいえ。そんなことはありませんが……」

　魔術師の靴の事件を除のぞいては、ふたりで出かけたのもこの間の王都がはじめてだ。

（なぜそんなことをおたずねになるのだろう）

「あの……」

「なんでもないの。職人たちと親しくされている方なのか、人となりを聞いてみたかっただけよ」

「とても、お優しい方です。みなさんに分け隔へだてなく接してくださいます」

「分け、隔てなく」

「はい」

「それは男性でも？」

「え、ええ」

　エデルが女性だからといって、アランが贔屓しているわけではない。

「アランさまは、この店の男性職人と一緒に外出をなさることはあるのかしら」

「たびたびあります。店長が男性ですので、おふたりで遅おそくまで仕入れの下見に行かれたり、会議をなさっていることもありますし……」

「そう。遅くまで」

（ア、アランさまの素そ行こう調査……？）

　だが、アランはしっかりとした人ひと柄がらなので特にシレーヌが心配事を抱いだくこともないような気がするが。

　沈ちん黙もくがおりてしまったので、エデルは改あらためて注文の内容を確認した。

「冬用の外出靴ですね。ちなみにお帰りはいつのご予定でしょうか」

「そうね。明日には発たちたいわ。完成品は自宅に届けてくださればいいのだけれど」

「後日の郵ゆう送そうでも承うけたまわれますが、そうなりますとデザインだけでもシレーヌさまがこの街にいらっしゃるうちに確定していなくてはなりません。オーナーにデザインの許きよ可かをいただく時間もありますので難しいかと……」

「最短で作るにはどうしたらいいのかしら」

「それならば、カタログからお選びになるのが一番早いですが……」

　エデルはカタログをめくって、なるべく厚手の革を使用した冬用の靴を示した。

　歩きやすいサイドゴアブーツや耐たい久きゆう性せいのあるチャッカーブーツのデザイン画が多く占めているが、シレーヌにはやや無ぶ骨こつかもしれない。

「こちらが、ご希望に近い形の靴ですが……」

「では、これでいいわ」

　シレーヌが指をさしたのは、カタログの中でも最も令嬢らしい靴だった。ホワイトファーを使ったパンプスである。

　ヒールカーブにたっぷりと白のファーを縫ぬいつけてあるので、まるで靴に羽根が生えているように見える。

　革の銀面はスエード仕上げで、秋冬にはぴったりの一足だ。

　ショーウィンドウを飾ったこともある靴なので、人気は高い。

　だが本当に、この靴でいいのだろうか。

　エデルはそう思ったが、どうやら本当に時間がないようだ。

　シレーヌは注文を覆くつがえす様子もないし、これ以上は深追いできない。

（たぶん、探さぐりを入れるならこれが最後だ）

　エデルは靴型の作成に必要な採寸を進めながら、もう一度彼女に話しかけることにした。

「あの……夜によくお散歩をなさるのですか？」

「たまにね」

「王都の夜は明るいので、安心してお歩きになれるのですね」

「そんなことはないわ。あなたは王都を知らないのね。街の明るさなど関係ない。カンディナールよりももっと混こん沌とんとしているわ」

「危なくないのですか……？　シレーヌさまおひとりではないのですよね？」

　エデルの質問に、シレーヌはふっと笑ってみせた。

「レイがいるから平気よ」

　採寸の様子を興きよう味み深ぶかそうに見ていたレイが、言葉を挟はさんだ。

「ぼくはたいしたことはしていない。シレーヌは強いから」

（シレーヌさまが、強い……？）

　シレーヌの足は、ほっそりと華きや奢しやであった。武道の心得があるような体格ではないけれど……。

　ともかく、アランに報告しなくてはならない。

　足そく囲いを測り終えたエデルは、巻き尺をエプロンのポケットにおさめた。サイズやオーダーの内容を他の職人も把握できるよう、注文用紙の項こう目もくをできるだけ詳しく埋うめてゆく。

　シレーヌはエデルの様子をまじまじと見て言った。

「あなた、とても細いのね」

　エデルは一瞬まばたきをした。体型のことを言われているのだろうか。

「職があるということは、きちんと食べられるということなのでしょう」

「は、はい。あの、私はもともと小食なので……オーナーには、十分すぎるお給料をいただいています」

　アランが従業員に不当な扱あつかいをしていると思われたくなくて、エデルはあわてて言った。

「では、食べ物に困ったことはないの？」

　──世間話……を始められた、ようだ。シレーヌくらいの年頃ならば、流は行やりの場所やドレスの話をしそうなところだが。なぜよりによって飢うえた話なのだろう。

「あ、ありません。幼い頃から、靴作りを教えてもらえましたので」

「手に職があればたいていの場合飢えないものなのかしら。たとえ女でも。女は男より職業を見つけるのは難しいと聞いているわ」

「分かりません。私は、運がよかったのだと思います。教えてくれる人が、食べさせてくださいましたから。それに、何件も工こう房ぼうをあたる前にアランさまが私を雇ってくださいましたし」

「あなたは食べるために靴を作っているの？」

「いえ……あ、結果的には、これでごはんもいただいておりますが、靴作りは私の好きで、させていただいているお仕事です」

「それでは、ほかの職業に就つくことは考えていないのね」

「……はい。ガラスドームの靴を作れて、とても幸せです」

「──うらやましいことだわ」

　エデルは首を傾かしげた。

　伯爵家のお嬢さまが、労働者の境きよう遇ぐうをうらやましがるなどと。

　貴族階級の女性からは、「こんなに手を傷つけてかわいそうに」と声をかけられることならあったが、うらやましいなどと言われたことはない。

「あ、あの……」

　もう少し何か話を、と思ったところで、シレーヌはそっと口にした。

「似ているわね」

　びくっと、エデルの肩が揺ゆれる。

「先ほどから気になっていたの。あなたも、レイと同じ髪の色をしている」

　それは、エデルも同じことを思っていたのだ。

　自分と同じ特とく徴ちようを持つ、魔術師の靴の気配を持つ男。

（もしかしたら、この人は……）

　レイがすべらかに話しだした。

「そうだね。すごい偶ぐう然ぜんだな。この髪の色は珍しいと、この国でもクジュラ国でも言われたのに」

　シレーヌは、納得していない様子だった。

　だがレイが道化師のようなよそゆきの笑顔を崩さないのを見てとると、この話題をほり下げようとはしなかった。

「あなた、アランさまに知らせてくれるかしら。私がカンディナールに来ていると」

　シレーヌは立ち上がり、レイにハンドバッグを持たせる。

「ぜひ、お話がしたいと。頼めるわね」

「はい……」

　シレーヌは一度、大きく咳せきをするとのどを押さえて背をかがめた。

「シレーヌさま、大丈夫ですか？」

「問題ないわ。あなたは私の言こと伝づてだけ、しっかりやって頂戴」

　エデルはふたりを玄関口へと送り、一礼をした。

　客人を見送りながら、考える。

（私はもしかしたら、会うべきではない人物に、会ってしまったのかもしれない）

　シレーヌのことだけではない。

　レイ・バーンゼル。あの男の前髪から覗く瞳は、薄うす茶ちや色いろだった。

　自分とあまりにも特徴が酷こく似じしている。そして何よりも、彼は魔術師の靴に関わっている。

　若く見えたが、年ねん齢れいは三十代半なかばくらいだろう。半年前に亡なくなったエデルの母も、同じくらいの年頃だ。

　彼はエデルを見て、何を思ったのだろうか。

　彼の言葉通り、「すごい偶然」で片付けてくれるといいのだが。

　エデルは父親を知らない。そしてこれからも、知らないでいたいのだ。

　自分の父親は魔術師である。それは、この身に流れる血が証明している。

　だんだん息が苦しくなってくる。

　シレーヌのこともあるのに、具合を悪くしている場合ではない。

　エデルはふらりとよろけて、扉とびらに背をつけた。

（お願い。勘かん違ちがいであってほしい）

　にぶい頭痛がする。自分の中の魔術師の血を意識したとたんに、気分が悪くなり始めた。

　まるで、心と体が懸命に戦っているようだ。

　エデルはずるずるとしゃがみ込み、そのまま店の前で倒れ込んだ。
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　体がだるく、のどが渇かわいていた。

（どうして、私は天てん井じようを見ているの……？　たしか、シレーヌさまの接客をして……）

　体を起こしてみる。見み慣なれた風景だった。オーク材のテーブルに、体が深く沈しずむソファ。

　エデルの体には、黒の上着がかけられている。

「アランさま……？」

　ガラスドームの執しつ務む室しつだった。部屋の主あるじのアランはいない。

　どうやら自分はここで寝ていたらしいが、どうしてなのだろう。

　考えても教えてくれる誰だれかがいないので、エデルは途と方ほうに暮れた。窓から夕焼けの橙だいだい色いろの光が射し込み、エデルの頰を染そめる。

（とりあえず、外に出てみよう）

　その前に、アランの上着はきれいにしておきたい。

　ここに勤めて以来、エデルはアランの上着に皺しわが寄っているところなど見たことがない。仕事の姿勢が身だしなみにも表れているような人だ。

　上着をかけておこうとして、内ポケットから何かが飛び出していることに気がついた。このままでは落ちてしまいそうである。

「本……？」

　そういえば、アランはいつも大事そうに小さな本を持ち歩いていた。

　おそらく手帳か何かだと思うのだが……。

（よ、よくないな。やめよう）

　他人の私的なことを詮せん索さくするのは、褒ほめられたことではない。

　エデルが誘ゆう惑わくを振り払うようにポケットに本を押し込むと、中でページが波状にめくれてしまった。

「あっ、どうしよう」

　このままではページが折れてしまう……。

（アランさま、ごめんなさい！　ちょっと直します）

　エデルが本を取り出したそのとき、扉が開く音がした。

「あ、アランさま……」

「エデル、起きたのか。具合は大だい丈じよう……」

　アランは一瞬にして、体を硬こう直ちよくさせた。

　視線はエデルが手にしている、革のブックカバーがかかった本にそそがれている。

「あ、あの、この本、その」

　彼が固まったまま微び動どうだにしないので、エデルは緊張して声を上ずらせた。

　おかしい。いつもこういうとき、言葉を発しないのは自分の方であるのに。

「……見た、のか」

　エデルは首をふった。彼はやっとの思いで言葉をしぼりだしたような様子である。

「み、見てません。本当です。本が落ちてしまいそうだったので、入れ直そうと……。申し訳ありません」

　アランはつかつかと歩いてくると、ひったくるようにしてエデルから本を取り上げた。

　エデルは目に涙を溜ためて、アランを見た。とんでもなく彼が怒おこっていることだけは分かった。

（なんてうかつなことをしてしまったんだろう、私）

　よほど大切なものだったのだ。

　エデルはうなだれて、か細くもう一度謝罪した。

「アランさま、本当に申し訳ありませんでした……」

「いや、別に……。俺も過か剰じように反応しすぎた。ちょっとこれからの予定を、いろいろと書き込んでいたから……」

　彼はエデルをさりげなく座らせると、自分も横に腰こしかけて、もごもごと口を動かした。

「お仕事のご予定だったのですね。そうとは知らず……」

「いや、お前との予定だ」

「えっ」

「とにかくこれには、重要な未来の予定を記しるしてある。……そういうことだ」

　エデルは考えてみた。

　自分と、アランに関する重要な未来の予定……。

（アランさま……今度はどんな研修の予定を考えてくださっているのだろう）

　アランは勉強熱心なので、業種を問わず多くの経営者と情報交換をしているらしい。おそらく、職人を教育するためのさまざまな計画を立てているに違いない。その上エデルは流行にうといことが発覚したばかりだ。

　勉強させてもらうことはとてもありがたいことだが、仕事に生かせなければ意味がない。

（がんばらなくちゃ）

　エデルがまだ見ぬ研修に想いを馳はせていると、アランがおもむろにたずねた。

「ところで、具合は大丈夫なのか。玄関で客を見送ったあとにバッタリいったと、ジジから連絡を受けたのだが」

　エデルはだんだんと、思い出していた。

「あの……。シレーヌ・クラウデッドさまがお店にいらっしゃったのです。アランさまに、カンディナールにいらしていることをお伝えするようにと……」

「なんだと？」

　アランはいぶかしげな顔になった。

「あ、や、やっぱりご存ぞんじなかったのですね……」

「……すまない。彼女の用事に心当たりがあるといえばあるのだが、店に直接やってくるとは思わなかった。訪問の知らせも受けていない」

　婚約者候補の突然の訪問に、彼も驚きを隠せないようである。エデルは複雑な気持ちになりながらも、報告を続けた。

「シレーヌさまは供に男性をおひとり連れておられました。彼の名前はレイ・バーンゼルというそうです。彼からは、魔術師の靴の気配がしました」

　アランは焦あせったようにたずねた。

「それで、お前は魔術で何かをされたのか？」

「いいえ。シレーヌさまが履いてらっしゃったのは普通の靴ですし、レイさまも特に何もされませんでした」

「普通の靴？　妙みようだな、魔術師の靴の気配がしたんだろう」

「そうは思ったのですが……。もしかしたらこれから、シレーヌさまになんらかの害が及およぶかもしれません。でも靴を履いていない以上はなんとも……」

　今までは靴を履いた女性たちと相あい対たいし、事件を解決していたのだ。魔術師の靴が現れなければ、動きようがない。

「怖こわかったか」

　アランは短くそうたずねた。

　エデルはただ、うなずいた。

　恐おそろしかった。ひとりきりで、レイとシレーヌに対たい峙じして。頼りにできるアランもいなかった。

　エデルは迷まよったが、彼にレイのことを伝えることにした。

「あの、付き添いのレイさまはもしかしたら……私と関係のある人物かもしれません」

「お前と？」

「髪の色と目の色が、私と同じでした」

　あ、まずい。

　エデルはおずおずとアランを見上げる。

　彼の顔がどんどん険けわしくなってゆく。

「魔術をけしかけられたわけでもないのに、お前は倒たおれたんだな。それが原因か？」

「……たしかなことは、分かりませんけれど……」

　嫌いやな予感でいっぱいになったときに、体に流れる魔力を感じ取ったのは間違いない。

「お前が気がついたということは、相手もお前に気がついた可能性があるということだな」

　アランはしばらく思し案あんして、こう言った。

「シレーヌ嬢がカンディナールを離れるまで、しばらくはアパートで休んでいろ。いや、やっぱり安全が確保されるまで俺の屋敷に住まいを移せ」

「そ、そこまでご心配なさることはありません。特別に何かをされたというわけではないんです」

「でも、倒れただろう。精神的にかなりの負ふ荷かがかかっているということだ。それにもし、相手がお前のことを血けつ縁えん者しやだと思ったなら接せつ触しよくしてくる可能性がある。職場も割れているんだ、ひとりになるのは避けろ」

　エデルは言葉に詰つまった。

　今はアランが言うことが正しい。ひとりで行動して、彼に余計な心配をさせるわけにはいかない。

「でも……私いつも、アランさまのお屋敷にお世話になりっぱなしで……」

　魔術師の靴の事件に巻き込まれ、体調を崩くずすたびにエデルは彼の屋敷に泊とめてもらっていた。しかも使用人ではなく客人と同じ待たい遇ぐうである。

　雇われている身で、さすがに気が引けるというものだ。

（いつまでもアランさまに甘えっぱなしでいいのだろうか。もうすぐ婚約されるというのに）

「あの……お部屋は使用人の方と同じにしていただいても」

「なぜだ。客室は余っている」

「ですが……」

「遠えん慮りよすることはない。何度も言っているが、俺はお前の保護者なんだ。何かあったら真っ先に力になるのが俺の役割だ」

「でも、シレーヌさまも今カンディナールに来ていますし……」

　もし彼女と屋敷で鉢はち合あわせすることになったら、気まずいことこの上ない。

　自分が職人の分際で破は格かくの待たい遇ぐうを受けていることが知られたら、アランにあらぬ誤ご解かいがかけられてしまうかもしれない。明日発つとは言っていたが、今夜にでも屋敷を訪れるのではないだろうか。

　もごもごと口を動かすエデルに、アランは声を荒らげた。

「シレーヌ嬢の何が関係あると言うんだ。そんなことより、突然やってきた得体のしれない魔術師にお前がとられるかもしれない、そのことが俺はたまらなく嫌なんだ！　いいからお前は荷物をまとめて屋敷に来い」

「は、はい……」

　あまりの剣けん幕まくにエデルはうなずくしかなかった。

　最近の彼は機き嫌げんがよかったので、あまり怒られることはなかったのだが……。

　本のことといい、情なさけない限りである。

「アランさま、怒らせてしまって申し訳ありません」

「別に怒っていない」

「でも、ご本のこともありましたし」

「あれは今すぐ忘れろ」

　アランは咳せき払ばらいをすると、気を取り直したように言った。

「それで、魔術師とシレーヌ嬢が店にやってきたんだったな。彼女の注文の内容を詳くわしく教えてもらえないか？　何か魔術師の靴のヒントになるかもしれない」

　エデルは少し迷ってから言った。

「シレーヌさまは、はじめ……アランさまにお気に召めしていただけるような靴を、とご注文されました」

　アランは面めん食くらったような顔をした。

「……なぜだ？」

「そ、それはその……シレーヌさまにとって、アランさまが……特別な、方だからでは……」

　言いつつ、エデルは気持ちがふさぎ込んできた。

　これは彼に内緒の話だったのかもしれない。それでも、シレーヌの命と天てん秤びんにかければ告げるしかなかった。

「──いや、それはないだろう。第一俺は断っ……」

「……アランさま？」

「なんでもない、こちらの話だ」

　アランは質問を続けた。

「それで？　はじめということは注文が変わったのだろう」

「はい。真夜中に散歩してもいいような温かい靴を、というご注文に……。お時間がないようなのでカタログからファー付きのパンプスを選ばれていきましたが……」

「真夜中に散歩か。意味ありげだな」

　どうやらアランも、この注文に引っかかりをおぼえたらしい。

「そうですよね。それにレイさまは、シレーヌさまがお強いので夜歩きをされても平気だとおっしゃるのです」

「普通ならば、ありえない話だな」

　採寸時のことをかいつまんで報告をし、エデルは話をしめくくった。

「シレーヌさまは、アランさまにお会いしたいとおっしゃっていました」

「……そうだな。彼女は魔術師の靴を履かされる可能性がある。こちらとしても接触したい」

　アランが浮かない顔をしているので、エデルは不ふ思し議ぎに思った。

　ボートの上では結婚について前向きだったはずだが……。

「私も、シレーヌさまにもう一度お会いしなくてはなりません」

　エデルはしばしうつむいて口を閉ざしてから、顔を上げた。

「アランさま。私、今回あまりうまく接客ができなかったんです」

　エデルが正直に告げると、アランは体をエデルの方に向けて、聞く体勢になった。

「シレーヌさまのことを知るために、たくさん質問をしなくちゃいけなかったのに、最初……それを躊ちゆう躇ちよしてしまって……」

「魔術師が近くにいたのだから、いつも通りにいかなくて当然だ」

　違う。あきらかに、エデルはシレーヌを避けていた。

　自分が作った靴を履いて、シレーヌはアランに会いに行くのかもしれない。

　それを心から応おう援えんできない。

　正直なところ、そう思ってしまったのだ。

「お客さまのことより自分を優先してしまったのです。シレーヌさまが……うらやましくなったのです。私、自信をなくしてしまいました。今までこんなことなかったのに」

　アランは驚いたような顔をした。

「そんなにシレーヌがうらやましかったのか」

「はい、そうです……」

「どうしてだ？　この半年で接客もずいぶんしているし、貴族の令嬢など見慣れてきただろう」

　彼女がアランさまの婚約者だと名乗ったから──。

　といえば、やはりアランが困ることになるかもしれないので、エデルは「ええと」と口ごもった。

「とても、おきれいでした」

「……シレーヌ嬢が美人だったから、うらやましかったのか？」

「えっと、いろいろあるんですが、そのような感じです」

　アランは眉まゆを寄せて、心底不思議そうに言った。

「お前みたいにかわいくても、他人の見てくれをうらやましいと思うことがあるのか？」

（す、すごいお世せ辞じがきた）

　気を遣つかってくれるのはありがたいが、エデルはさんざん幼少期に「母親に似なくてかわいそうだ」と言われていたのだ。

　美人な母親の遺い伝でんを受け継つがず、やぼったい娘になってしまった。

「いえ……あの、私とシレーヌさまでは比べものにならないくらい違うのです。お気遣いはありがたいのですが」

「別に気遣っていない。思ったことを言っているだけだ」

　彼は言葉を切った。

「お前は、そうだな……全体的に小作りだし、あわてるとすぐに赤くなるし……ザリガニのようでかわいいと思うぞ」

「ザリガニ……」

「そうだ、ザリガニだ。自信を持て。お前は間違いなくザリガニだ」

　エデルはぽかんと口を開けてしまった。

「なんだその顔は」

「い、いいえ。なんでもないのです」

「ザリガニが嫌なら、肉の部位で言うと赤みのあるもも肉のあたりだ」

「ぶ、ぶたにくですね」

　どうやらアランはエデルと同じ美的感覚ではないのかもしれない。彼自身も整った顔立ちをしているし、シレーヌと同じくらい美しいルディアを妹に持っているのだから、一般人とは感覚がずれても致し方ないだろう。

「しかし、いくらなんでもそんな理由で質問をためらうことなどないだろう。何かもっと別の原因があるんじゃないのか？　ジジも最近お前の元気がないようだと心配していた。俺と出かけたあとも、お前の心配事がなくなっていないようだと」

「アランさま……」

「この間出かけたときにきちんと聞くべきだったな。ジジやカーレン嬢に指摘される前に、俺自身が気づかなければならなかった。今教えてほしい、お前が悩んでいることを。それとも……俺には相談できないことか？」

　エデルは困ったような顔をして、アランを見た。

（以前私は、セスさんが魔術師と分かったときもなかなか相談できなくて、うまくいかなかったんだ）

　話してしまえば、セスがガラスドームを去ってしまう。焦るあまりアランに正直になれず、結果すれ違ってしまった。

　同じことは繰り返したくない。

　けれど、彼の婚約をよく思っていないなどと言って、彼を困らせたくもない。

（アランさまがお困りにならない程度に、自分の気持ちをお話ししよう）

　自分は今、何に悩んでいるのか。

　アランの顔をじっと見つめる。

　彼のことを好きにならないように、思いあがらないようにしなくてはとここ最近はずっと必死になっていた。

　叶かなわぬ恋もそうだが、シレーヌとの結婚により彼を失ってしまうのが怖い。

　そして、自分がどんどん変わっていってしまうのが怖い。

　──シレーヌの接客をして、いつもと違う自分に気づいてしまったように。

　エデルはおずおずと口にした。

「……時が経たってしまうのが、怖いなって……」

　アランと出会ったばかりのとき、エデルは彼のことが苦手だった。冷たい雰囲気と厳きびしい指導で、怖い人だと思ったのだ。

　けれどエデルのために彼は力になってくれた。自分が母親の死から立ち直れずにいたときも、ガラスドームで失敗をしたときも、いつも手を差し伸べてくれた。

　だんだん、エデルはアランを頼りにするようになった。

　そして、自分も彼のそばで、彼の役に立ちたいと願うようになった。

　そしてふと気がつくのだ。

　このまま時を重ねていけば、きっと自分はもっとアランのことを大切に想うようになる。

　アランがいずれガラスドームを離れるときは、もう取り返しがつかないことになっているのではないかと。

　彼のことを知れば知るほど、どんどん深みにはまってゆく。

　アランは難しそうな顔でエデルを見つめた。

「それは、どういう意味だ？」

「……今のままで、止まっていられたらいいのにって思うことがあるんです。うまく、言えないですけど」

　自分は靴を作っているだけだ。それなのに、周りはみるみる変わってゆく。変わっていないと思っていた自分自身も、他人に指摘されればいつの間にかその姿を変えていたことに気がつく。

　──たとえば、カーレンから、自分が恋をしていると教えられたように。

　そしてエデルは己おのれの醜みにくい面にも気がつくようになってしまった。

「生あい憎にく、俺は時が止まればいいとは考えたことはない」

「そ、そうですよね」

　エデルは恥はずかしくなって、うつむいた。

　どうしようもない悩みだ。オーナーに相談するようなものではない。

「でも俺は、変わっていくお前を見ているのが好きだ」

「え……」

「ガラスドームに来たばかりの頃は、暗くて内気でこれで使いものになるのかと思ったが」

「うっ」

　エデルはぐさりと傷ついたが、真実なので反論のしようもなかった。

「母親の死を乗り越えて、仲間に触しよく発はつされて、少しずつ緊張もほぐれてきて、ようやく工房で笑っているお前を見られたとき、本当によかったと思ったんだ」

「アランさま」

「生きていれば、当然嫌な思いやつらい思いをすることになる。それは誰しもがそうだ。けれど人にはそれを乗り越える力がある。だから、時が経つのを恐れる必要はない。次につらいことがあったとしても、前につらい思いをしたときとは、まったく違うお前になっているはずだ」

「まったく、違う私に」

「時が経ってほしくない、というのは今が幸せだからだろう？　でもその幸せを手にしたのは、過去の不幸せな自分だ。それを考えると不思議なものだが」

　だから、とアランは前置きした。

「変化は恐れなくていいということだ。特に、変わって幸せになった実績があるなら、なおさらな」

「それがいい変化でなくても、ですか……？」

「自分が間違った方向に向かっていると気づいたなら、その時点で自制できる。本当に恐ろしいのは、何も気づかずに自分を盲もう信しんしていることだ。接客がうまくできなかったというなら、今それに気づいたことで最悪の展開は回かい避ひできているんだ。大事なのはこれからどうするかだな」

　アランの言葉にエデルは少し安あん堵どした。

「自分の変化を受け入れて、あとは方向転換するだけだろう」

「変化を、受け入れる……」

　母の死をきっかけに故こ郷きようを飛び出したとき、エデルは絶望で胸がいっぱいだった。母の遺い品ひんを唯ゆい一いつのよりどころにして、立っているだけがやっとだったのだ。

　今私は、幸せだろうか。

　目の前にはアランがいてくれる。信頼できる仲間と一緒に、靴を作れる。この街でカーレンやジュディをはじめとする多くのお客さまと出会い、靴を作って送り出す喜びを知った。

（とても幸せだ。私が変わったから）

　怖がる必要はない。

　今の気持ちを、受け入れることを。

（私は、アランさまが好きだ。彼を好きで、い続けてもいいのだ）

　恋をできる立場じゃない。もちろんそのことは分かっている。

　だがたとえむくわれなくとも、もはや自分の気持ちに噓うそなどつけないのだ。

　無理に自分を抑おさえ込まずに、自分のことを知ればいい。

（私は、堂々と婚約者を名乗れるシレーヌさまに嫉しつ妬としていたのだ。恋をすることもできない私にとって、欲しいものをすべて持っている方だったから）

　これからシレーヌに穏おだやかでない気持ちを抱くことになるかもしれないが、おそらくアランのことが好きならば、それは当たり前の感情なのだ。だから怖がらずに、できるだけ冷静にいられるよう、気をつけていればいい。

　今回は噂だけに過ぎなかった彼女が突然現れたことで動揺してしまったが、まだ改善の余地はあるかもしれない。

「俺の答えで、なんとか悩みは解決しそうか？」

「はい。たった今、解決しました」
















　アランがほかの誰かと婚約するとしても、彼は変わっていく自分が好きだと言ってくれたのだ。自分の好きな人が、好きでいてくれる自分でいたかった。

　今回は、嫉妬を知った。だから今度は、それを乗り越える自分を知りたい。

　いろいろと理由をつけて、彼を好きになっている自分から目を背そむけるのはもうやめよう。

「ようやく笑ったな」

「す、すみません。最近とみに暗くなってしまって」

「笑った方がいいと思うぞ。頰に赤みがさしてザリガニ感が増す」

「は、はあ」

　気を取り直して、エデルは言った。

「アランさま、シレーヌさまにお会いになって魔術師の靴のことをおたずねになるのですか？」

「そのつもりだ。けれどお前は今回、同席しないでほしい。魔術師の連れのこともある」

「ですが、シレーヌさまが魔術師の靴を履かれていたとき、私ならすぐ気づくことが……」

「なんのためにお前を屋敷に移すと思っているんだ。魔術師に目をつけられないようにするためだろう」

「そ、そうですよね……」

　エデルがしょんぼりと肩を落とすと、アランがため息をついた。

「……俺と一緒のときなら、シレーヌ嬢に会ってもいい」

「本当ですか!?」

「うまく接客できなかったことが心残りなんだろう。ただし、俺と一緒のときでなくてはだめだからな」

「ありがとうございます、アランさま」

　アランはてきぱきと指示をし始めた。

「……必要な荷物は、馬車を出してやるから取りに行け。数日分の荷物をまとめたら、すぐに屋敷へ。まだ具合が悪いか？」

「あ、大丈夫だと思います。さっきまで少し熱っぽかったような気がしたのですが、今は全然……」

「熱？」

　アランはそれから、雷かみなりに打たれたような顔になった。

「あ、アランさま……!?」

　彼はエデルの頰をむんずとつかむと、おもむろに顔を寄せてくる。

「ちか、近い……ひぃ」

　彼の額ひたいと、自分のそれが合わさった。

　勢いに任せたような行動だったというのに、こつん、という優しい音がした。

　彼の青紫色の瞳ひとみが、すぐそばにある。

　夕暮れどきに見上げる、空の色であった。夜に変化するまでの束の間の、美しい空の色。

　エデルは思わず呼吸を止めた。

「……熱はない、か」

「あ、アランひゃま。ほっぺたがい、痛い……」

「大事はないか！」

「あ、ありません！」

　アランの語気が荒くなったので、エデルはあわてて答える。

　彼が顔を離すと同時に、エデルは心臓を押さえてしゃがみ込んだ。うるさいほどに左胸が高鳴っている。

（い、いったい今のはなんだったのだろう）

　また彼が倒れてきて、キスをしてしまうのかと思った。

　もちろん、異性とみだりにキスをしないという約束をお互いにしているのだから（キスはどうやら挨拶の一いつ環かんでするものらしい）、そんなはずはないと分かってはいるのだが……。

　赤い頰は、彼につかまれたのでじんじんとした感覚が残っている。

「エデル、今のはどうだった」

　アランが腕うでを組んでエデルを見下ろしている。

「ど、どうとは……？」

「つまり……俺は熱をうまく測れていたか？　普通男女で熱を測るときはこのようにするそうなのだが。なんだか気分に変化があっただろう」

「そ、それはもう……」

　アランが自信ありげにたずねてくるので、エデルはうなずいた。

（でもおじいちゃんは手で測ってくれたような気がするんだけれど）

　できればもっと普通のやり方にしてほしい……。と思ったが、せっかく彼がエデルの体調を気遣ってくれたので、何も言えなかった。

「えっと、やっぱり熱が上がったかもしれません」

「頰も赤いしな」

「そ、それはさっきアランさまがつかんで、伸びてしまったから……」

　ひりひりとする頰を押さえて、エデルはつぶやいた。

　驚きでそれどころではなかったのだが、結けつ構こう痛かったような気もする。

　珍しくエデルが不満めいた口く調ちようであったので、アランはまじめな顔で切り返してくる。

「なんだと。どうやったら戻るんだ」

「もう戻らないのでは……」

「失礼」

　アランは手袋を外すと、エデルに手渡した。それから両手でエデルの頰を包み込む。

　彼のあたたかい指の感触に背筋を震わせていると、アランは何かを思いついたような顔つきになった。

　そして徐々に、エデルの頰を力をこめて押してゆく。

「あ、アランさま何を……ぐっ」

「伸びたんだから押せば元に戻りそうだが」

「む、無理ですそんなの……」

　エデルは身をよじらせた。そんな力ちから業わざで解決されようとしても困る。

　ふたりでわたわたと攻防戦を繰り広げていると、遠慮がちに扉がノックされた。

　ジジであった。

「アランさん、お楽しみのところ悪いけど、私たちはそろそろ上がりたいんだが」

「誰かこいつの頰を元に戻す方法を教えてくれ。どうやら俺が伸ばしてしまったようなんだ」

「アランさん、エデルのこといじめたのかよ!?」

　ディックがひょっこりと顔を出して、信じられないというような口ぶりで言った。

「ち、違うのディックくん……」

「エデル、とりあえず冷やせよ！　俺もゲンコツ食らったときはそうしてるぞ」

　ジジがおもむろにアランとエデルの顔を見くらべる。

「いやあ、青春だねえ。私も素敵な女性と青春気分を味わってこよう……」

　残されたふたりは顔を見合わせて、自分たちも帰り支じ度たくを始めることにしたのだった。
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　迎むかえの馬車がエデルを乗せ、走り去ってゆく。アランは靴店の玄関口に立ち、その様子を注意深く見守っていた。これからエデルは身を守るためにしばらく屋敷に滞在することになる。

　彼女ひとりでは荷造りに手間取るかと思い、手伝いのメイドも同乗させた。屋敷に戻ったら部屋を整えてやるように言付けをしたあと、アランはガラスドームに残り、執務室で仕事を片付けることにしたのである。

　エデルが例の本を手にしていたので取り乱してしまったが、どうやら中身までは見られていないらしい。

（幸さいわいだった。この本には俺の理想がすでにたくさん詰まっているからな……）

　交際を申し込む前にこんなものを見られたら、エデルが怖がるに決まっている。

　深呼吸をして気持ちを落ち着けてから、アランはエデルが伝えてくれた情報を整理した。

　シレーヌ・クラウデッドがレイという魔術師とおぼしき男を連れてガラスドームへやってきた。

　エデルが言うには、シレーヌは侍女を連れてくることもできず、お忍びでカンディナールにやってきたのだと言う。

　よほど急いでいたということだ。アランはあごに手をあてて、考えた。

　彼女の訪問の心当たりは──婚約のことしかあるまい。

　親同士の取り決めを覆すべく送った断りの手紙。それに対する文もん句くを言うためだろう。

　ただ気になるのは、彼女の連れが魔術師の靴と関わっていることである。

（ルディアの報告では、クラウデッド家の茶会で妙なことがあったらしいからな）

　ルディアによれば、水すい滴てきがひとりでに凍こおりつく不思議な現象が起こったというのだ。

　同日、アランは仮面の歌姫と遭そう遇ぐうし、地面の氷結を確認している。

　さすがに伯爵令嬢と道みち端ばたで芸を披ひ露ろうする娘むすめが同一人物だとは思わないが、クラウデッド家は芸術家の支援に熱心な家だ。仮面の歌姫に関わりのある人物が茶会に紛まぎれ込んでいても、不思議ではない。

　その人物が、シレーヌの供をしているレイという男の可能性もある──。

（エデルが、シレーヌ嬢の滞在しているホテルの住所を控ひかえてくれている。こちらから連絡して、明日の彼女の出発前にでも面会したい）

　本当は今すぐといきたいところだが、シレーヌとの面会を希望しているエデルが体調を崩している。せめて一晩はゆっくり休ませてやりたい。

　エデルは自分が不在の中よくやってくれたとは思うが、これ以上の無理はさせられない。

（発熱はしていなかったし、すぐによくなってくれるといいのだが）

　それにしても先ほどは、スマートに熱を測ることができた。これは自分でもうまくできたと思わずにはいられない。

　アランは、以前ルディアから贈られた恋愛指南書の第二巻を取り出した。この巻はキスやハグをはじめとする、さまざまな女性とのスキンシップの取り方が解説されているのだ。

　彼は復習がてらこちらもたまに持ち出すようにしているのだが、ひとつのテクニックが先ほど役に立った。

【女性がときめく、気遣いの仕草編：熱がある女性には、おでこをくっつける大チャンス！　お互いの顔が近くなって、彼女はあなたのことで頭がいっぱいになってしまいます。気遣いのある一言をここで言えればさらに好感度は上昇！　このままキスに持ち込んでしまっても大丈夫です】

　キスはしないという約束をしたので、もちろんするつもりはなかったが、エデルと額を触ふれ合わせることができた。熱はなかったはずだが、彼女の頰が赤くなったのである。そう、まるでザリガニのようにだ。

（つまりは──俺にときめいたな）

　頰はたしかに、勢いあまって強くつかんでしまったかもしれないが、まぁそれを差し引いたとしても多少は彼女に意識してもらえたはずである。

　アランは指先を見つめて、目を細めた。

　最近触ったものの中で、エデルの頰はかなり柔らかい部類であった。彼女は小食だし、線も細いのに不思議なものである。

　夕食は彼女の好きなものを用意させよう。体力をつけさせなくては──。やはり肉か？

　アランは気持ちを切り替えて、まずは厄やつ介かいごとを片付けてしまうことにした。

　シレーヌの滞在先には使いをやることにして、彼女からの訪問の知らせがガラスドームに届いていないか、確かめることにする。急な訪問だったのだからたとえ知らせを出していたとしても、郵便の方があとになることはあるだろう。

　店に届いた手紙は基本的には店長が処理するものがほとんどだが、まれにオーナーのアラン宛に手紙が届くことがある。そういったものは開かい封ふうせず、一度彼に渡す決まりだ。

　親しくしている知り合いの中には、アランが店で執務していることを知って直接手紙をよこす者もいる。

　アランは封ふう筒とうの一枚を手にとり、差出人を確認した。

　オーウェン・ガードナー。

　聞き覚えがない名前である。

　ペーパーナイフを使って、慎しん重ちように手紙を開封し、少し無ぶ骨こつな筆ひつ跡せきをたどってゆく。

「なんだこれは……」

　アランはため息をついた。





　アラン・ディセント殿

　初めまして、オーウェン・ガードナーと申します。あなたがシレーヌ・クラウデッド伯爵令嬢とご婚約すると聞き、居ても立ってもいられずにこうしてペンをとりました。

　実は私は以前から、シレーヌ嬢に並みならぬ想いを抱いております……。






　──読む気が失うせるというものである。

　シレーヌとの婚約は断ったと、はっきりと返事をしてやった方がいいだろうか。

　斜ななめ読みをしながら便せんをめくると、気になる文字が目に飛び込んできた。

『ディセント伯爵に相談』『彼女の靴』『新聞社』。

　これはただの、婚約に関する苦情の手紙ではないらしい。

（ディセント伯爵……父さんのことだな。いったいどうなってるんだ）

　アランがもどかしく最初の一枚に戻ろうとしたとき、扉をノックする音がした。

　すでに職人たちは全員帰宅している。

　客用の玄関口は戸と締じまりをさせたはずだ。職人たちが利用する裏口から、何者かが入ってきたのか。

　エデルも、アパートから直接屋敷に向かわせる予定なのでここに立ち寄ることはない。

　警けい戒かいしながら扉の向こうの人物にたずねる。

「誰だ」

　護身するものは持っている。

　アランが上着をたしかめると、鈴を転がすような声で返答があった。

「シレーヌ・クラウデッドです。入ってもよろしいかしら？　アランさま」

　思いもよらぬ名前を告げられ、アランは一瞬息をつめた。

　たしかに会いたいという伝言は受け取ったが……。

　エデルが言うには、シレーヌには時間がないようだ。しびれを切らしたのか。

（シレーヌがここにいる。ということは、レイ・バーンゼルも一緒か？）

　エデルと似ているという、魔術師の靴の気配をただよわせる男。

　シレーヌのそばにいるその男は、おそらく魔術師で間違いはないだろう。

「共はおりません。私ひとりだけです。あなたとどうしても直接お話をさせていただきたく、失礼ながら勝手に入らせていただきました」

　どのみち、アランが出ていける唯一の扉の前にシレーヌは立っている。

「──どうぞ」

　シレーヌが、すべるように部屋に入ってきた。

　アランははじめて、シレーヌ・クラウデッドという女性をまじまじと見た。

　ルディアから美び貌ぼうの伯爵令嬢だと聞かされていたが、なるほどその通りである。これは社交界で注目を集めていただろう。自分がそういったことにとんと無関心であったため、気づいてはいなかったが。

　令嬢はアランに怒っているようでもなく、悲しんでいるようでもなく、かといって会えたことに喜びを感じているようでもなかった。誰にでも平等にふりそそぐ月の光のように、静かにそこにたたずんでいた。

「お手紙を受け取りました」

　彼女は短くそう言うと、一歩踏ふみ出してアランに近づいた。

　アランは反射的に、シレーヌの履いている靴に目をやった。エデルは彼女が魔術師の靴の被害に遭うかもしれないと、危き惧ぐしていたのだ。

（貝かい殻がらと真しん珠じゆの靴か……特徴的には、『人にん魚ぎよの靴』だな）

　エデルが接客したとき、シレーヌは魔術師の靴を履いていなかったらしい。今はレイの姿は見えず、シレーヌはそれらしき靴を履いている。──靴の受け渡しがなされたのだろう。

　アランは顔をしかめた。

　先日、劇場近くで見た仮面の歌姫も、似ている靴を履いていたのである。

　あのときは一瞬しか靴を見ることができなかったので、同じ靴だと判断することはできない。

　今は加工した貝殻を使った靴が流行のシーズンで、令嬢たちはこぞってこういった靴を履くのだ。似たようなデザインのものは巷ちまたでもよく見かけるし、ガラスドームのショーウィンドウでも貝殻の靴は飾っていた。

　しかし、ドゥーガルドの遺のこした靴のリストの中に、この靴と特徴を同じくする靴がある。

　人魚の靴の代だい償しようは少しずつ払うのである。まずは足に切り裂さかれるような痛みが、そして徐々に声が出なくなる。体中を泡あわが埋めつくし、皮ひ膚ふを溶とかす。

　最後は人の形を保っていられないほどになるのだ──。

「単刀直入におたずねします。なぜ、私との婚約をお断りに？」

（声は、問題なく出ているようだな）

　アランは予想通りの質問に内心ため息をつきながら答えた。

「なぜも何も、俺はあなたのことを何も知らない」

「知らなくとも結構です。私もあなたのご趣しゆ味みのことは存じております。お互い無関心でも、結婚はできるというものです」

「……？」

　趣味？　魔術師の靴の蒐しゆう集しゆうのことか。

　しかし靴を蒐集しているからといって、妻つまにまったく興味がなくてよい、ということにはならない。

「お互い伯爵家の者です。いずれは相手を選ばなくてはなりません。ならばつり合いがとれて、物分かりがいいもの同士がふさわしいというものではないでしょうか」

「たしかに伯爵家同士ならば結婚に文句はつかないだろうが、俺は……」

「そうでしょう、理想的な婚こん姻いんをしてしまえば、周囲をあざむくのもたやすいというものです」

「すまないが、あなたの言いたいことがよく分からない」

　シレーヌは不ふ愉ゆ快かいそうな顔をして言った。

「つまりは、あなたは男だん色しよく家かなのでしょう」

　アランは絶ぜつ句くした。

　そういえば、ルディアはいつだか言っていた。アランは靴集めにご執しゆう心しんの、一風変わった男色家だという噂が流れていると──。

「この店中の男たちをてごめにしていると聞き及んでおりますが」

「…………」

「最近あなたの強すぎる愛に耐たえかねて店長がひとり退職したと」

「……！」

「次は叔お父じと甥おいの職人を同時に」

「もういい、しゃべらないでくれ」

「よそで家庭さえ作らなければ、私はあなたのそのご趣味に目をつむると言っているのです」

「──待ってくれ、シレーヌ嬢」

　アランは二、三度大きく息を吸ったり吐はいたりしてから、ようやくの思いで口にした。

「俺は男色家ではない」

「……なんですって？」

　なんですって、と言いたいのはこちらの方である。

　不服そうな顔をしているシレーヌに向かって、アランはもう一度同じことを繰り返した。

「俺は、男色家ではないと言っているんだ」

「ならば私との婚約をお断りになる理由が、ますます理解できません」

　自信に満ちあふれた物言いだった。

　どうやら彼女は、自分がその気になりさえすれば、男はみな拒こばむようなことはしないだろう、という考えらしい。

　──げんに、彼女を想うあまり噂だけの婚約者に過ぎないアランに手紙を送ってくるような、熱心な男もいる。

「俺には愛する人がいる。これが婚約を断った理由だ。あなたに不足があるわけではない」

「その愛する方と、なぜご結婚なさらないの？」

　アランは口をつぐんだ。

　シレーヌは挑ちよう戦せん的てきな目でアランをねめつけた。

「お相手は既き婚こん者しや？　それともよほど小さきお方なの？」

「ち、違う」

「ならば、労働者ね」

　いつの間にか誘ゆう導どう尋じん問もんされている。アランはたじろいた。

　これだから、女性は苦手なのである。

「いずれにせよ男が相手と変わらないわね。あなたにとっても、悪い話ではないはずです。私は愛人を許します。私の条件を吞のんでくださるなら」

「条件……？」

「私は伯爵夫人でなく、歌手になりたいのです」

　アランはシレーヌの顔を見つめた。冗じよう談だんを言っているようには見えない。本気である。

　歌手や女優などは、市井しせいの少女たちにとっては憧あこがれの職業であるが、アランたち貴族階級の人間からすると、まだまだ差別的な目で見られている。色を売って役を手にする、高級娼しよう婦ふのような存在はまだあるし、実際エデルの母親は恋人を次々と変えた醜ゴシ聞ツプを利用して自分を売ったのだ。実力はあっても、話題性はそういったところで作らざるをえなかったのである。

「あなたのご両親は、それを許ゆるされたのか？」

「いいえ。許すはずがありません。ですから毎夜、仮面をつけて橋の上で歌を」

　アランははっとした。

「まさか、仮面の歌姫は」

「私です」

「治安が悪い真夜中の歌劇場近くで、よくご令嬢がひとりで」

「裏道を使えば、あの橋から屋敷へはそう時間をかけずに帰れるのです。とはいってもよくない輩やからに目をつけられては面めん倒どうですから、一曲か二曲を披露して去るのがせいぜいでした。この靴を履くまでは」

　アランは険しい顔つきになった。

「それはやはり、魔術師の靴か」

「これを履けば水は私の味み方かたとなります。男性のひとりやふたり、ひねりつぶすことなど造作もありません」

　シレーヌの靴から、少しずつ何かが広がってゆく。
















　水だ。彼女の足元に、水たまりのようなものが発生している。

　シレーヌがつま先を軽く蹴け飛とばすと、水はしぶきをあげ、そのまま凍りついた。まるでガラスでできたオブジェのように、水滴のひとつひとつにいたるまでそのままの形をとどめている。ドレスの裾は濡ぬらすことなく、シレーヌは水を操あやつっていた。

「私はこの靴に護まもられて、以前よりも長く歌えるようになりました。そうして少しずつ、観客が増えていった。もう少しすれば、プロとして声がかかるかもしれません。実際、新聞社に仮面の歌姫の正体を問い合わせてくる者もいるようです」

「しかし、名前を出すことはできない。家名が傷つくから」

　アランの言葉に、シレーヌはうなずいた。

「お父さまは絶対にお許しになりません。女は嫁とついだあとは、夫に従うもの。つまりあなたと結婚し、あなたがお許しになれば私は歌えるというものです」

「ディセント家とて、同じことだ」

「仮の身分を与えてくださる？　伯爵夫人でなく、無名の女にしてくださるだけでいい。お父さまにも同じ話をしましたが、あまりのお怒いかりに、身内のパーティで歌うことすら禁じられてしまいました。挙あげ句くの果てにはすぐにでも結婚しろと」

　それはそうだろう。アランは頭を抱えた。

　シレーヌは歌手になりたかったが、クラウデッド伯爵家の名めい誉よを汚けがしたくはなかった。そのために偽いつわりの身分を──おそらく市井で育った孤こ児じのような肩書きを欲しがったが、当然のごとく父親につっぱねられたのだ。

「伯爵令嬢が庶しよ民みんの身分を欲しがるなど、前ぜん代だい未み聞もんだ」

「そんなにおかしいことかしら。孤児だって、伯爵令嬢の身分を欲しがるでしょう」

　アランの中でシレーヌの印象が、最初に見たときよりもずいぶんと変わった。

　完璧な伯爵令嬢かと思いきや、仮面をつけて道端で歌ったり、孤児の身分を欲しがったりする。

「あなたはずいぶんと変わっている」

「以前は優等生でしたわ。今でもそうありたいと思っています。外で歌うようになってからは、たくさんの大たい衆しゆう向けの歌を歌いました。私が夜会で披露するような上品な歌ではありません。そうして少しずつ、自分以外の階級の者に目を向けるようになったのです。もっともお父さまはそうあってほしくなかったようですが」

　娘が馬ば鹿かなことを考えないように、女としての責務を果たすようシレーヌの父親は急いで縁えん談だんを押し進めようとした。

　そしてシレーヌは、おそらくアランを候補として指名したのだ。男色家の噂を聞きつけて、これならば有利な条件をつけられると踏んで。伯爵家同士の結婚ならば、自分の父親も満足するに違いないと思ったのだ。

「今でこそベッドを抜け出すことに成功しておりますが、結婚してしまえば夫のベッドから抜け出すときに、言いわけがきかないというものです」

「……ならば先に、交換条件を出しておけば問題がないと」

「その通りですわ」

「仮の身分と簡単に言うが、具体的には」

「偽にせの戸こ籍せきと身分証、それから最低でも影かげ武む者しやをひとりは。歌劇場で歌うには、身分がしっかりしていないといけないらしいのです」

「戸籍など作らずとも金きん銭せんを積めば、あなたが伯爵令嬢ということは劇場側に黙ってもらえるのでは？」

「私はまっさらな人間として、仮面の歌姫として臨いどみたいのです。たとえ無名の新人として声をかけられたとしても、そのあとで劇場側に身分を明かすことで、特別な扱いを受けたくないのです」

　劇場に雇われるなら実力で。しかし雇われたとしても、実は伯爵令嬢だったと分かれば贔屓をされたり、その逆に正体を暴ばく露ろされるような事件を想定して面倒がられる可能性は十分にある。

　金銭で表面上は関係者の口を閉ざすことはできても、心までは懐かい柔じゆうできない。

　そこでシレーヌは、戸籍を作り上げまったく違う人物になることを望んだ。

「しかし、劇場にはあなたを知る人物も来るはずだが」

「私は、仮面の歌姫だからこそ騒さわがれているのです。正体が分からないから人々は面おも白しろがります。劇場側が私を雇ったとしても、素顔を見せることを提案するとは思えません」

　なるほど。素顔がどれだけ美しくても、仮面をつけているときほどの話題にはならないということか。

　たしかに神秘的で想像力をかきたてられるという意味では、仮面は十分に売りにできるのだ。

「万が一のときのために、姿が似ている偽物をひとり用意できれば安心もできます。あとは戸籍だけ。父の協力を得られない以上、私には将来の夫──つまりあなたの力が必要なのです」

　シレーヌは言葉を切った。

「こと人脈に関しては、クラウデッド家よりもディセント家の方が強いと聞き及んでおります」

　アランは目をすがめた。

　ルディアの情報収集能力は、彼女の人脈を使ってこそ。先代で後こう方ほう支し援えんをしていた、母の人脈も受け継いでいる。

　戸籍を作るなら、ディセント家のツテを頼った方がいいというわけだ。

　なんと狡こう猾かつなご令嬢だ。アランはため息をついた。

「あなたの歌の評判はいいそうだな。仮面の歌姫としても、身内の音楽会でも」

「ええ。私は五人姉し妹まいの長女ですが、妹たちよりは出来がいいと思っております。身内の音楽会では私目当てにやってくる男性を、妹に譲ってあげたこともありましたわ」

「あなた自身は、その中でいい出会いはなかったのか」

「いいえ、ちっとも目に入りませんでした。あなた以外は」

　できればエデルに同じ言葉を言われたかった……。

　アランは咳払いをした。

「しかし、残念だが俺は……」

「仕方がありませんね。では、あなたの恋人の子どもを私の子として育ててもよろしいです」

「は!?」

「かなりの譲じよう歩ほですよ。これ以上はありません。ただし引き取るのは男の子だけにさせてください。妊にん娠しん期間はつじつまを合わせます」

　アランは叫さけぶようにして言った。

「俺は、結婚する前に子どもができるようなことはしない！」

　あまりの剣幕に、シレーヌは気圧されたようである。

　大きな瞳をさらにぱっちりと開けて、アランを見つめている。

「あなたこそ、自分を大切になさった方がいい。夢も結構だが、愛のない結婚をするなど、お互い苦痛でしかないだろう！　万が一、万が一俺があなたとの結婚を承しよう諾だくしたとして、あなたが俺を愛するようになるとは思えない」

「一応、共に人生を歩むことが決まってしまえば愛する努力はします。しかしアランさまがそんな、夢見がちなことをおっしゃる方だとは思いませんでした」

（バカにしているのか）

　アランはいらだたしく続けた。

「あなたが歌手になりたいという夢を持ち合わせていることは、俺は口こう外がいしない。悪いが、ほかをあたってくれ。それに、その靴は今すぐに脱いだ方がいい」

「靴を……？」

「その靴は便利な護身のための道具ではないんだ。願いを叶える代わりに、代償を求める──」

「それは、足に感じる痛みのこと？」

　シレーヌは続けた。

「悪いけれど、私も諦あきらめるつもりはありません。あなたからよいお返事をいただけないのなら、この靴に願わなくてはならなくなる。歌手にさせてほしい、別の人生を送りたい、それでも家族に迷めい惑わくをかけたくはない。それを願えば足の痛みくらいではすまないの。こちらも、命を賭かけてお願いしているのよ」

「代償のことを知っていて、靴を履いたのか」

「知っています。ディセント伯爵家が珍しい靴を集めている理由も。もうひとつあなたのお役に立てることがありますわ。ディセント伯爵夫人になるならば、魔術師の靴に対して強くいられなければならない。あなたはそのような女性を妻に選ぶ必要があるのでは？」

　どうして、シレーヌがディセント家の事情を知っているのか。

　レイが教えたに違いない。

「私は魔術に勝てる。こうして靴を操っているのが何よりもその証しよう拠こです」

「そんなはずはない。魔術に勝てる女性は、最初から靴を履いたりなどしない」

　げんに、エデルがそうだ。

　アランのもとへ来るまでずっと赤い靴を持っていたというのに、エデルは誘惑に屈くつしなかった。

　シレーヌはとげのある口調になった。

「私はあなたにつり合う家柄も容姿も、そして魔術の能力もあります。あなたに自由な恋愛も許すと言っているのです。これ以上何を望まれると？」

　シレーヌは自身が作り出した氷を踏み砕くだきながらアランに近寄ると、胸元にそっと触れてきた。

「私では、お嫌？　どうして？」

　彼女の薄青の瞳と、視線がかちあった。

　鉄てつ壁ぺきの表情の中で、わずかに不安と焦しよう燥そうの色が見える。

　新しい水たまりができ始めていた。アランの革靴が濡れてゆく。

「夢を叶えようとすれば、家柄が邪じや魔まをする。結婚をしようとすれば、夢が私を引きとめる」

「シレーヌ嬢」

「大人おとなしい人形でいてほしいなら、どうしてお父さまは私に歌など歌わせたのかしら。おかげで、飢える少女の気持ちも、賭と博ばくで身を滅ほろばした青年の気持ちも、理解できないことを知った。けれど硝子の靴を履いたシンデレラの気持ちだけは分かるわ」

　シレーヌはそのときはじめて微笑んだ。

「どんな手を使っても、人生を変えたいのよ」

　アランは、シレーヌから狂きよう気きのようなものを感じ取った。

「シレーヌ嬢、待て」

　シレーヌは靴を蹴飛ばした。氷が飛び散り、アランを威い嚇かくする。

「悪いけれど、いよいよこの靴に願いを叶えてもらうときがきたようです。レイのもとへ戻ります」

「おい、止まるんだ！」

　シレーヌが水を固めて、床ゆかを凍りつかせる。

　アランが無ぶ様ざまに足をとられた隙すきに彼女は、執務室を飛び出した。
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　シレーヌは唇くちびるを嚙かんで、ただ歩き続けた。背筋を伸のばし、つんと上を向いて、家臣を大勢従えた女王のようにこの街を闊かつ歩ぽしていた。

　ふくらはぎが、切きり裂さかれるように痛む。

　ドレスをたくし上げて出血していないかどうかを確認したかったが、そのようなはしたないまねはできない。

　待たせていたはずの馬車は消えていた。レイが勝手に使って、どこかへ行ったらしい。おかげでシレーヌはカンディナールをさまよう羽目になった。

　やがて水の音に吸い寄せられるようにして、とある公園の噴ふん水すい広場へたどり着いた。

「シレーヌ嬢じよう」

　低く、澄すんだ声で名前を呼ばれた。

　アラン・ディセントが追いかけてきたのだ。自分と結婚するつもりもないというのに。

　アランに恋人がいる可能性を、予想していなかったわけではない。ただ彼は伯はく爵しやく家けを継つぐ者だ。一時的に熱をあげたとしても、理性は保たもっていると思っていた。妻つまと恋人は別だと、線引きをできる人間だと。

（お父さまは、愛人をふたりも持ったのに）

　シレーヌは完璧な伯爵令れい嬢じようだ。望まれてそうなった。疑うたがいもせずに、自分と結婚した男が次期クラウデッド伯爵になると思っていた。自分は家名に恥はじぬよう、迎むかえ入れる夫にクラウデッド家の伝統を伝えていこうと日々努力していた。

　──父が、よそに愛人を作り、息子むすこを持っていたと知るまでは。

　認知された異い母ぼ弟ていがいたのだ。将来は自分でなく、見知らぬ女が産んだ子どもがクラウデッド家の広大な土地や屋や敷しきを相続することになる。

　両親の関係は冷えきっており、修復はすでに不可能だった。彼らは娘を全員嫁とつがせるまでは表面上仲むつまじく振る舞うことに決めた。当時十五歳だったシレーヌは、自分の輝かがやかしい将来があまりにもあっさりと消えてしまったことを知った。

　父は、母や自分たち姉し妹まいよりも愛人とその息子をあからさまに愛していたのだ。

　シレーヌは、愛される、ということが分からなくなった。

　自分もかつては父親に愛された娘であったはずだったのだが。

　伯爵家の娘として生まれたからには、義務を果たさなくてはならない。結婚して、子を産むという役目を。家名を守り、善よき婦人でいるという役目を。

　シレーヌはそれを放ほう棄きしたいと思ったことはない。

　けれど、結婚は愛情で大きく左右される。

　最も信じられないものに、自分の人生は大きく揺ゆさぶられてしまうのだ。

「あなたが靴を履はくのは、俺との結婚のため？　本当は違ちがうだろう」

「本当は、なんてどうでもいいわ。私は確実なものが欲しいだけ。愛のある結婚なんて、しょせんまやかしよ。あなただってすぐに思い知ることになる」

「あなたにとって確実なものとは、いったいなんなんだ？」

　シレーヌはぼんやりと、過去に想いを馳はせた。

　自分の歌が、王都の歌劇女優よりも優すぐれていると言ったのはいったい誰だっただろう。

　普段通りお上手じようずね、と言って少し微笑ほほえみかけてやると、彼は──そう、夏のパーティで出会った男だった──やけにはっきりと言ったのだった。

　あなたは大きな才能を持っている。内輪の合奏に花を添そえる程度にしておくには、勿もつ体たいないほどだ。

　シレーヌはこのとき、何かが心にひっかかった。

　いずれ、近いうちに自分は結婚して家庭を持つことだろう。そのとき、夫は今のように歌うことを許すだろうか。歳としをとり、大きな娘むすめや息子を持つ身でこのような演奏会の主役を務つとめようとするなど、恥はずかしい行いだと思うのではないだろうか。

　すべては結婚への話題作りのために。ほんのたまに、妹たちにおこぼれを与えるために。そして目的を遂とげれば、シレーヌはもう永遠に歌うことはないだろう。代わりに、夫のことや家の内装のこと、男の子を産むことばかりを考えるようになるだろう。

　それが完かん璧ぺきな令嬢の、なれの果てである。

（もし、そんなぞっとするような未来を変えられるなら）

　本当に自分の歌声は、評価されるのだろうか。もしそうだとしたら、近いうちに待っている牢ろう獄ごくのような未来を、変えることができるのだろうか。

　シレーヌは仮か面めんをかぶり、歌を歌った。けれど恋愛の歌だけは、けして選ばなかった。今の状況を変えたい、そんな気持ちからどん底からの成り上がりの歌ばかりになった。けれど不思議とそれは、労働者階級層によく受け入れられた。シレーヌは愛を失い、新しい世界があると知った。

　はじめて路上で歌を披ひ露ろうした夜、記念すべきひとりめの観客はシレーヌに告げた。

　あなたはこれからすばらしい歌手になる、と。

　くたびれた灰色のコートを着た労働者だった。それからずっと、自分の歌を聴ききに来てくれる。

　褒ほめられたのは、あのときのパーティと一いつ緒しよだった。

　唯ゆい一いつ、そして絶対的に違うのは、今夜のシレーヌは伯爵令嬢ではなかったということだ。

　──やはり私は、間ま違ちがっていなかったのだ。

　愛されない自分が歌う歌を、愛してくれる人がいる。

（自分の歌声だけは、信じられる。愛情や身分や容姿をすべて取り払った、私自身の可能性だけは）

「私は価か値ちのある女になりたいのです。誰かに左右されることのない、特別な女性に」

　歌だけは自分の実力で、成功をつかみとりたい。

　しかし成功者はみな「不幸な女の子」なのだ。

　シンデレラは継まま母はは・継姉にいじめられた女の子。

　演劇界の新たな歴史となったヴァイオレット・ファーは家族を捨てて王都にやってきた少女だった。

　身分もない。富もない。そういった女の子が、この国では最後に名を残すのだ。

　シレーヌは持ちすぎていた。伯爵令嬢の身分、父のものではあるが十分な資産、そして容姿。

　すべてを捨てて歌のために生きるなど、できない。

　大たい衆しゆう紙しに醜ゴシ聞ツプを載のせて、落ちたものだと言われるなど耐たえられない。

　シレーヌは完璧な令嬢となるべく、育てられていたのだから。

「人魚の靴に、願います。私はアラン・ディセントの妻になりたい」

　シレーヌはとうとう、魔術師の靴に願いをこめた。靴は魚のうろこのようになまなましく、不気味に光り始めた。

　もうどうしようもないところまで、シレーヌは追いつめられていた。

「これで伯爵夫人としての身分も、歌姫としての成功も、どちらも手に入る。この靴は私に望んだ未来を授さずけてくれる」

「では、その腕うではなんだ」

　シレーヌは、自身の右腕を見下ろした。

　赤黒い気き泡ほうがびっしりと、シレーヌの腕に現れている。

「ひっ……！」

　ということは、足もか。あの痛みはこの気泡のせい……？

　人にん魚ぎよの靴の代償は痛みを伴ともなう。

『どうしても耐えられなかったなら──これを使いなさい』

　アランに会いに行く前、レイはある物をシレーヌに手渡していた。

　シレーヌはハンドバッグの蓋をそっと開ける。

　中には宝ほう石せき細ざい工くで彩いろどられた、小さな短剣が入っていた。

　おもちゃのように見えるが精せい巧こうで、柄えを抜けばきらりとするどい刃先が光る。

（ナイフなんて……なんの役にも立たない）

　シレーヌはいらだった。

（嫌いやよ。私は靴に勝ったはずよ。シレーヌ・クラウデッドは完璧だもの）

　けして誰にも汚けがされたりしない。魔術だって、その例外ではない。

　──では、なぜこの男は自分のものにならないの？

　手には、レイから贈おくられた短剣が収まっている。

　気がつけばナイフの刃先を、彼の方へ向けていた。

「シレーヌ嬢」

（違う。何をしているの、私。こんなものはすぐに捨ててしまいなさい！）

　頭で命令しても、体が言うことをきかない。腕を包む赤黒い泡あわが、ひときわ大きくなった。

　──もしかして、呼吸をしている？

　泡がふくらんだりしぼんだり、それはまるで空気を吸っているようだ。自分の意志をねじふせて、何かが体を支配してゆく。

　シレーヌはぞっとした。

　この短剣を手放したい。この体は、何をするか分からない。

（アランさま、逃にげて。ここから消えて）

　シレーヌは口をぱくぱくさせて、そう訴うつたえた。

　声が、出ない。

　シレーヌは、代償を払ったのだ。

（私は、運命に負けた……？）

　愕がく然ぜんとした。

　レイは自分を完璧な女性だと言った。姉妹たちの中でも一番、素質がある。美しく気き概がいある女性だと。

　アランが警けい戒かいした目つきになる。じり、と間合いをつめようとしている。

（彼は私を、拒きよ絶ぜつしている）

　シレーヌは地面を蹴けり、短剣をアランの胸めがけて突き出した。

　彼は避よける。横に飛びすさって、シレーヌを捕つかまえようとするが、彼女が足を払うと同時につま先から大量の水が飛び散ちり、アランを威い嚇かくする。

　水はぱきぱきと固まり、つららに変化する。

　シレーヌはぜいぜいと息を荒らげた。

（私の願いは、本当の願いは、きっと別にあったのだ）

　シレーヌは歌手になりたかった。

　けれど、クラウデッド家の名めい誉よを傷つけたくもなかった。

　仮面の歌姫を目当てに、多くの人が集まってくれる。

　完璧な伯爵令嬢を目当てに、たくさんの男性が夜会にやってくる。

　シレーヌはどちらも手放せなかったのだ。

　けれどそれの根こん本ぽんはなんだったのか？

（私は、愛されないということが、恐ろしいだけなのだわ）

　つまり、自分の願いを忠実に叶かなえるためには、求婚を拒きよ否ひされたという事実を葬ほうむらなくてはならない。アランが自分を愛する可能性など、ほとんどないに等しいのだから。

　人魚の靴はシレーヌ本人よりも、彼女の内面を正しく理解していたのだ。

（楽になれとは、そういうことねレイ）

　アランがこの世からいなくなれば、高たか嶺ねの花のままでいられる。傷つかずに済む。

　靴がシレーヌの願いに従順になり、体を乗っ取っているのだとしたら。

　彼を殺してしまえば、この体から気泡が消える……？

　声を失ったとはいえ、人殺しにはなりたくない。それはシレーヌの矜きよう持じが、何よりも許さないことだった。シレーヌは十九年間、完璧な伯爵令嬢として生きてきたのだ。

　人殺しは完璧な伯爵令嬢に、最も不ふ名めい誉よな経験である。

　シレーヌはぶるりと体を震ふるわせた。
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　エデルは、ぴたりと立ち止まった。

「エデルさん？」

　ディセント家からよこされた手伝いのメイドが、不ふ思し議ぎそうな顔をしている。

　荷物をまとめて、すでに馬車には乗せきっている。

　あとは屋敷へ向かうだけだ。

（なんだか……嫌な予感がする）

　今、魔術師の靴の気配を強く感じたのだ。

「アランさまは、まだガラスドームでしょうか」

「そのはずですよ。ですがエデルさんはお屋敷へこのまま向かってください」

　エデルは目を見開く。

　レイだ。彼の姿が不吉なかげろうのように、街がい灯とうのそばに浮かびあがった。

　彼は二、三度手て招まねきをすると、すっといなくなった。

　なぜ彼がこの場に現れたのか。

（シレーヌさまに、何かあったんだ）

　彼を追いかければ、間に合うかもしれない。

　仮面の歌姫を見つけたとき、エデルは結局彼女を助けることができなかった。

　少しの間考えたが、エデルは走り出した。

「エデルさん!?」

「すみません。私が戻もどらなかったら、アランさまにお伝えください」

　レイを追いかけ、路地裏に入る。彼はエデルを待っていた。

「シレーヌさまは、どちらに」

　彼は答えなかった。ただ唇の端はしを上げて、微笑んでみせた。

「こんばんは、エデル・アンダーソン」

　レイは帽ぼう子しを深くかぶっていた。暗くら闇やみに溶とけ込んで、その姿はますます神秘的に見える。

　エデルはじっとレイを見た。

　暗闇に紛まぎれてはいたが、その全身から濃こい魔術師の靴の名残なごりを感じた。

　正直なところ恐おそろしい気持ちはあるが、聞くべきことは聞かなくてはならない。

「あ、あなたは……シレーヌさまに、魔術師の靴を渡されたのですね」

「実にその通りだ」

　レイは茶化すように言った。

「きみはとても優れている。ガラスドームで出会ったときから、シレーヌに危険が迫せまっていることに気がついていたのだから」

「私は……ぐずぐずするべきではありませんでした」

　シレーヌに対する複雑な心しん境きようから、エデルは深入りするのを躊ちゆう躇ちよしてしまった。

　魔術師が、彼女のすぐそばにいたというのに。

（彼の目的がもしセスさんと一緒なら、説得することはできる……？）

「あなたも、誰かから魔力をもらわなければ力を失うのですか？　だからシレーヌさまに靴を渡した？」

　かつて、エデルの顧こ客きやくに魔術師の靴を渡していたセスは、魔力を定期的に摂せつ取しゆしなければただの人間になってしまうと言ったのだ。

　自身の退化を本能的に恐れ、魔術師は靴を通じて魔力を求めるのだと。

　しかし、レイから返ってきたのは意外な返答だった。

「ぼくは魔力を他人に求めるほど、落ちぶれちゃいない」

「ですが、シレーヌさまに靴を渡されたのは魔力を手に入れるためでしょう？」

「エデル。きみはこれまでの人生で、魔力を食べたことはあったかな？　魔術師の靴の気配にきみはとても敏びん感かんのようだね。それは、誰かから力をもらって手に入れたものかい？」

　エデルは首を横にふった。

　この力はエデルの意志とは関係なく目覚め、そして以降消えることなくエデルの中に在あり続けているのだ。

　その間エデルは一度も魔力を必要としたことなどない。

　レイはゆっくりとした口く調ちようで、まるで子どもに読み書きを教えてやるように話し始めた。

「吹けば消えてしまうような弱い力しか持たない魔術師は、他者から定期的に魔力を摂取しなくては人間になってしまう。正確には、魔術師の力を保てなくなってしまうため、魔術師たちのコミュニティに籍せきを置けなくなる。そしてコミュニティで育ってしまえば、人間社会で生きてゆくのも容よう易いではない。どこからもつまはじきにされる恐きよう怖ふから、靴を利用するようになる」

　エデルは口をつぐんだ。

（セスさん……）

　彼はあのとき、どんな気持ちでガラスドームを去ったのだろう。

　自分が想像していた以上に、彼は孤こ独どくな立場に立たされていたのだ。

「きみはどうやら何も知らずに育ったようだ。他人から力をもらわなくてはならない小物が一匹、それがせいぜいきみの先生だったというわけだ」

「小物ではありません。……私に、さまざまなことを教えてくださった方です。魔術師のことではないですが」

　エデルは改めてたずねた。

「……では、あなたは？　あなたはなんのためにシレーヌさまに靴を渡したのですか」

　レイは質問には答えずに、人を食ったような笑みを浮かべた。

「そのブローチの持ち主に会いたいかい？　エデル」

　エデルの胸元に輝く、すみれの花を模もしたアメジストのブローチ。

　母ヴァイオレットの遺い品ひんである。

「──お母さんは、亡なくなりました」

「知っているよ。……とてもよく、知っている」

「レイさん、あなたは……」

　レイは唇にひとさし指をあてて、エデルの言葉を遮さえぎった。

「シレーヌが、魔術師の靴に負けたようだ」

　言うなり、彼は走り出した。エデルはあわてて追いかける。

　エデルは足が速い方ではない。すぐに息もあがってくる。

　彼女のスピードが落ちると、レイは察さつして立ち止まる。その繰り返しである。

　やがて、噴水広場のある公園までたどり着いたとき、視界を覆おおうほどの黒い靄もやがあたりをただよっていた。

「これって」

　エデルが異変に気がついたとき、霧きりのようにたちこめる靄に紛れるようにして、レイは姿を消していた。

「レイさん……？」

　公園に足を踏ふみ入れると同時に、噴水の水が、しぶきをあげた。

　シレーヌがいた。水しぶきを体に浴あびて、さえざえとした目で向かい側に立つアランを見る彼女は、人からかけ離れた生き物のように見えた。

　赤黒い気泡が彼女の体中を埋うめ尽つくしていたが、その薄うす青あおの瞳ひとみだけは変わらずに、澄んだ色をしていた。

「シレーヌさま！　アランさま！」

　エデルが駆かけ寄ると、アランは目を見開いた。

「エデル、お前……うちの屋敷に行ったのでは」

「お話は、あとで。シレーヌさまをお助けしましょう」

　アランの隣となりに収まると、エデルはシレーヌを改あらためて見つめた。

　靄が濃くたちのぼり、シレーヌの全身を包みこんでいた。かなり靴に生命力を吸い上げられているはずだ。

「彼女はナイフを持っている。それに、あのつららは厄やつ介かいだ。俺の後ろにいろよ」

　エデルはうなずいた。運動神経のない自分が無む謀ぼうに動いても、足をひっぱるだけだ。

「アランさま、シレーヌさまがこうなる前に、何かお話はされましたか」

「シレーヌ嬢は魔術師の靴を履きこなしたと思っていたらしい。ところがこの事態だ」

「魔術でシレーヌさまを抑おさえられますか」

「やってみよう」

　アランが指をこすって魔術を発動させたが、水にかき消されてしまう。舌した打うちをして、彼は駆け出した。つららを避よけ、シレーヌのもとへ突き進んでゆく。

　エデルはその隙すきにブローチで指を傷つけた。エデルの血液は、魔術師の靴を壊すことができるのだ。

「シレーヌさま！」

　アランの放った魔術が大きな鎖くさりの形となり、シレーヌの体を締しめあげる。

（あの靴は、つま先から水が出る。つまり彼女の後ろに回ればいい）

　アランが抑えているので、そうそう簡単に足は動かせないはず。

　水をかぶらないように、そっと彼女の後ろに回る。

　シレーヌはそれに気がついたようだった。足を後ろにはね上げて、エデルに水を浴びせた。

「エデル！」

　アランの叫さけび声を聞いた。ぱきぱきと、エデルの体に散った水すい滴てきが固まってゆく。

　彼がエデルの腕を引いた。身動きがとれないエデルに、シレーヌの第二撃が迫ろうとしていた。

（靴に、触さわれない。どうしたら）

　エデルは動どう揺ようしながらシレーヌを見た。

「足は固まっていないな？　走って逃げるんだ」

　だめだ。自分は彼の足をひっぱっている。

　逃げた方がいい。彼を困らせないために。

「いい加減にしろ、シレーヌ！　これ以上、人を傷つけるな！」

　アランが声を荒らげた。

　彼はとても、怒おこっている。つかまれた肩かたの感かん触しよくから、押し寄せるような激情を感じる。

　シレーヌの水が猛もう攻こうを増す。アランの怒いかりに反応しているようだった。彼女はナイフの刃先をアランに向け、深い息を吐はいた。

　エデルは、シレーヌの口の動きに注目した。ぱくぱくと、何かを必死に訴えている。

（声が、出ないの……？）

　追わなくては、彼女の唇の動きを。目をしっかり開けて、水におびえずにとらえなくては。




　に・げ・て。

　こ・ろ・し・た・く・な・い。




（シレーヌさまの意志はなくなっていない……！）

　黒い靄が、一点に集まる。彼女の握にぎっているナイフに向かって、その色を濃くしてゆく。

「アランさま、あのナイフをシレーヌさまから取り上げれば」

「水で攻こう撃げきしてくるかもしれないぞ」

「つららで私たちを殺せるなら、最初からそうした方が早いです。おそらく水はシレーヌさまの意志で、勝手に動いてしまう右手を……ナイフを止めようとして出しているものなのではないかと思います」

　エデルの体は凍こおりつきかけたが、怪け我がは負っていない。

　シレーヌは自分に忠告したのだ。

　ここから逃げて。ナイフが届かなくなる距きよ離りまで離れてほしいと。

　アランは懐ふところから、拳けん銃じゆうを取り出した。

　エデルはぎょっとして彼を見上げる。

「あ、アランさま、それ……」

「俺の魔術じゃ抑えきれない。となれば、物理的に止めるしかない」

　うまく短剣にあたればいいが、そうなるとは限らない。シレーヌの体は自由がきかないようだ。

「俺は銃が嫌きらいなんだ。だから今まで、使ってこなかった」

　アランは銃じゆう口こうをシレーヌの手に向けた。

　とたん、シレーヌの水が足首に巻きつき、エデルはあっという間に引きずられた。

「エデル！」

　アランが腕をつかんで引きとめようとしたが、エデルが体勢を崩くずして地面に倒たおれる方が先だった。そのまま石いし畳だたみの上をすべり、シレーヌのもとへと近づいてゆく。

（シレーヌさま）

　エデルが巻き込まれたことで、アランは銃を使えなくなってしまったようだ。銃口はシレーヌのナイフに向けているものの、すでに構かまえを解いている。

　殺される、かもしれない。

　足首に巻きついた水の冷たさに、エデルは身震いをした。

（シレーヌさまから靴を脱ぬがさなくては。彼女は何を願い、あの靴を履いたのか……それが分かれば、お助けできるかもしれないんだ）

　シレーヌは、魔術師の靴を履きこなしたと思っていたらしい。

　少なくとも彼女は、このような未来を予想してはいなかっただろう。

　なんでも手に入れられるはずのお嬢さまが魔術師の靴を履いているということは、何か手に入れたいものがあったはずなのである。

　シレーヌはエデルのすぐ後ろに、巨大な水壁を作り上げた。

　アランの姿は見えなくなり、視界に限っては外界から完全に遮しや断だんされた。滝のような水音が、彼の声すらかき消した。

　シレーヌの皮膚は泡に覆われて、違う生き物のように変化している。

（早く、早く考えて。シレーヌさまのことを）

　エデルは母親のブローチをぎゅっと握りしめて、自分を落ち着かせようとやっきになった。

　シレーヌは口を動かさない。よく見れば、口元にまで泡がふくらみ始めている。唇の動きを読みとるのは、もう無理だ。

（思い出して、シレーヌさまとお会いしたときのことを）

　アランが気に入るような靴を、と注文した。靴にはあまり興きよう味みを持っていなかった。アランに気に入られるためにガラスドームの靴ならなんでもいい、という様よう子すなのかと思ったのだが、もしかしたら違うのかもしれない。

（そういえばカーレンさまは、靴にこだわりがあった）

　アランに恋をしていたカーレンは、彼とむすばれるために足しげくガラスドームに通っていた。靴のデザインには必ずリクエストがあり、彼女はデザイン画を真剣に吟ぎん味みしていた。

　彼を好きだったから、靴を褒めてほしかったから。

　シレーヌは違った。靴よりも、どちらかといえばエデルに興味を持っていた。

　飢うえたことはあるのか。労働者である自分をうらやましい、などと言った。

　彼女はオーダーを「真夜中に出歩けるような靴」に変えて、エデルにあれこれと質問し始めたのだ。

（まさか、労働者になりたい、なんて）

　でも、「まさか」の願いを叶えるのが、魔術師の靴である。

　エデルはシレーヌの目を見つめた。

　彼女の瞳は諦あきらめていなかった。薄青の瞳から、考えられないほどの情熱の光がちらついていた。

　何か大切なもののためにシレーヌは、生きようとしていた。

「シレーヌさま、靴を脱ぎましょう。私がお手伝いします」

「……」

「もっとシレーヌさまのお話を、聞きたいです。カタログの靴もいいですが、シレーヌさまにぴったりの靴を、シレーヌさまのお話から考えたいです。だから、もう一度一緒に考えさせてください。──それが、私の仕事ですから」

　シレーヌは右手にナイフを持ち、その腕は震えている。

　ナイフを自分の意志で必死に、抑えこもうとしているのだ。

　シレーヌは目配せをした。エデルを見て、視線で靴を指した。

　エデルは意を決して、立ち上がった。

「シレーヌさま、ナイフを少し触らせてください」

　人魚の靴は水を出す。ほんのわずかな血液では、流されてしまうのだ。

　エデルはシレーヌのナイフを手の甲にあてがい、刃を走らせた。あとからやってくるするどい痛みと共に、血液が浮き上がった。

　エデルが魔術師の靴に手の甲を押しつけると同時に、シレーヌが苦しみに息を吸い込むのが分かった。水の壁が崩れてゆく。ついに自制を失った彼女がナイフをエデルに向かって振り上げた瞬しゆん間かんに、がぁん、とつんざくような音がした。

「シレーヌさま！」

　ナイフの先が吹き飛ばされ、シレーヌは噴水へ倒れていった。大きな水しぶきがあがり、雨のように水が噴ふきあがった。

　エデルはあわてて、彼女に駆け寄った。

　息をしている。手からも血が出ていない。アランは拳銃の扱あつかい方を誤あやまらなかったようだ。

「はい、シレーヌ。よくがんばりました」

　噴水の縁ふちに、男がひとり立っていた。

　レイである。

　彼は倒れ込んだシレーヌの足から人魚の靴を引きはがすようにして脱がせると、靴を横にふった。

　真しん珠じゆ貝がいの装そう飾しよくがぽうっと光を灯ともし、そっと開いてゆく。

　中には小さな真珠が一ひと粒つぶ。レイはそれをつまむと、口に放り込んだ。

　──魔力を、食べたのだ。
















　アランがすごんだ。

「お前がレイか。靴を渡せ」

「嫌だよ、もともとぼくの靴だし。そうだ職人のお嬢さん──エデル。きみひとりでこちらへおいで」

「行くな」

　アランが腕を引いて、エデルを引きとめた。

「罠わなだ。絶対に行くんじゃない」

「アランさま」

　レイは人魚の靴を揺らして、再び誘さそいかける。

「エデル。今ならシレーヌの声、取り戻せるけど。どうする？」

「えっ……」

「彼女から奪うばったものは、まだ残っているんだ。もちろん、歌声もね。ひとつはぼくが食べちゃったけど、もうひとつが残ってる。これを返せば、以前ほどの質でないながらも声は取り戻せる」

　シレーヌの声が、取り戻せる。

　迷う必要があるだろうか？

「エデル。俺も一緒に行こう」

「いいえ。レイさんの条件は私がひとりで取りに行くことです。ここは、行かせてください」

　エデルは薄茶の瞳を、シレーヌと同じ薄青に変えた。

　魔力が体をみなぎってゆくのが分かる。

　エデルはレイと共に噴水の裏側へと移動した。

　彼は、アランが撃うち抜いた短剣を噴水から拾い上げると、水を払った。

「ひどいものだ。こんなにしてしまって。この剣は靴と対ついになっているのに」

　短剣の持ち手につけられた、ひときわ大きな真珠の装飾。

　水みな面ものような薄青の光を帯びている。

「シレーヌはこれで、自分を愛さない人間を葬れば体の異変からは解放されるはずだった。この短剣を彼女が握りしめることで、ありったけの生命力を吸わせた。彼女から奪った声は、この中に入っているのさ」

　レイが短剣を振ると、ぼろりと、崩れるように真珠が落ちる。エデルはあわててそれを受け止めた。

　そして、レイは体をかたむけて、エデルの耳元でささやいた。

「ぼくは、きみの父親だよ。エデル」

　エデルは動けなくなった。

　うすうす、そんな予感はしていたけれど──そうであってほしくはなかった。

「きみの持っているブローチは、昔ヴァイオレットが作らせた特注品だ。それを見てすぐにぴんときた。それにぼくときみはよく似ている。他人の空似ではないだろう」

「……はい」

「なんのためにシレーヌに靴を渡したのか、きみは知りたがっていたね。それを今、特別に教えてあげよう。ぼくは次代の王おう妃ひシンデレラを生むつもりだ」

　エデルは顔を上げた。

「次代の……？」

「シレーヌはその器うつわではなかったようだ。彼女が脱落したことで、きみはたった今次期シンデレラの有力候補となった。きみは大きな魔力を有し、そしてぼくが見てきた中で最もつともシンデレラに近い素質を持っていた女性の血を受け継いでいる」

「意味が……分かりません。あなたのお話ししていることがまったく分からない。私にはそんなだいそれた力などありません」

　かつて国民に希望を与えた特別な少女と、気弱で怖こわがりな自分では雲うん泥でいの差である。

「いいや、そんなことはない。シンデレラは絶望の淵ふちにいたみじめな女の子だった。魔術師の靴は、希望を失った人間によく似合う。きみも条件さえそろえば、十分素質ありだ」

　レイは静かに言った。

「たとえば、きみにとって大切な人間に、何か不幸なことが起こるとかね」

　エデルは顔を青くした。

　──アランさまに、何かあったら。

「ぼくはきみにとって大切な人間が誰なのか、見み極きわめることにするよ」

「何を……」

「今日のところは、これで」

　びゅうっと、つむじ風が吹いた。

　レイの姿は消えていた。

　エデルはしばらく呆ぼう然ぜんとしていたが、はっと我に返った。

　アランはすでにシレーヌを噴水から助け起こしていた。

「エデル……靴を脱いだせいか、気泡もしぼんできている」

　ぐったりとしたシレーヌの目は閉じている。

「でも意識が」

「吹き飛ばされた衝しよう撃げきで気を失ったんだろう」

「は、早く病院へ」

　アランは馬車を拾いに走ってゆく。エデルはそっと、シレーヌの白い唇に真珠をあてた。

　彼女の舌の上で、白い真珠が溶けてゆく。

　濡ぬれたドレスを早く脱がせてしまわなくては。でも、代わりに着せるものがない。

　ペチコートだけにして、アランの上着を着せるべきか。

　彼女はそのような姿で病院に行くことを嫌がるだろう。

　エデルはハンカチでシレーヌの体をぬぐった。もっと大きなタオルが欲しい。

　彼女の世話を焼きながら、エデルはいつの間にか泣いていた。

　レイは、シレーヌを切り捨てた。

　そして自分に目をつけた。アランの命を脅おびやかすような脅おどしをかけた。

　もし、もし最悪の事態になったら──。

（私は魔術師の靴の誘惑に勝てるだろうか。もしアランさまに何かがあって、彼を取り戻したいと思ったら）

　彼のためなら自分がどうなってもいいと思うに違いない。

　そして、藁わらにもすがる思いで魔術師の靴に手を伸ばしてしまうかもしれない。

「……怪け我がは、ないの？」

　シレーヌの唇が動いた。

　声が、聞こえる。少し低くしわがれたけれど、彼女の言葉が聞こえる。

「シレーヌさま、大丈夫ですか」

「……私は人を殺した？　あなたは、怪我をしているわね？」

　エデルは首を横にふった。シレーヌは安あん堵どしたような顔で、目を閉じる。

「足が……もう、痛くないわ」

　シレーヌはぼんやりとしたように言った。

「魔術師の靴は、レイさんが持って行ってしまいました。アランさまがこれから病院へ連れて行ってくださいます。お風か邪ぜを召めされるかもしれませんので、私と服を交換しませんか？」

「嫌よ」

　きっぱりと断ことわられて、エデルは困こまってしまった。

「で、でもこのままじゃ……。わ、私ドレスはきれいにしてきちんとお返しします。本当です」

「あなたが盗ぬすみを働はたらくなんて……思ってないわよ。そのスカートでは……足が、見えてしまうでしょう」

　シレーヌは気泡で埋め尽くされた足をできるだけ隠かくしていたいらしい。

　馬車を見つけたアランが、走ってやってくる。

　エデルはほっとして、シレーヌの体を支えた。

「シレーヌさま、馬車が来ました。一緒に行きましょう」

　シレーヌはぼんやりとエデルの横顔を見つめて言った。

「アランさまが愛している人は、あなたなの？」

「……え？」

　とっさのことでシレーヌの質問の意い図とが見えず、エデルは呆ほうけた返事をした。

　アランが愛している人間がいるならば、それはおそらく自分ではない。

　エデルはただ、彼に雇やとわれた職人である。仕事の仲間として大切にしてもらってはいるが、シレーヌの言うような関係ではない。

（もしかしてシレーヌさまのほかに、アランさまには、愛している方がいるのか……）

　ひどく落らく胆たんしている自分を叱しつ咤たする。今はそんなことを考えている場合ではない。

　シレーヌが立ち上がろうとしたので、あわてて肩を貸す。

　彼女は病院にたどり着くまで、かたく口を閉ざしたままであった。
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「レイ・バーンゼルは消えましたわ。滞たい在ざいしていたホテルはもぬけのから。まだこの街にいるかも怪あやしいものですわ」

　靴くつ箱ばこ館かんでルディアはからっぽのLXXII７２の靴箱を探しあて、その腕に抱かかえた。

　本来、人魚の靴が入るはずだった靴箱である。

　最近クラウデッド家に出入りしていた歴史学者の存在を、ルディアはアランより早く知っていた。

　クラウデッド家の夜や会かいで、ルディアは床ゆかに散った不ふ審しんな水を見つけていたのだ。

　もしや魔術が関わっているのでは──と、クラウデッド家の周辺を探さぐっていた彼女だが、そこでかの家が新しく支し援えんを始めた歴史学者について知ったのだという。

　だが、彼に対する詳しい経歴はどんなに洗い出しても出てこない。

　不審に思っていたところで、今度は仮面の歌姫が魔術師の靴を履いている、と兄から連絡を受けたのである──。

「お兄さまのお話を聞いて、仮面の歌姫が茶会の会場に紛れ込んでいると思いましたのに……まさかシレーヌさまご本人が仮面の歌姫だったとは」

　ルディアは驚おどろいたが、シレーヌの歌声については茶会の出席者がみな一様にすばらしいと語っていたので、納なつ得とくしたらしい。

「それから、オーウェン・ガードナーさまがカンディナールのホテルに滞在なさっています。わたくしにお手紙をよこされました」

「お前のところにもきたのか!?」

　シレーヌの病院の手配を終えたのち、アランは彼のよこした手紙をすべて読んだ。

　アランにとって、とんでもない事実が綴つづられていたのだ。

　ルディアはうなずいて、ため息をついた。

「まさかオーウェンさまが、魔術師の靴のことを、先にお父さまにご相談されていたとは思いませんでしたわ」

　オーウェン・ガードナーは、シレーヌの変化にいち早く気がついた青年だった。

　シレーヌ嬢が、とある靴で何か不思議な力を操っている。よくない気がするので、ディセント家で回収してもらえないだろうか──。

　カンディナールのアランにではなく、王都にいた父の方に相談したということは、よほど状況は切せつ迫ぱくしていたのだろう。

　アランとルディアの父であり現ディセント伯爵家の当主、アルヴァ・ディセントはオーウェンにこう言った。

『すぐにでも息子がシレーヌ嬢の靴を回収するだろう。安心してくれたまえ──』

　そして結果が、今回の婚約騒さわぎである。

「つまり父さんはあえて、シレーヌ嬢の願いに『乗った』ということだな」

「いくらシレーヌさまに近づくためとはいえ、靴を回収するのにお兄さまが婚約する必要はありませんわ。絶対に、面おも白しろがっていたに違いありません。でなければ、わたくしにシレーヌさまを調べるように言うはずですもの」

　ふたりは難しい顔をした。父親のアルヴァは一ひと筋すじ縄なわではいかない性格で、ルディアですらも煙けむに巻かれてしまうことが多いのである。

「それでオーウェンは、好きな女性が相談相手の息子と婚約してしまいそうになったから、焦あせったというわけか」

「夜会でもずいぶんお兄さまのことに探りを入れられましたわ。彼女を助けるためにした行動が、彼女の婚期を早めてしまったと思ったのでは」

「しかし、なぜオーウェンはシレーヌが魔術師の靴を履いていることに気がついたんだ？」

「それはいろいろと、思い当たるふしがあります。彼は歌劇に熱心でした。もしかして観劇の帰りに、仮面の歌姫と出くわしたのかもしれませんわ」

　仮面の歌姫の出しゆつ没ぼつ場所は劇場へと続く橋の上だ。普通なら馬車でも使って帰るところだろうが、オーウェンは気まぐれに夜道を散歩していたのかもしれない。

「シレーヌさまの歌声をパーティで何度も聞かれていたようですし、いくら姿を隠していたとしても、歌声で気がついたのかもしれません。なんといっても、好きになった女性の声ですものね」

「仮面の歌姫を追ううちに、彼女が自衛のために人魚の靴を履いたことに気づいたのか」

　男のひとりやふたり、なんでもないといったようなことをシレーヌは言っていた。実際に靴を使ってごろつきくらいはやりこめていたのかもしれない。オーウェンはおそらく、その現場を見ていたのだ。

「シレーヌさまがお体を悪くされたという情報も、お父さまが教えたのかもしれませんわ。このところ、本ほん邸ていの使用人をよく外へ出しておりましたもの」

　シレーヌのことはアランの両親が注意深く見張っていたのだろう。

　ディセント家の使用人の中には、情報収集のために雇っている玄人くろうとも少なからずいる。

「オーウェンさまは、シレーヌさまのお見舞いに行きたい、手みやげに靴を作りたいとおっしゃっていますわ。最優先で進めていただけるかしら」

「それはもちろん対応する。人魚の靴はもともとシャルロッテがばらまいた靴だ。俺には責任がある。──今は、レイの持ち物であるが」

「お兄さま。エデルさんは、レイと一緒に噴水広場へ来たのだとおっしゃいましたわね」

「そうだ」

　エデルから事情はあらかた聞いた。屋敷に行く前に、レイがエデルの前に現れ、誘われるようにしてあの場所へたどり着いたのだと。

　彼はエデルにはっきりと、自分が彼女の父親であると告げたらしい。

「私が持ちうるすべての人脈を使って、レイの居場所を洗い出しましょう。このままでは危険すぎます。エデルさんも、お兄さまもです。エデルさんのアパートは引き払いましょう。事態が落ち着いても同じ場所に住まわせるわけにはまいりませんわ」

「そうするつもりだ。しばらくはうちに滞在させて、落ち着いたらどこか別の場所を探して──」

「あら。ずっと我が家にいていただくのでしょう？　もちろん」

　ルディアの目が意地悪く光った。

「住まいを探す必要などあって？　エデルさんはガラスドームを継ぐのですから、このお屋敷に住めばよろしいのですわ。すでに荷物はお兄さまの次にいいお部屋に移すように命じてあります。模も様よう替がえも進めなくては」

「ルディア」

「お忘れになってはいないですわよね？　もう、プロポーズはなさいましたわね？　「はい」という回答以外聞きたくなくてよ」

「待ってくれ、俺は指南書の通りにやったつもりだが」

「エデルさんにお返事をもらえた。『はいイエス』ｏｒオア『いいえノー』？」

「い、いいえ……」

「まあ、なんて嘆なげかわしいことでしょう。お兄さまは優秀なお方だと、わたくしはずっと自じ慢まんでおりましたのに……。それを失ったわたくしはこれからどうすればよろしいの？」

　わざとらしく返されて、アランはぐっと言葉に詰つまった。

　アランとて、プロポーズのことを忘れていたわけではない。

　ただシレーヌのことや魔術師の靴のことなど、優先するべきことが多すぎただけで……。

「エデルさんにどんなプロポーズをなさったのか、教えてくださるかしら」

　アランはすべてを、洗いざらい話した。朝にこだわったプロポーズを試こころみた結果、職場で早朝勤きん務むをすると勘かん違ちがいされた痛々しい思い出を吐き出してゆく。

「お兄さま。エデルさんは恋愛に慣なれていない方ですわよ。きどった台詞せりふを使うよりは、お兄さまらしく、ストレートに伝えるべきですわ。今指南書は持っていらして？」

　アランはポケットから指南書を取り出して、ルディアに手渡した。彼女は涼すずしい顔でページをめくり、アランに差し出す。

【にぶい彼女でも絶対伝わる、究極のロマンチック・プロポーズ編！　『あなたを愛している』『結婚してください』このふたつを、真剣に伝えるだけ！　照てれくささを乗り越えれば効果は抜ばつ群ぐんです！】

　アランは冷や汗を垂たらした。

　このページを見なかったわけではない……が、やはり気恥ずかしくて別の台詞を選んでしまったのだ。

「この際照れや恥など、くだらないものはお捨てくださいな。中ちゆう途と半はん端ぱに逃げに走って失敗する方がよほど恥ずかしいというものですわ」

「うぐっ」

　妹があきれたような顔をしている。兄の威い厳げんはもうどこにもない。

　やはり男として、プロポーズくらいはしっかりと決めたいものである。

　アランは決意を新たにした。

「今夜また……雰ふん囲い気き作づくりをして再挑ちよう戦せんする。明日は婚約記念に、盛大な食事会を催もよおしてやるからな！」

「おなかをすかせて待っておりますわ、お兄さま！」

　妹の声せい援えんを浴び、アランは準備を整えるべく肩をいからせて歩き出した。
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　とある紳しん士しが、アランに連れられてガラスドームにやってきた。

　紳士の名は、オーウェン・ガードナー。

　シレーヌへの見舞いの品として、靴くつを持って行きたいらしい。

「どんなときに履はく靴にしましょうか」

　エデルの質問に、オーウェンはいきいきと答えた。

「歌を披ひ露ろうするときに履けるものがいいです。彼女はとてもすばらしい声で歌うので……」

「それでは、発表会か何かのときに履くようなものでしょうか。ドレスに合わせて」

　エデルがたずねると、オーウェンは考えるようなそぶりをみせた。

「ええ。でも、たとえば……黒いマントに合う靴って、お願ねがいできますかね」

「黒の……マント、ですか？」

　エデルが目をぱちくりとさせると、オーウェンがあわてたように付け加えた。

「すみません、今のは忘れてください」

「黒いマントを着られるなら、足元は印象に残るようなものがいいと思います。赤っぽい靴か、もしくは金色とか……。口くち紅べにの色と合わせられても、いいかもしれません」

「は、はあ」

「えっと、つまりイベントの際のお衣い装しように、ということですよね」

　趣しゆ向こうをこらした衣装に身を包んではしゃぐようなパーティは、オルハラ国にもある。令れい嬢じようがあまり大だい胆たんな露ろ出しゆつをすることはないので、足首まで隠かくれるようなマントや修しゆう道どう女じよのような服に身を包むことがほとんどだ。

「ランタン・デイは、もうすぐですものね」

　もうすぐ仮装パーティを行うランタン・デイの季節だ。オルハラ国では一部の都市でしか行われない祭りだが、力を入れる区域は街ごと飾りつけをして、お菓か子しを配ったり舞ぶ踏とう会かいを催もよおしたりする。ちょっとした名物なのだ。ちなみに名前のランタンは、参加者はランタンを持って歩くことが決まりであることからきている。

　エデルの言葉に救われたような顔をしたオーウェンは、そうですそうです、と繰り返した。

「衣装です、黒いマントの。口紅は何をつけていたか、覚えてはいないのですが」

「では、金色にしましょう。赤い口紅をつけられる方は多いので、もしかしたらほかの方とかぶってしまうかもしれませんし」

　それに、金はアランと王都に行ったときに目についた色だった。

　うまく使えば今までにない靴が作れるかもしれない。

　エデルがさらさらとメモに文字を書きつけてゆくのを、オーウェンはただじっと見つめていた。

「今回のことで、ディセント家とクラウデッド家の婚約は破は談だんになるかもしれません」

　唐とう突とつに彼がそう言ったので、エデルはぴたりと動きを止めた。

「彼女の皮ひ膚ふの一部は、元のようには戻もどらないと聞きました」

「……はい」

「僕は、どういう風に彼女に話しかけていいのか分からないんです。彼女の不幸に同情する気持ちもありますが、こうなったことを喜んでいる自分もいます。……いけないことだと分かっているけれど、僕は彼女のことが好きだから」

「オーウェンさま……」

「彼女の歌声が聴ききたくて、一方的に追いかけていました。遠くから、見ているだけでしたが。でも彼女が歌わなくなって、ついには倒たおれたと聞いて、勇気を出さなくてはと思って」

　そうして靴を、作りに来た。

　彼女の回復を祈いのって。再び歌えるようになることを祈って。そして自分に、勇気が出せるように祈って。

「できればあなたに、病室についてきてもらいたいんです。彼女は僕のことを、覚えていないと思います。夜や会かいには何度か呼んでいただいているんですが、兄のついでだし、僕の家はそんなに魅み力りよく的てきな家柄じゃありません。だから見知らぬ男が病室に乗り込んだら、びっくりさせてしまうでしょう。それに、僕がついうっかり彼女に失言しそうになったとしても、たぶんあなたがそばにいれば抑おさえられるんじゃないかって」

　自分がそこまでの大役を務められるとは思わなかったが、エデルは快こころよく了りよう承しようした。

「ええ。一緒に靴をお届けしましょう。私も、シレーヌさまのことを考えて、靴を作りたいと思っていました。……でも、たぶんオーウェンさまの方が、シレーヌさまのことをご存ぞんじだと思います。だからオーウェンさまのご注文に、私の気持ちも一緒にこめます」




　注文は成立し、エデルと職人たちはさっそく工房で作業を開始した。

　素材は悩なやんだが、子こ羊ひつじの革かわの靴に直接金属素材のつま先カバーをあてがうことにした。

「思い切った素材にしたなあ」

　ディックはメタル部分を磨みがきながら言った。ジジはつま先にあたる部分が痛くならないよう、革を厚めにカットするように指示を出している。

「でも、先進的だ。ドレスに合わせるならビーズやイエロー系の宝石を縫ぬいつけるところだが」

「黒のマントとおっしゃられたので、靴くらいは派は手でな方がいいかと……。トゥーキャップを提案してくださってありがとうございました、ジジさん」

　実は王都のショーウィンドウで見たフィリグリー細ざい工くをそのまま靴に使ってみたかったのだが、金を編あみ込む作業だけでなく溶よう接せつを行う必要もあったため、専門家の手が必要であった。また繊せん細さいな細工のため履はき物ものとして使用したときに、装そう飾しよくにどこまでの耐たい久きゆう性せいがあるのかも分からなかった。

　代わりに、つま先の革にまるごと金属をあてがってはどうか……とジジが提案したのである。

「あまりうちじゃ使わない素材だ。慎しん重ちようにいこうか」

　全体的に金属にするのではなく、あくまでつま先のみ。子羊の革はマントと同じ黒色を使用しシンプルに仕上げ、最後によく磨いた金色のトゥーキャップを装着する。

　トゥーキャップが浮いたり、逆にしめつけすぎたりしないようにしなくてはならない。この作業はジジが引き受けてくれることになった。エデルはその代わりにヒール部分を作る。

　リボンか花の飾りをつけるか悩んだが、あえてそのままにすることにした。かかとを高くして、シルエットをスマートに。金の粉をまぶして、真夜中でも月の光できらきらと輝くように工夫する。

　ディックはそういえば、と口にした。

「うちで金属を使うのって、どんなときだっけ？」

「主おもにヒールだな。先せん端たんは傷つきやすいので補強もかねて使うときもあるけど、金色は目に留とまりやすいから個性派のお客さまから注文が入る場合がある」

　たしかに、エデルもヒールの先端にはよく使用していた。黒いヒールの先端に金をかぶせるだけで、さらに靴が大人っぽく、魅力的になったりするものだ。

（ルディアさまなら金属をたくさん使った靴もお似合いになるだろうなあ……）

　現在のルディアがディナー・ドレスに合わせるにはやはりそろいのレースや刺し繡しゆうのものがいいだろうが、あと五年もして彼女がもっと大胆なドレスを身に着けるようになれば、金を使った靴を立派に履きこなしているかもしれない。ぜひ見てみたいものだ。

（オーウェンさまの気持ちが、伝わるといい）

　素敵な靴を履いて、どこかに出かけたくなるような靴を作りたい。特に今、シレーヌが小さな病室で隠いん者じやのように過ごしているならばなおさら。

　シレーヌには叶かなえたい願いがあった。それをきっと、オーウェンは知っている。靴を渡して元気づける役目を持っているのは靴職人だけではない。自分たちの作った靴が、誰だれかの勇気になるのなら、エデルも努力を惜おしむつもりはない。

「エデル、肩かたの力を抜いて」

「はい、ジジさん」

　ヒールに金の粉をまぶしながら、エデルは止めていた息を、ゆっくりと吐はいた。
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　ことさら風のつめたい日だった。

　完成した靴を持って、エデルとオーウェンは病室をたずねた。

「シレーヌさま」

　エデルが声をかけると、彼女は目を落としていた本から顔を上げた。

「どうぞ、入って。……そちらの男性は？」

「ガラスドームのお客さまです。シレーヌさまのお見舞いに、靴をご注文になりました」

　いぶかしげな顔で、シレーヌはオーウェンを見ている。

「そのコート……」

　エデルも気になっていたことを、シレーヌは口にした。

　オーウェンが身に着けていたのはくたびれた灰色の、労働者が着るようなコートだった。

「すみません。この方が見覚えがあるかと思って」

　フードを深くかぶって、オーウェンは微笑ほほえんでみせた。

　シレーヌは目を見開いて、オーウェンの姿を見ている。

「僕はオーウェン・ガードナーです。正式にご挨あい拶さつをしたこともありますが、僕より階級が上の紳士たちが壁かべのように立ちはだかってなかなかあなたに近寄れず、のびのびとあなたを見ることができたのは、あの橋の上だけでした」

「ガードナー男だん爵しやく家けの……では新聞社があれだけ熱心に取材に来ていたのも、あなたが？」

「ご存じだったんですね。僕の兄が、大たい衆しゆう紙しにツテがありました。クラウデッド伯はく爵しやくが僕たち兄弟と親しくしてくださるのも、伯爵が支し援えんされている芸術家を何度か紹しよう介かいしているためです。でも誓ちかって言います、新聞社に声をかけたのはあなたの歌声が評価されるべきだと思ったからです。やましい気持ちでしたことではありません」

　仮か面めんの歌姫は、シレーヌ・クラウデッドであった。

　エデルは靴を作ったのちに、アランから真実を聞いた。

　もっとも、オーウェンは仮面の歌姫の正体を隠しておきたいらしかった。靴を作る際に言葉を濁にごしていたのは、それが原因だったのだ。

　エデルは会話に口をさし挟はさまずに、黙だまって靴箱の蓋ふたを開けた。

「もう一度これを履いて、歌ってくださいませんか。シレーヌさま」

「……以前お聞かせしたような歌声は、もう出せないのです」

　シレーヌは目を伏ふせた。

　声の一部を取り戻したとはいえ、以前彼女のものであったすきとおる伸びやかな音は失われたままであった。

「僕が言ったことを覚えていますか。この姿でも、そしていつかのパーティの席でも」

　オーウェンはつっかえそうになりながら、ちらりとエデルを見た。

（がんばってください、オーウェンさま）

　エデルは靴を箱から取り出して、シレーヌのベッドの上に置いた。

「あなたは、大成する方です。僕には分かります」

「どうして、こんな靴まで贈おくってくださるの。私はあなたの存在を忘れていたというのに」

「それは……僕が」

　オーウェンはこぶしを握にぎりしめて、言った。

「あなたの歌を、愛しているからです」

「私の、歌を」

「ええ」

「私ではなく」

「えっ!?　いや、その、なんというか」

　エデルははらはらとしながら、ふたりのやりとりを見守った。

「僕はあなたのことを、何も知りませんから……やっぱり、歌だと思います」

「そう」

　シレーヌのそっけない返答に、オーウェンは泣きそうな顔をしていた。

「それでは、がっかりすることになるわね。たとえ靴を履いたとしても、私の声は以前のようには伸びないし、響ひびかないでしょうから」

「僕は……僕は、そうは思いません。もしあなたの言う通りなら、今あなたは、飢うえた少女の気持ちを、理解することができるはずですから」

　シレーヌは、はっとしたような顔をした。

「僕はこれで、失礼いたします。すみません、突然押しかけて。またあなたの歌を、聴きに行きますから」

「──今度、お礼の品をお送りします。そのようなコートで、毎晩橋の上までご足労いただくには、あまりにも寒すぎる」

「あのあたりは治安が悪いのですよ、シレーヌさま。いい身なりをしていては危険なのです」

「橋の上で見守っていてくださったこと、そして私の歌を愛していると言ってくださったこと、感謝しております。私自身を愛していると言った男性はたくさんいらっしゃいましたが、歌を愛してくださったのはあなただけです」

「シ、シレーヌさま」

「いずれまた。少しの間、エデルさんとふたりにさせてください」

　オーウェンは承しよう知ちした顔をして、病室を出て行った。

「──靴は、いかがでしたでしょうか」

　エデルがおそるおそるたずねると、シレーヌは言った。

「……とても、いい靴だわ。今まで見たことがないくらい」

「オーウェンさまが、黒いマントに合うような靴を、とオーダーされました」

「悪いけれど、あのカタログの靴はキャンセルできるかしら」

「はい。おそらく、この靴以上のものにはならないはずです。これはシレーヌさまのための、靴ですから」

　シレーヌは金属のつま先を撫なで、ふっと表情をゆるめてから、再び硬かたくした。

「私は愚おろかだった。あの靴を履いて、それがはっきりと分かった。自分が本当に望むものも分かっていなかったのだと」

　シレーヌはそっと目を伏せて、少しずつ口にした。

「令嬢としても、仮面の歌姫としても、私は同じものを求めていた。──誰かに、必要とされるということを」

「必要と、される」

「愛されるということよ」

　エデルは慎重な顔つきで、シレーヌを見つめた。

　伯爵家の令嬢として生まれ順じゆん風ぷう満まん帆ぱんに見える彼女だが、ひっそりと胸に孤こ独どくを抱かかえ続けていたのかもしれない。

　エデルはこの街に来て学んだことがある。

　表面上の事実だけでは、物事を判断することはできない。

　国民の憧あこがれであるシンデレラ王おう妃ひを輩はい出しゆつしたディセント伯爵家が、魔ま術じゆつ師しの靴という闇やみを抱え続けているように。

「だからこそ、歌手になるために魔術師の靴を使いたくはなかったの。自分の力で成功したかった。自分の実力で、大衆に求められる歌手になりたかった。まやかしの愛は、こりごりなの」

「シレーヌさま」

「でも、この結果よ。私はこれからどうするべきか分からない。仮面を脱ぬいで優等生に戻るべきか、それとも……」

「歌ってください」

　エデルは間かん髪はついれずにそう言った。

「私にはシレーヌさまの抱えていらっしゃる事情は分かりません。けれどオーウェンさまは、シレーヌさまのために靴をお作りになりました。歌姫の復帰を祈き願がんされたのです。私も、同じ想いをこめました──少なくとも、オーウェンさまのお気持ちはまやかしなどではありません」

　シレーヌも、そのことはきっと分かっているはずだ。

　以前のように声は伸びなくなり、そして恐おそろしくなったのだ。

　せっかく彼に求められたのに、応こたえられなくなってしまうことが。

「そういえば、今のシレーヌさまなら飢えた少女の気持ちを理解できるはずだとオーウェンさまはおっしゃいましたが、あれはどういう意味なのでしょう」

「橋の上ではそういったものを歌っていたのよ。けれど最後まで気持ちが入らなかった。当たり前ね、私は飢えたことなどないのですもの」

「あ……」

　だから、シレーヌはエデルに飢えたことがあるのか、と聞いたのだ。

　歌の中の少女の気持ちを理解するために。

「苦境に立たされる歌の方が、誰かが足を止めてくれたのよ。だから私もそういったものを歌ったわ……。歌劇のシーンではよくあるでしょう、大切なものを失う場面が」

　オーウェンの言う通り、こうなった今となってはシレーヌも歌の登場人物の気持ちが理解できるのかもしれない。

「魔術師の靴を履きこなせると思っていた。私の力をもってすれば、すべてうまくいくと決めつけていた。私は特別な存在ではなく、ただの傲ごう慢まんな人間だった。結局私はどんな歌も、上うわっ面つらしか歌えないのだわ」

　エデルはたどたどしく、思ったことを口にした。

「あの……シレーヌさまが聴衆のみなさんに興きよう味みを持たれて人気の歌を歌われたように、聴衆のみなさんも、シレーヌさまに興味を持たれていると、お、思うのですが」

「どういうこと？」

「えっと……最初、シレーヌさまは歌を聴いてほしくて、流行の歌を選ばれていらっしゃったんですよね。でも、オーウェンさまのように、シレーヌさまの歌える歌を聴きたいって思っている方もたくさんいらっしゃると思うんです。……ヴァイオレット・ファーをご存じですか？」

「よく知っているわ」

「ヴァイオレットは最初端は役やくで、あまり売れなかったと聞きました。でも、本人のはまり役をあてられたとたん、みなが彼女に注目したんです。その一番の役が、王妃シンデレラだったのだそうです」

　シレーヌは最初、どんな気持ちで橋の上に立ったのか。

　ダンスホールに現れればいっせいに注目されるような伯爵令嬢が、真夜中の橋の上ではつまらないものを見るような目で、見られていたのではないのだろうか。

　シレーヌ・クラウデッドという令嬢を知りたいという人間は彼女の周りにあふれかえっていたはずだ。

　けれど、路上で慣なれない芸を披ひ露ろうする少女に興味を持つような人間は、果はたして何人いただろう。

　なんとしてでも誰かに足を止めてもらわなくてはならない。

　シレーヌはおそらく、勉強したのだ。市井しせいで流行の音楽を。伯爵令嬢が人生の中でおよそ知りもしないような、歌劇の登場人物の経験話を。

　歌の内容を心から理解できなかった、と彼女は言う。けれどそれでも、仮面の歌姫は話題になった。

　シレーヌは仮面をつけて、何者でもない自分になって、そうして聴衆を得たのだ。

　仮面の歌姫の歌を聴いた者に、彼女を知りたい、と思わせたのではないのだろうか。

「もしシレーヌさまが傲慢さを知ったというなら、そのことを歌えばいいのだと思います。だって、それはシレーヌさまの経験に、裏づけされたものですから。もしかしたら、ものすごいはまり役になるかもしれません」

「つまりは、私に傲慢な悪女になれというのね」

「す……少しばかり……」

「悪くはないわ。──靴を履くのを、手伝ってもらえる？」

　病院のガウンに、その靴はあまりにも不ふ釣つり合あいだった。けれどエデルはうなずいて、シレーヌのためにしゃがみ込んだ。赤い斑はん点てんをいくつもつけた足を痛ましい気持ちで見つめながら、エデルはつま先に靴をかけ、すべらせるように履かせた。

　エデルは注意深く彼女の足元を見つめた。

　赤い跡あとは金色の光を前に、かすんで見えた。シレーヌの華きや奢しやな足を甲かつ冑ちゆうのように包み込んだその靴は、強く気高い女性の象しよう徴ちようのようだ。

　ここに全身をうつす鏡があればいいのに、とエデルは口くち惜おしく思った。

　ガウンを着ていたって、髪を下ろしていたって、この靴が彼女にぴったりであるということは、変わりがないのである。

「この靴を履いたら、私は変われるかしら」

「……人は、変わってゆくものだと、アランさまはおっしゃいました。シレーヌさまはきっともう、以前のシレーヌさまではありません。いろいろなことがあって、ここに新しい靴がありますから」

「私、アランさまと婚約はしないわ。もう噓うそはつきたくないから」

　シレーヌはそっと微笑んだ。

　エデルは思わず、その美しさに見とれた。

　おとぎ話に出てくる善よき精せい霊れいは、きっとこのような笑顔で登場人物に幸運を授さずけるのだ。

「この靴の贈り主は私の歌を愛している、と言った。私は愛されることを思い出したい」

　シレーヌはか細い声で歌い始めた。

　エデルは原曲を知らなかったが、それは愛の歌だった。もどかしくせつない少女の気持ちが伝わってくるような、繊細な歌詞であった。

「やっぱり、本調子ではないわね」

「いえ、素敵な歌声でした。オーウェンさまも、きっと聴きたかったでしょう」

「──彼は、私の歌に期待している。もっと練習してからでないと、愛の歌を披露することはできないでしょう。もう二度と共感できない歌は歌わないわ。たとえ仮面で素顔を隠しても、自分が真まことに信じる歌しか、あの橋の上では歌わない」

　シレーヌは言葉を切った。

「いずれ私が誰かを本当に愛したとき、またこの歌を歌いましょう」

　彼女はこの先、歌手活動を続けるうえで、その身分が大きな障しよう害がいとなるだろう。

　けれどシレーヌは今、ひとりではない。孤独に橋の上にたたずむ少女ではなくなったのだ。

　オーウェンはシレーヌに対する協力を惜しむことはないだろう。ディセント家も手を差し伸べるかもしれない。

　彼女が愛の歌を歌う頃には、状じよう況きようが変わっているといい。

（シレーヌさまが進むべき道を定められたのなら、私はその道が明るく照てらされるように精いっぱい祈ろう）

　靴を作ることしかできない自分がふがいない……と思いながらシレーヌの横顔を見つめると、彼女の顔は毅き然ぜんと引きしまり、自信に満ちあふれていた。

　魔術師の靴を脱いで、困難を見み据すえながらも未来に目を向けている。

（シレーヌさまはきっと、大丈夫だ）

　つらい経験をして、そして彼女はたしかなものを得たのである。

　シレーヌは、エデルに向き直った。

「あなたはレイと結けつ託たくして、私をここに呼び寄せたのではないのね」

「えっ」

　思わぬことを言われて、エデルは思わず固まってしまった。

「他人とは思えないほど、あなたたちは似ていたから」

（そうか……。私とレイさんが血けつ縁えん者しやだと気づかれていたなら、そう思われてもおかしくないのか……）

　魔術師の靴を利用して、シレーヌを亡なきものするよう仕向けたと。

「ち……違います。レイさんとお会いしたのはあのときがはじめてで、私に家族はいません。アランさまに身元を保証していただいている、ただの職人なのです。し、信じてもらえないかもしれませんが」

「やっぱりね。私はあなたが善良であることに賭かけたの」

「私が……？」

「あなたは懸命に人魚の靴を脱がせようとしていた。もしあなたがレイと同じ力を持っているのなら、いい方法を知っているはずだわ。だから私はアランさまではなく、あなを選んだの」

　シレーヌと対たい峙じしたとき、エデルは足首に水が巻きついて、彼女のもとへ引き寄せられたことを思い出した。

「あなたがレイと考えを違たがえているのなら、希望があるかもれしないと」

　シレーヌは靴をじっと見下ろしてから、顔を上げた。

「レイには気をつけなさい。彼には気を許ゆるさないで」

「はい」

　シレーヌの忠告を聞いて、エデルはうなずいた。

「アランさまに、よろしく伝えておいてくださる？」

「はい、シレーヌさま」

「……素敵な靴を、ありがとう」

　去り際ぎわにそう声をかけられて、エデルは深くおじぎをした。
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　居候いそうろう先さきであるディセント家の屋や敷しきに帰ると、部屋に置いてあったはずの衣類やトランクケースの類たぐいが、こつ然と消えていた。

　廊ろう下かには等とう間かん隔かくに配置されたキャンドルが、橙だいだい色いろの灯あかりをともしている。

　誘いざなうように揺れる灯りを前にして、エデルはぽつねんと立ち尽くした。

（ど、どうしたんだろう。今日って何かイベントがあるのかな……私の荷物、どこにいってしまったんだろう）

　とぼとぼと屋敷の中を歩いて、使用人の誰かを捕つかまえようと思ったが、がらんとしていてひと気がない。

　エデルは心細くなってきて、アランの姿を探した。

（アランさまのお部屋に行って、聞いてみよう）

　彼の部屋が近づいてくると、廊下の様よう子すががらりと変わった。床ゆかに真しん紅くの薔ば薇らが散ちらされているのだ。さながら王族のお出ましの際に敷かれる、ベルベットの赤じゅうたんのように。

　いよいよおかしい。エデルは思いいたった。

（だ、誰かの誕生日？）

　アランか、もしくはルディアか。

　エデルはあわてふためいた。プレゼントを何も用意していないのである。

（お世話になっているのにお祝いわいの品も用意していないなんて……すごく失礼だよ、どうしよう）

　自分の給きゆう与よで買えるものなど、ディセント家の方々にはつまらないものであろうが、せめて靴関係のものだったらなんとか用意できるかもしれない。

　回れ右をしてガラスドームへ向かおうとすると、そこにはいつの間にか、ルディア付きのメイドが立っていた。

「ひっ」

「どちらへ行かれるのです」

「あ、あの……。工こう房ぼうに」

「忘れ物ですか？」

「いいえ」

「では、このままお進みくださいませ」

　有う無むを言わせない口ぶりに、エデルは従うほかなかった。

　とぼとぼと歩き出すと、メイドも一定の距きよ離りを保たもってついてくる。居い心地ごこちの悪さに動どう揺ようを隠せない。

　もしかして、どこかで誰かの誕生日を祝っていて、エデルがうっかりそこに迷まよい込まないよう、見張っているのだろうか。

　薔薇が、とぎれた。

　アランの隣となりの部屋である。

　エデルが薔薇を踏ふまないよう、そうっと足を伸ばしてアランの部屋をノックしようとすると、すかさず後ろから制止が入った。

「エデルさま。お隣です」

「え」

「今日からこちらが、エデルさまのお部屋です」

「ええっ」

「ご自身のお部屋ですので、ノックは不要でございます」

「えええっ」

（な、何が起こっているんだろう）

　雇こ用ようされている人間が、主あるじの隣の部屋を使うなど……。本来、彼の妻つまが使うべき部屋ではないだろうか。

（何かの間ま違ちがい……？）

　エデルははっと思いいたった。

　──予行練習か。

　シレーヌは、アランには愛する人がいると言っていた。もしかしたら、彼はその女性に部屋を贈るときに特別な演出を計画しているのかもしれない。今日のキャンドルや薔薇も、その一いつ貫かんだとしたら……。それに王都でも彼は、湖の上で予行練習がとうとか、そんなことを言っていたのだ。

　メイドの姿をちらりと見る。

　彼女は無表情で、エデルを観察しているようだった。

　驚おどろき具合を知るために、自分には何も告げずに行われているのか……。

（途中で気づいてしまったけど……。気づかなかったふりをして、精いっぱい驚かなくては……！）

　エデルは気合いを入れて、ドアノブを回した。

　その部屋は、すばらしかった。

　カーテンはレースを重ねたクリーム色で、淡あわいペールグリーンの壁紙が貼はられている。調度品はすべてオーク材で統一されていて、ドレッサーやキャビネットには蔓をまいたカボチャの紋章が彫られていた。ベッドサイドの小ぶりのテーブルには、ドレープの入った布シェードのランプが置いてある。そして大きめのベッドには先ほどと同じ、真紅の薔薇がたっぷりと散らされていた。

（お、思ったよりすごい）

　机のそばにはアランが立っている。緊きん張ちようした面おも持もちで、大きな薔薇の花束を抱えている。まるで貴公子のようだ。

「エデル、驚いたか」

「は、はい!!　こ、言葉にならないくらい！」

　若じやつ干かん声が上ずってしまったが、どうにか驚きを表現できただろうか。

　エデルはちらりとアランのそばにある机を見た。

　ずいぶん大きい。ドレッサーは別にあるのに、こんなものを何に使うのだろうか。

（工房にあるのと同じくらいだな……。パターン用紙を広げてちょうどいいくらいの……）

　ここで暮らす予定の女性は、趣しゆ味みでもの作りをする方なのかもしれない。

　靴をたてかけてしまうタイプの背の高いシューズラックも置いてある。ディセント家の人間ならば、このくらいは当然なのだろう。

「この部屋を喜んでもらえるといいのだが」

「とても素敵なお部屋だと思います」

「そ、そうか。それなら模も様よう替がえしたかいがあるというものだ」

　アランがはにかむと、エデルの心はせつなくなった。

　いつかはこういうときがくるとは思っていたが、自分が覚かく悟ごしていたときよりもずっと早かったようである。

　アランはエデルに花束を渡すと、片かた膝ひざをついた。

　ポケットから見覚えのあるプレゼントの箱を取り出す。

（あれ……？　あの箱、前にも……）

「エデル・アンダーソン。あなたを愛している。俺はあなたを妻に迎むかえたい。け……結婚を前提に、お付き合いしてほしい」
















　エデルは赤くなって、固まった。

　まさかここまで本格的に予行練習するとは、思いもよらなかったのである。

　エデルはきょろきょろと、ルディアのメイドの姿を探した。

（こ、これ「はい」って言った方がいいのかな。どこまで練習なんだろう）

　もうそろそろ、お疲つかれさまでしたの声がかかってもいいような気がするのだが……。

「……おい、エデル。なんとか言え」

「はっ、はい!?」

「その『はい』は俺の交際の申し込みに対する返事ではないだろう。どうなんだ結局」

「あ、あの、何がなんだかよく分からないのですが……。とても素敵な演出だったと思います。私も、お、思わずどきどきしちゃいました」

「……は？」

「本番でもうまくいくことを祈ってます。ところで、私の部屋はどちらなんでしょう……？」

　アランはゆらりと立ち上がった。

　こめかみがぴくぴくとけいれんしている。

「ひっ」

「ここだ！　ここがお前の部屋だ！」

「えっ」

「いいか。俺はお前が好きだから、結婚したいと言っているんだ！　どうして分からない！　お前が使う部屋だって、見れば分かるだろう。作業台だってあるし、お前の引っ越しのときに荷造りしたメイドが、靴をたくさん持ってると言うから、シューズラックだって……」

　エデルは目を白黒させて、アランと部屋を交互に見た。

（アランさま、何を言ってるんだろう……え……）

　シレーヌはアランに「愛している人がいる」と言った。

　メイドは、ここをエデルの部屋だと言った。

　今、アランも同じことを言って、そしてたくさんのキャンドルと、薔薇が散らされて、プレゼントが……。

　結婚を、前提……？

「あ、アランさま……あの……」

　エデルはわけが分からなくなって、たずねた。

「まさか私のこと、を、好き……ってことですか……？」

「そう言っている」

「じゃ、じゃあアランさまの愛してる人って……」

「お前だ」

「だ、だって王都に行ったときは、け、結婚されるって……？　そのときのお相手はシレーヌさまだったのでは……」

「あれは両親が勝手に俺のことをはめただけだ。俺自身はすぐに婚約を断ことわった。だいたいボートの上だって、俺はお前にプロポーズしたんだ！　見事に流されたが」

　エデルは混乱しきっていた。

　ボートの上……。そういえば朝ごはんの話のあとで、プレゼントの箱を出された……。

「よ、よく分かりません、だって私、労働者で、父は魔術師だし、母は……」

「親も身分も関係ない。俺は、お前の人となりを見て、どうしても妻にしたいと思ったから言ってるんだ」

　アランはエデルの手をとって、真剣な顔つきで言った。

「愛している。結婚してくれ」

　もう限界であった。

　エデルはへなへなと床にすわり込んで、ままならない呼吸をどうにか整えようと必死になった。

（う、噓、でも、だって……）

　違う。アランは噓をついて人をからかうような性格はしていない。つまりは、本気なのである。

　いつから彼は自分にそういった想いを抱いだいていたのだろう。

　エデルは今までの、彼との思い出を振り返ってみた。

（ガラスドームに入ってからたくさん声をかけてくださるようになって……ザリガニのようだとか、肉のようだとか言われていたけれど……全然、見当がつかない）

　いきなり結婚だと言われても、何がなんだかよく分からない。

「もちろん、すぐに結婚はしない。交際期間を設もうける。だから、結婚を前提にお付き合いだ」

「ぜ、ぜんていに」

「でも俺の中で結婚は決定事項だから、そのつもりでいてほしい」

「……」

「……お前は、俺のことが好きじゃないのか？　だから承しよう諾だくできない？」

　そんなことは、あるはずがない。

　何度彼を想っては諦あきらめようとしていたか。彼と過ごした思い出を大切に胸にしまっておきながら、叶わぬ恋をやりすごそうとしていたか。

（今なら、私の気持ちを伝えられるかもしれない）

　エデルは自分の気持ちを伝えることすら諦めていた。この恋は始まることなく、終わるのだと。

　彼女はたどたどしく話し始める。

「私……以前からアランさまのことを尊そん敬けいしていますし、その……。この前のパーティで恋というものを教えていただいたときから、自分の気持ちには気づきかけていたんです。だから……」

　言いかけて、エデルはふと口をつぐんだ。

　彼の瞳にうつる自分の顔が不ふ思し議ぎとゆがんで、自分とよく似た男の顔になる。

「エデル？」

　アランは辛しん抱ぼう強づよくエデルの言葉を待っている。

　エデルは息をのんで後ずさった。

『お前の一番大切な人間を、見み極きわめることにするよ』

　レイの呪のろわれた言葉がエデルの胸を刺さしつらぬいた。

　レイは、自分の大切な人間を葬ほうむるつもりだ。エデルを絶望の底に叩たたき落とし、魔術師の靴を履かせるために。

　エデルは自分からアランの手を握って、その温かさをたしかめた。

「私、アランさまのことが好きです。心から」

　──言えた。

　これだけで、私は十分。

　エデルは彼の青紫色の瞳を見つめて、顔つきを引き締めた。

　魔術師の──父親の幻影を、追いやるために。

　エデルの言葉を受けて、アランはほっとしたような顔をしている。

　胸が切なくなる。エデルは喜びと憂うれい、相反する二つの感情を持て余して、目を伏せた。

　足元には、彼が贈ってくれたライラック色のストラップシューズ。ミルク色の生地で縫われた薔薇の飾りが、祝福を受けたように花開いている。

　靴は人の運命を変える。

　かつて、エデルの敬愛する師はそう言った。

　この靴がもし運命を変えてくれるのだとしたら、エデルが願うのはひとつだけだ。

　──どうか、この世界から彼を取り上げないで。

　エデルは祈るような気持ちで、顔を上げた。

　アランの目をもう一度見つめて、それから力なく微笑んだ。
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　シンデレラ伯はく爵しやく家けの靴くつ箱ばこ館かん、第三巻です。

　今回のテーマは『人にん魚ぎよ姫ひめ』となっております。

　新キャラクターも登場しますので、楽しんでいただけたらうれしいです！

　ありがたいことに、特典のショートストーリーも書かせていただきました。

　もし手に入れられた方がいらっしゃいましたら、そちらもよろしくお願いいたします。




　それでは、ここからはお礼の言葉を。

　担当さま。年末進行の中、今回も大変お世話になりました。

　イラストのあき先生。表紙のエデルとアラン、ふたりの憂うれいある表情がとても素敵でした！　いつも理想通りの靴を描いてくださってありがとうございます。

　編集部のみなさま、校正さま、デザイナーさまをはじめ本作に携たずさわってくださったすべてのみなさまに感謝申し上げます。

　編集部宛あてに作品の感想をくださったみなさま。何度も読み返して、励はげみにしています。




　なによりも、この本をお手にとってくださったみなさまに、心よりの御おん礼れいを申し上げます。

　また次巻でお会いできたらうれしいです。





仲なか村むらつばき
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６月27日生まれ。埼玉県在住。

あけましておめでとうございます。

幸せなことに、こうして本作と共に新年を迎えることができました。読者のみなさまに深く感謝いたします。ありがとうございますと共に、今年もよろしくお願いいたします。
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Aki




あけましておめでとうございます。

おもちがたくさん食べれて幸せです。
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